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AI教室、成績が変わる

金京鎮

金京鎮AI書房のオンライン書籍。AIが小中高の学習、授業、評価、教育格差の改善をどう支援する

かを扱います。
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はじめに

全章を見る

次の章 →

私たちは今、人類史上最も劇的な技術革命の渦中にいます。2022年末にChatGPTが登場して以来、

全世界の教育界はかつてない変化の荒波に揉まれています。ある教育者たちはこの変化を恐れて抵

抗し、またある教育者たちはむやみに受け入れては混乱しています。しかし重要なのは、この技術

的な大転換が単なる流行ではなく、教育の本質を問い直す根本的なパラダイムシフトであるという

点です。

全世界で教育現場は深刻な課題に直面しています。新型コロナウイルスのパンデミックは、既存の

教育システムの脆弱さを浮き彫りにし、教師不足の問題はますます深刻化しています。米国では毎

年30万人以上の教師が不足していると推計され、韓国でも少子化による学生の減少にもかかわらず、

教師の需給不均衡の問題が続いています。同時に、学習格差は広がり続けており、伝統的な一方通

行の教育方式では、個々の学生の多様な学習速度やスタイルを満たすことが困難な状況です。

韓国は世界で最も高い私教育費の負担に苦しんでいます。2023年の統計庁の発表によると、全国の

小中高の私教育費の総額が26兆ウォンを超え、1人当たりの月平均私教育費は43万ウォンに達して

います。これは多くの家庭に経済的な負担を強いているだけでなく、私教育を受けられない低所得

層の学生にとっては、教育機会の不平等につながっています。保護者たちは子供が取り残されるの

ではないかと不安を感じて過度な私教育費を支出しており、それが家計を圧迫して社会全体の持続

可能な発展を阻害する悪循環を生み出しています。

しかし、人工知能はこうした私教育費の問題に対する革新的な解決策を提示しています。AIベース

の個別最適化された学習プラットフォームは、学生個人の学習レベルや速度に合わせて最適化され

た教育を提供できます。これは、高価な家庭教師や塾の授業に代わる、経済的で効果的な選択肢と

なり得ます。実際に、AIチューターは24時間いつでも利用可能であり、学生の弱点を正確に把握し

てパーソナライズされた問題を提供し、反復学習が必要な部分を自動的に識別して効率的な学習を

サポートします。

この本を執筆した最大の動機の一つは、まさにこの問題の解決に貢献したいという思いにあります。

経済的背景に関わらず質の高い教育を受けられる環境を作り、保護者が過度な私教育費の負担を感

じることなく子供の学習を効果的に支援できる方法を提示したいと考えています。AIは、こうした

教育の民主化の核となるツールになり得ます。

同時に、AI時代は私たちに伝統的な評価方法の根本的な再考を求めています。学生がいつでもAIの

助けを借りられる環境において、単に情報を暗記したり検索したりして見つけられる内容を問う評

価は、もはや意味をなしません。今や私たちは、学生が真に何を理解しているのか、そしてその知

識をどのように活用できるのかを評価しなければなりません。

新しい評価方法の核心は、学生が外部のツールや資料の助けを借りずに、自分の考えを明確に表現

できるかを確認することです。学生に一切の資料を与えず、その場で特定のテーマについて直接説

明させるのです。その際、人工知能や参考資料の助けを借りることはできず、自ら内面化した知識
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と理解に基づいて説明しなければなりません。また、準備された資料なしで行われる即興の討論を

通じて、学生の批判的思考力や論理的な表現能力を評価することも重要な方法です。こうした評価

方法は、学生が単に情報をコピーしたりAIが生成した回答を模倣したりするのではなく、真に自分

だけの思考力を養うよう促します。

人工知能は教育の慢性的な問題に対して新しい答えを提示しています。アフガニスタンでは、タリ

バン政権の女子教育禁止政策に苦しむ少女たちが、AIベースの学習プラットフォームを通じて密か

に教育を受けています。アフリカの辺境の地では、インターネット接続がなくても動作するAI教育

ツールが数百万人の子供たちに質の高い教育機会を提供しています。コロンビアのある学校では、

AIベースのパーソナライズされた学習を導入し、学生が1日2時間勉強するだけで、従来の8時間の

授業と同じ効果を上げています。

本書は、こうした世界的な教育革新の流れの中で、韓国の教育現場でAIをどのように賢く効果的に

活用できるかについての、実用的なガイドを提供しようとするものです。小学校から高校まで、各

教育段階の特性を考慮したカスタマイズされたAI活用戦略を詳細に扱っています。学習過程ではAI

を積極的に活用しつつ、評価においては学生個人の真の能力を測定できる新しい方法を提示します。

しかし、この本は単にAIツールの使い方を羅列するマニュアルではありません。AIとは何か、どの

ように機能するのか、そして教育においてどのような役割を果たせるのかという根本的な理解に基

づき、教育者がAIを真の教育的パートナーとして活用できるよう支援することが目標です。各章ご

とに具体的なプロンプトの例と実際の活用事例を豊富に提示し、初心者でも簡単に真似できるよう

に構成しました。

何より重要なのは、AIが教師に取って代わるのではなく「増強」する役割を果たすという点です。

AIは反復的で機械的な業務を自動化し、教師が学生との有意義な相互作用、創造的思考の促進、情

緒的サポートといった真に人間的な役割に、より集中できるようにしてくれます。学生には個別最

適化された学習体験を提供し、それぞれの速度と方法で学べる機会を開きながらも、同時に人間固

有の思考力と表現力を養えるようバランスを取る必要があります。

同時に、本書はAI活用の負の側面についても率直に扱っています。ハルシネーション（幻覚）によ

る誤った情報、データの偏り、プライバシー保護の問題、学問的な不正行為など、AI時代の教育が

直面する倫理的課題を深く分析し、それらに対する実質的な対応策を提示します。

本書を通じて、読者の皆様がAIを恐れることなく賢明に活用し、より公正で効果的かつ人間的な教

育を実現できることを願っています。AI時代の教育は、技術と人間が調和して協力する新しい形態

の「共生知能」に向けた旅路です。この旅路を共にするすべての教育者、学生、保護者、そして教

育政策に関わる方々にとって、本書が有用な羅針盤となることを願っています。

全章を見る

次の章 →

弁護士 · 元国会議員 · AI政策研究者

kimkj.com
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1. 教室でのAI革命が始まった

← 前の章

全章を見る

次の章 →

A. 危機か、機会か？ AI教育の二面性

全世界が新型コロナウイルスのパンデミックを経験し、教育現場はかつてないほど劇的な変化を迎

えました。一夜にして教室の扉が閉じられ、オンライン学習へと移行する中で、私たちは教育の本

質的な限界と可能性を同時に目撃することとなりました。このような危機的状況において、人工知

能は単なる技術的ツールを超え、教育の新しいパラダイムを提示する革新的な解決策として浮上し

ています。

2022年11月のChatGPTの登場は、教育界に一種の「ビッグバン」のような衝撃をもたらしました。

わずか5日で100万ユーザーを突破し、史上最も速く拡散した技術となったChatGPTは、学生がエッ

セイを代筆させ、数学の問題を瞬時に解決し、さらには試験問題にまでスラスラと答える姿を見せ

ました。これに多くの教育者が当惑し、一部の学校ではAIの使用を全面的に禁止する措置を取るこ

ともありました。

しかし、このような初期の反応は次第によりバランスの取れた視点へと発展しています。AIを単に

「不正行為を助ける道具」としてのみ見るのではなく、学習者の潜在能力を最大限に引き出すこと

ができる強力な教育パートナーとして認識し始めたのです。例えば、ClaudeやChatGPTのような対

話型AIは、学生一人ひとりの学習速度や理解レベルに合わせて説明方法を調整することができ、24

時間いつでも質問に答えられる個人家庭教師の役割を果たすことができます。

具体的な活用例を見てみると、中学生が歴史の授業で朝鮮時代の政治制度を理解するのに苦労して

いるとき、次のようなプロンプトを使用できます。

プロンプトの例：

私は中学2年生です。朝鮮時代の議政府（ウィジョンブ）と六曹（ユクチョ）の制度が複雑すぎて理

解できません。現在の韓国の政府組織と比較して、分かりやすく説明してもらえますか？また、な

ぜそのような制度を作ったのかも知りたいです。

このような質問に対し、AIは現在の「大統領ー国務総理ー各省庁」の体系と朝鮮時代の体系を比較

して説明し、視覚的な図表まで提案することができます。さらに、学生の理解度を確認するための

クイズや追加の探究テーマまで提示できるため、単なる情報伝達を超えた能動的な学習を促します。

しかし、このような機会とともに、新たな課題も登場しています。最大の懸念は、学生の批判的思

考能力の低下です。AIがあまりにも簡単に答えを提供するため、学生が自ら悩み、探究する過程を

省略してしまうリスクがあります。また、AIが生成した情報の正確性を検証せずにそのまま受け入

れる場合、誤った知識が学習される可能性もあります。
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多くの教育専門家は、「AIリテラシー」教育の重要性を強調しています。学生がAIを単に使用する

ことを超えて、AIの作動原理を理解し、生成された情報を批判的に評価し、倫理的に活用できる能

力を養うことが不可欠となっています。

B. すべての子供が賢くなれる ―― 教育格差を縮めるAIの力

全世界の教育の現実を覗いてみると、依然として深刻な不平等が存在します。ユネスコによると、

世界中で約2億4千万人の子供や青少年が学校に通えておらず、その多くが経済的貧困、地理的アク

セスの難しさ、性差別、戦争や災害などによって教育の機会を奪われています。

アフガニスタンの場合、タリバン政権が女性の教育を禁止したことで、数百万人もの女子学生が学

習の権利を失いました。このような極限状況において、AI技術は新たな希望の光となっています。

「Solar X」というAI教育プラットフォームは、アフガニスタンの女子学生が家庭で安全に学習でき

るよう、パーソナライズされたAIチューターサービスを提供しています。このプラットフォームは、

各学生の学習進度と理解レベルをリアルタイムで把握して最適化された学習経路を提示し、インター

ネット接続が不安定な環境でも動作できるようオフラインモードをサポートしています。

韓国の状況においても、教育不平等の問題は依然として重要な課題です。首都圏と地方の教育格差、

私教育費の負担による階層間の教育機会の差、多文化家庭の学生の言語の壁などが代表的な例です。

AI技術は、これらの問題を解決する上で重要な役割を果たすことができます。

江原道（カンウォンド）の山間地域の小規模校に通う学生が高度な数学を学びたいと思った場合、

従来は専門の教師が不足していたり、遠距離移動の困難さから学習の機会が制限されるしかありま

せんでした。しかし、今ではカーンアカデミー（Khan Academy）のAIチューターである「

Khanmigo」を活用して、個人に最適化された数学の学習を受けることができます。次のようなプロ

ンプトから始めることができます。

Khanmigo活用のプロンプト例：

こんにちは、Khanmigo！ 私は高校1年生ですが、微分積分を先取りして学びたいです。でも、私の

学校には微分積分を教える先生がいません。現在の私の数学の実力をテストして、微分積分を学ぶ

ためにどのようなステップを踏むべきか、学習計画を立ててもらえますか？

AIチューターは学生の現在のレベルを診断し、不足している部分を補完できるパーソナライズされ

た学習経路を提示します。さらに、リアルタイムで学習の進み具合をモニタリングし、必要に応じ

て学習方法を調整したり、追加の説明を提供したりします。

多文化家庭の学生のためには、AI翻訳および言語学習ツールが大きな助けとなっています。Claude、

ChatGPT、Geminiのような対話型AIは、単なる文字の翻訳を超えて、文脈を考慮した自然な翻訳を

提供し、学習者のレベルに合わせて説明を調整する能力を備えています。また、Duolingo AIは個人

の学習パターンを分析し、最も効果的な言語学習方法を提案します。

多文化学生支援のプロンプト例：

こんにちは、Claude！ 私はベトナムから来た中学1年生です。韓国語で科学用語を理解するのが難

しいです。「光合成」について学んでいるのですが、ベトナム語で説明して、韓国語の科学用語も
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一緒に教えてもらえますか？ また、理解を助ける簡単な実験や例もお願いします。

注目すべきは、AIが提供するアクセシビリティの向上です。視覚障害のある学生はAIの音声認識お

よびテキスト読み上げ技術を通じて、より簡単に学習資料にアクセスでき、聴覚障害のある学生は

リアルタイム字幕生成AIを通じて授業内容をより深く理解できます。学習障害を持つ学生に対して

は、AIが個人の認知的な特性を把握し、最適化された学習方法を提案することができます。

しかし、このような技術的な解決策が完全な万能薬というわけではありません。「デジタル格差」

という新しい形の不平等が現れる可能性があるからです。最新のAIツールにアクセスできる環境と

そうでない環境の間の格差が、むしろ教育不平等を深める懸念もあります。したがって、AI教育ツー

ルの普遍的なアクセシビリティを保障する政策的な努力が並行されなければなりません。

C. 先生と生徒、私たちが夢見る未来の教室は？

AIの登場により、教育の根本的な目的と方法についての再考が行われています。伝統的に教育は知

識の伝達と暗記に重点を置いてきましたが、AIが膨大な情報を即座に提供できる時代には、単なる

知識の習得よりも、知識を活用し応用する能力がさらに重要になりました。

このような変化は、ブルームの教育目標分類学（Bloom's Taxonomy）の観点からよく説明されま

す。伝統的に教育は「記憶」と「理解」の段階に多くの時間を割いてきましたが、AI時代には「応

用」「分析」「評価」「創造」の段階により重点を置くことができるようになりました。AIが基本

的な情報提供と初期分析を担当すれば、学生はより高次元の思考活動に集中できるからです。

高校の文学の授業でシェイクスピアの『ハムレット』を扱うと仮定してみましょう。伝統的な授業

では、作品の背景説明、登場人物の紹介、あらすじの把握に相当な時間を費やしていました。しか

し、AIを活用すれば、これらの基礎情報は素早く習得でき、代わりに次のようなより深い探究に時

間を割くことができます。

文学の授業における深化活用のプロンプト例：

Claude、『ハムレット』の「生きていくべきか、死ぬべきか（To be or not to be）」の独白を、

現代の青少年の悩みと結びつけて分析してみたいです。現在の韓国の青少年が抱える進路の悩み、

入試ストレス、人間関係の問題などと、どのような共通点や相違点があるでしょうか？ そして、こ

れをもとに現代的解釈を加えた創作作品を作ってみたいです。

このような質問を通じて、学生は単に古典文学を暗記するのではなく、文学作品と現実を結びつけ

て批判的に思考し、創造的に再解釈する能力を養うことができます。

AIはまた、個別化学習（Personalized Learning）の新しい次元を切り開いています。伝統的な教室

では、一人の教師が20～30人の学生を同時に教えなければならないため、個々の学生の学習速度や

理解レベルに完璧に合わせることは困難でした。しかし、AIは各学生の学習パターン、強み、弱み

をリアルタイムで分析し、最適化された学習体験を提供することができます。

Googleの「LearnLM」は、このような個別化学習の好例です。このAIシステムは、学習科学（

Learning Science）の原理に基づき、各学生に最も適した学習戦略を提案します。例えば、ある学

生は視覚的学習に強く、別の学生は聴覚的学習を好む場合、AIは同じ内容を異なる方法で提示しま



9

す。

個別化学習のリクエスト・プロンプト例：

こんにちは！ 私は化学を勉強している高校生ですが、分子構造を理解するのに苦労しています。私

は文章で読むよりも、図や表で見る方が理解しやすいです。メタン分子の構造を視覚的に説明して、

3Dモデリングや図を通じて学習できる方法も教えてください。

未来の教育のもう一つの核心的な変化は、「協調的知性（Collaborative Intelligence）」の発展で

す。これは、人間とAIがそれぞれの長所を活かして協力する新しい形の知性を意味します。人間は

創造性、感情的知性、倫理的判断力を提供し、AIは膨大な情報の処理、パターン認識、反復的な作

業を担当するのです。

実際に、一部の革新的な学校では、すでにこのような協調的知性を活用したプロジェクトベース学

習を試みています。例えば、環境問題解決プロジェクトにおいて、学生はAIを活用して気象データ

を分析しパターンを見つけ出しますが、その結果を解釈し実質的な解決策を創案することは学生の

創造的な思考に依存します。

プロジェクトベース学習のプロンプト例：

私たちの地域の微小粒子状物質（PM2.5）の問題を解決するプロジェクトを進めています。過去5年

間の微小粒子状物質データと気象データを分析してパターンを見つけ出し、これをもとに私たちが

実際に実行できる解決策を3つ提案してください。ただし、中学生レベルで実行可能な現実的な案で

ある必要があります。

評価システムにおいても根本的な変化が起きています。AIがいつでも正解を提供できる状況では、

伝統的な選択式試験や短答式評価の意義が薄れざるを得ません。代わりに、プロセス重視の評価、

ポートフォリオ評価、プロジェクトベースの評価がさらに重要になっています。学生がどのような

結果を導き出したかよりも、その過程でどのような思考をしたか、どのような協力を行ったか、ど

のような問題解決能力を見せたかが、より重要な評価基準になっています。

教師の役割も大きく変化しています。情報の伝達者から学習ファシリテーター（Learning

Facilitator）へ、知識の伝授者からメンターやコーチへと役割が拡大しています。AIが個々の学生

の学習を支援する間、教師は学生の感情的な成長、社会的スキルの発達、創造的思考能力の向上に

より多くの時間を割けるようになりました。

これらの変化は単なる技術的革新にとどまらず、教育哲学の根本的な転換を意味します。AI時代の

教育は、学生を受動的な知識の受容者ではなく能動的な学習の主体として捉え、個別性と多様性を

尊重する方向へと進んでいます。また、学習が学校という物理的な空間に制限されず、いつでもど

こでも起こり得る生涯学習の観点からアプローチされています。

しかし、このような肯定的な変化とともに注意すべき点もあります。AIへの過度な依存は学生の基

本的な思考能力を低下させる可能性があり、人間同士の直接的な相互作用の減少により社会的スキ

ルが不足する懸念もあります。したがって、AIを教育に導入する際には、技術的な効率性と人間的

な価値の間のバランスを慎重に考慮しなければなりません。
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結局、AIが再定義する教育の未来は、技術と人間が調和して協力する新しい学習エコシステムを創

り上げていくことです。これは単にAIツールを教室に導入することを超えて、教育の目的と方法、

評価と関係に対する根本的な省察に基づいた総体的な変化を意味します。このような変化を成功裏

に導いていくためには、教育者、学習者、政策立案者、技術開発者のすべてが共に努力しなければ

ならないでしょう。

← 前の章

全章を見る

次の章 →

弁護士 · 元国会議員 · AI政策研究者

kimkj.com

© 2026 金京鎮. All rights reserved.
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2. AIを知ってこそ、うまく使える

← 前の章

全章を見る

次の章 →

2. AIが何であるかを知ってこそ、うまく使いこなせます

ア．AIの秘密：パターンを見つけ出す賢い友人

人工知能を理解するためには、まず私たち人間の脳がどのように学習し、判断するのかを見ていく

ことが助けになります。皆さんが道を歩いていて、遠くで友人を見つける状況を考えてみてくださ

い。たとえ距離が遠く、照明が暗くても、私たちはその人の歩き方、体型、服装などの特徴を総合

して、「あ、あの人はクラスのミンスだ」と認識することができます。これは、私たちの脳が過去

に蓄積されたミンスに関する様々な視覚情報をパターンとして保存しており、新しい視覚情報とマッ

チングさせて判断するためです。

人工知能も本質的にはこれと同じ原理で動作します。AIの核心は、まさに「パターン認識およびマッ

チング（Pattern Recognition and Matching）」です。数多くのデータから共通した特性や規則を

見つけ出し、新しいデータが入力されたときに、既存の学習済みパターンと最も類似したものを見

つけて予測や分類を行うのが、AIの基本的な動作方式です。

これを教育現場の具体的な例で説明してみます。小学校で児童の筆跡を自動的に認識して採点する

AIシステムを考えてみてください。このシステムが作動するためには、まず数千、数万個の児童の

筆記サンプルを学習しなければなりません。「カ」という文字を書いた様々な筆跡を見ながら、乱

れた字もあれば、整った字もあり、大きく書かれたもの、小さく書かれたものもありますが、その

すべての変形の中でも「カ」という文字が持つ共通の特徴を見つけ出します。これらの特徴がまさ

に「パターン」です。

AIパターン認識体験プロンプトの例：

Claude、私は小学校3年生の担任教師です。児童たちに「愛（サラン）」という単語をハングルで

書く筆記の宿題を出しましたが、児童ごとに筆跡が異なるため採点が難しいです。AIがどのように

このような多様な筆跡を認識できるのか、わかりやすく説明してもらえますか？また、実際にこの

ような機能を教室で活用する方法も教えてください。

このような質問を通じて、教師はAIのパターン認識の原理を理解し、実際の教育現場でどのように

活用できるか具体的なアイデアを得ることができます。

AIのパターン認識は、大きく3つの段階で行われます。1つ目は「特徴抽出（Feature Extraction）」

の段階です。元のデータから重要な特性を抽出する過程です。例えば、児童の算数の問題演習の過

程を分析するAIなら、問題を解くのにかかった時間、途中の計算過程でのミスのパターン、特定の

類型の問題に対する正解率などを特徴として抽出します。
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2つ目は「パターン学習（Pattern Learning）」の段階です。抽出された特徴の間の関係を見つけ、

それを通じて一般的な規則やパターンを導き出す過程です。算数の問題演習AIの場合、「この児童

は掛け算は得意だが割り算でよくミスをする」、「問題をゆっくり読む児童ほど正解率が高い」と

いったパターンを学習することになります。

3つ目は「パターンマッチング（Pattern Matching）」の段階です。新しいデータが入ってきたと

き、既存の学習済みパターンと比較して最も適切な答えを見つける過程です。新しい児童の算数の

演習過程を見ながら、「この児童のパターンはAタイプと85%一致する」という形でマッチングし、

その児童に最も適した学習方法を推薦することになります。

このようなパターン認識の驚くべき能力は、2012年のImageNet大会で劇的に立証されました。当

時、トロント大学のアレックス・クリジェフスキー（Alex Krizhevsky）氏のチームが開発した

AlexNetというAIモデルが、画像認識の正確度で既存の手法を圧倒的に上回り、AI革命の号砲を鳴ら

しました。このAIは数百万枚の画像を学習して、猫と犬を区別するのはもちろん、数千種類の物体

を正確に認識できるようになりました。

教育分野でも、このようなパターン認識技術が革新的に活用されています。米国のジョージア工科

大学では、2016年から「Jill Watson」というAIティーチング・アシスタントを導入しました。この

AIは、過去数年間に蓄積された数千個の学生の質問と教授の回答データを学習し、学生がオンライ

ン掲示板に投稿する質問にリアルタイムで回答できるようになりました。驚くべきことに、学生た

ちは1学期の間ずっと、Jill WatsonがAIであることに全く気づきませんでした。これは、AIが人間の

教授の回答パターンを完璧に学習したためです。

韓国でもこのような技術が徐々に導入されています。ソウル市教育庁は2023年からAIベースのカス

タマイズ型学習システムを試験運用しています。このシステムは、児童・生徒の問題演習パターン

をリアルタイムで分析し、各児童がどの概念で苦労しているかを正確に把握します。例えば、分数

の計算でミスをする児童の場合、単に「分数をもっと勉強しなさい」と言うのではなく、「通分の

過程で最小公倍数を見つけるのに苦労している」という具体的なパターンを見つけ出し、カスタマ

イズされた学習コンテンツを提供します。

学習パターン分析活用プロンプトの例：

こんにちは、ChatGPT！私は中学校の数学教師です。私のクラスの生徒の中に、計算は得意なのに

文章題になると間違える生徒がいます。この生徒の学習パターンを分析して、どの部分に問題があ

るのかを調べ、カスタマイズされた学習方法を提案してもらえますか？また、似たようなパターン

の他の生徒をどのように助けられるかも教えてください。

AIのパターン認識能力は、言語学習の分野でも革新をもたらしています。DuolingoのAIシステムは、

世界5億人以上のユーザーが言語を学習するパターンを分析します。韓国人のユーザーが英語を学ぶ

際に、どのような文法構造でよくミスをするか、どの単語を覚えにくいと感じるか、どの時間帯に

学習効果が最も高いかなどのパターンを見つけ出し、個人別のカスタマイズされた学習パスを提供

します。

中国のスクイレルAI（Squirrel AI）は、より精巧なパターン分析で注目を集めています。このシス

テムは、生徒の学習過程を200万個以上の詳細な知識ポイントに分解して分析します。例えば、「



13

二次関数」という一つの概念を「二次関数の定義」、「グラフの形」、「最大値と最小値」、「実

生活での活用」など、数十個の微細な単位に分けて、それぞれに対する理解度を測定します。これ

により、生徒が二次関数を理解できない正確な原因を見つけ出し、その部分だけを集中的に学習で

きるよう支援します。

パターン認識のもう一つの驚くべき事例は、自閉スペクトラム症の児童・生徒のための教育AIです。

米国スタンフォード大学の研究チームが開発したシステムは、自閉症の児童の表情や行動パターン

を分析して感情状態を把握します。これらの児童は、しばしば自分の感情を言葉で表現することが

難しいのですが、AIが微細な表情の変化や行動パターンを通じて、児童のストレスレベルや集中度

をリアルタイムでモニタリングできます。これに基づき、教師は適切なタイミングで休息を提供し

たり、学習方法を調整したりすることができます。

特別支援教育AI活用プロンプトの例：

Gemini、私は特別支援教育の教師です。ADHDを持つ児童が授業中に集中できず、席から立ち上が

る行動を見せます。AIがこのような児童の行動パターンをどのように分析して助けることができる

か、説明してもらえますか？また、実際に教室で使用できるAIツールがあれば推薦してください。

しかし、AIのパターン認識には重要な限界もあります。1つ目は「偏り（バイアス）」の問題です。

AIは学習データに含まれる偏りをそのまま学習してしまいます。例えば、過去の入試データで学習

したAIが、特定の地域や学校出身の生徒に有利な予測をすることがあります。これは、教育の不平

等をむしろ深化させかねない危険な結果を招く可能性があります。

2つ目は「過学習（Overfitting）」の問題です。AIが学習データのパターンをあまりにも細かく記

憶してしまい、新しい状況に対する一般化能力が落ちる現象です。例えば、特定の学校の生徒だけ

で訓練されたAIは、他の学校の生徒には適さない推薦をすることがあります。

3つ目は「ブラックボックス（Black Box）」の問題です。AIがどのようなパターンに基づいて特定

の結論に達したのか、人間が理解するのが難しいケースが多いです。教育現場では、AIの推薦や評

価に対する明確な根拠を提示できなければなりませんが、このような説明可能性が不足することが

あります。

これらの限界を克服するために、世界中の研究者は「説明可能なAI（Explainable AI）」、「公平な

AI（Fair AI）」、「堅牢なAI（Robust AI）」などの研究を活発に進めています。教育分野でもこれ

らの研究結果が徐々に適用され、より信頼でき透明性の高いAI教育システムが開発されています。

AIの限界点理解プロンプトの例：

Claude、私たちの学校でAIを利用して生徒の進路を推薦するシステムを導入しようとしています。

しかし、AIが間違った偏見を持っているのではないかと心配です。AIのバイアスの問題が何である

か分かりやすく説明し、教育現場でこのような問題をどのように予防できるか教えてください。

パターン認識技術の未来は、さらにエキサイティングです。最近では「メタ学習（Meta-Learning）

」技術が発展し、AIが新しいパターンをより迅速に学習できるようになりました。これは、あたか

も「学習する方法を学習する」ようなものです。教育現場では、このような技術を通じて個々の児
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童・生徒の学習パターンをより迅速に把握し、リアルタイムで最適化された学習体験を提供できる

ようになるでしょう。

イ．機械が学び、脳を模倣し、深く考えるようになるまで

AI技術の発展過程を理解することは、あたかも子供が歩き方を学ぶ過程を見守るようなものです。

最初は転んだりよろめいたりしながらも、次第に安定して歩けるようになり、後には走ったり踊っ

たりできるようになるように、AIも単純なルールベースのシステムから始まり、今日のような驚く

べき知能を見せるシステムへと発展してきました。

機械学習（Machine Learning）の旅は、1950年代にアラン・チューリング（Alan Turing）が「機

械は思考できるか？」という問いを投げかけたことから始まりました。しかし、真の突破口は1957

年にフランク・ローゼンブラット（Frank Rosenblatt）が「パーセプトロン（Perceptron）」とい

う人工ニューロンを開発したことで開かれました。これは、あたかも私たちの脳のニューロンが作

動する方式を模倣した最初の試みでした。

パーセプトロンの作動原理を教室の状況で説明してみます。皆さんが生徒の成績を予測する簡単な

システムを作ると想像してみてください。生徒の出席率、宿題の提出率、授業への参加度という3つ

の情報を入力として受け取ります。パーセプトロンは、これら3つの情報にそれぞれ重み（weight）

を付与します。例えば、出席率には0.4、宿題の提出率には0.3、授業への参加度には0.3の重みを

与えることができます。そして、これらの値をすべて足して特定の閾値を超えれば「成績が良いだ

ろう」、超えなければ「成績が悪いだろう」と判断します。

パーセプトロン理解プロンプトの例：

ChatGPT、私は高校の教師ですが、生徒の学習成果を予測する簡単なAIモデルを理解したいです。

パーセプトロンというものがどのように作動するのか、私のクラスの状況に合わせて分かりやすく

説明してもらえますか？また、実際にこのような原理を教室でどのように活用できるかも教えてく

ださい。

しかし、単層パーセプトロンは非常に単純な問題しか解決できませんでした。1969年にマービン・

ミンスキー（Marvin Minsky）とシーモア・パパート（Seymour Papert）が著した『パーセプトロ

ン』という本でこのような限界点が指摘され、AI研究は最初の冬（AI Winter）を迎えることになり

ます。

しかし、1980年代に入って「多層パーセプトロン（Multi-Layer Perceptron）」と「誤差逆伝播法

（Backpropagation）」アルゴリズムが開発されたことで、状況が劇的に変わります。これは、あ

たかも一人の生徒ではなく、複数の生徒がチームを組んで複雑な問題を解決するようなものです。

個々のパーセプトロン（ニューロン）が互いにつながってネットワークを形成し、より複雑なパター

ンを学習できるようになりました。

ニューラルネットワーク（Neural Network）の概念を理解するために、学校のオーケストラを考え

てみてください。個々の楽器演奏者は一つのニューロンのようなものです。バイオリン奏者はバイ

オリンの音しか出しませんが、すべての演奏者が協力したときに美しい交響曲が完成します。同様

に、個々のニューロンは単純な計算しか行いませんが、数多くのニューロンがつながって協力した
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ときに、複雑なパターン認識や予測が可能になります。

1990年代には、機械学習の様々なアプローチが開発されました。サポートベクターマシン（

Support Vector Machine）、ランダムフォレスト（Random Forest）、k-平均法（k-means

Clustering）などが登場し、それぞれが固有の長所を持って様々な問題を解決し始めました。

教育分野でこれらの技術がどのように活用されたかを見てみると、2000年代初頭にカーネギーメロ

ン大学で開発された「Cognitive Tutor」が代表的な例です。このシステムは、学生が数学の問題を

解く過程を段階別に分析し、各学生の認知的な特性をモデル化しました。例えば、ある学生が分数

の足し算でミスをした場合、それが通分の過程でのミスなのか、既約分数にする過程でのミスなの

かを正確に把握して、カスタマイズされたフィードバックを提供しました。

伝統的な機械学習活用プロンプトの例：

Gemini、私たちの学校で生徒を学習タイプ別に分類してカスタマイズ型教育を提供したいです。伝

統的な機械学習の手法の中で、生徒の分類に適したアルゴリズムには何があるか教えて、それぞれ

の長所と短所も説明してください。また、実際にどのようなデータを収集すべきかも知りたいです。

2006年はAIの歴史において非常に重要な年です。トロント大学のジェフリー・ヒントン（

Geoffrey Hinton）教授が「ディープ・ビリーフ・ネットワーク（Deep Belief Network）」という

概念を提示し、ディープラーニング（Deep Learning）時代の幕が開きました。ディープラーニン

グは文字通り「深い学習」を意味し、複数の層のニューラルネットワークを積み上げた構造を持ち

ます。

ディープラーニングを理解するために、生徒が複雑な数学の問題を解決する過程を考えてみてくだ

さい。例えば、「一辺の長さが5cmの正六面体の体積を求め、これを球の体積と比較して分析しな

さい」という問題があるとしましょう。生徒は次のような段階を経ます。

第1層では問題を読み、核心的な情報を抽出します（正六面体、一辺5cm、体積）。第2層では正六

面体の体積の公式を思い出します（V = a³）。第3層では計算を実行します（5³ = 125）。第4層

では球の体積と比較するために、同一の体積を持つ球の半径を計算します。第5層では2つの図形の

特性を比較分析します。

ディープラーニングもこれと同様に、入力データを複数の層の処理過程を経て、次第に高度な抽象

化された特徴を抽出していきます。各層は前の層から伝えられた情報に基づき、より複雑で意味の

あるパターンを見つけ出します。

2012年のImageNet大会でのAlexNetの勝利は、ディープラーニングの実用性を世界に証明しまし

た。このCNN（Convolutional Neural Network）モデルは、既存の画像認識手法を圧倒的に上回る

性能を見せました。教育分野でも、このような技術がすぐに適用され始めました。

フィンランドの「MathBridge」プロジェクトは、ディープラーニングを活用して児童の算数学習の

過程を分析します。児童が手書きした算数の計算過程をリアルタイムで認識し、各段階での思考過

程を分析してパーソナライズされたフィードバックを提供します。例えば、児童が二次方程式を解

く際に解の公式を間違って適用した場合、システムは即座にこれを検知して正しい方法を提示しま
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す。

ディープラーニング教育活用プロンプトの例：

Claude、ディープラーニングが伝統的な機械学習とどのように違うのか、教室の状況で分かりやす

く説明してください。また、私たちの学校でディープラーニングを活用できる具体的な事例を3つほ

ど提案してもらえますか？初心者でも理解できるように段階を追って説明してください。

2014年にはGAN（Generative Adversarial Network）という革新的な技術が登場します。イアン・

グッドフェロー（Ian Goodfellow）氏が開発したこの技術は、2つのニューラルネットワークが互い

に競い合いながら学習する構造です。一方は偽のデータを作り出し（生成器）、もう一方は本物と

偽物を区別しようとします（識別器）。これは、あたかも偽札犯と捜査官の競争のようです。偽札

犯はより精巧な偽物を作ろうとし、捜査官はより正確に偽物を見つけ出そうとします。このような

競争を通じて、両方のシステムがどんどん精巧になっていきます。

教育分野でGAN技術は非常に興味深い方法で活用されています。米国MITの研究チームは、GANを

使用して歴史教育用の仮想人物を作り出しました。例えば、朝鮮時代の世宗（セジョン）大王と対

話できるAIキャラクターを作り、児童・生徒が直接、歴史上の人物と対話しながら、その時代の政

治、社会、文化を体験できるようにしました。

GAN教育活用プロンプトの例：

ChatGPT、私たちの学校の歴史の授業で、生徒が李舜臣（イ・スンシン）将軍と直接対話できるAI

を作りたいです。GAN技術を使用して、どのようにこのようなシステムを実装できるか段階別に説

明してください。また、実際に教室で活用する際に注意すべき点も教えてください。

2017年には「Transformer」構造が登場し、自然言語処理の分野に革命が起こります。Googleの

研究チームが発表した「Attention is All You Need」という論文で提示されたこの構造は、既存の

RNN（Recurrent Neural Network）やLSTM（Long Short-Term Memory）の限界を克服しました。

Transformerの核心は「アテンション（Attention）」メカニズムです。

アテンション・メカニズムを教室の状況で説明してみます。先生が「朝鮮時代の科学技術の発展が、

現代の韓国社会に与えた影響を分析しなさい」という問いを出したと仮定しましょう。この文章を

理解するためには、「朝鮮時代」、「科学技術」、「発展」、「現代韓国社会」、「影響」、「分

析」などの単語の間の関係を把握する必要があります。アテンション・メカニズムは、各単語が他

の単語とどれほど密接に関連しているかを計算し、文章全体の意味を正確に把握できるようにしま

す。

この技術は教育分野において、言語学習と読解の領域で大きな発展をもたらしました。中国の「

VIPKID」はTransformerベースのAIを活用して、リアルタイムの英語発音矯正サービスを提供して

います。児童が英語の文章を読むと、AIが各単語の発音だけでなく、文章全体のリズムやイントネー

ションまで分析して改善点を提示します。

Transformer活用プロンプトの例：
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Gemini、Transformer技術が言語学習にどのように役立つか、具体的な例で説明してください。私

たちの学校の英語の授業でこの技術を活用する方法を、初心者でも理解できるように段階的に教え

てください。生徒の読解力向上にどのように適用できるか知りたいです。

2018年にGoogleが発表したBERT（Bidirectional Encoder Representations from Transformers）

は、自然言語理解の新しい地平を切り開きました。BERTの革新は、文章を双方向から読み取るとい

う点にあります。既存のモデルが左から右へとだけ文章を読み取っていたのに対し、BERTは前後の

文脈をすべて考慮して各単語の意味を把握します。

これを読解問題で説明してみます。「銀行（ウネン）でお金を借りた」という文章で、「ウネン」

が金融機関を意味するのか川の土手を意味するのかは、前後の文脈をすべて見て初めて分かります。

BERTはこのような多義的な表現を正確に解釈できる能力を備えています。

韓国の「アイスクリーム・エデュ」は、BERTベースのAIを活用して、児童の読解能力を評価し改善

するシステムを開発しました。児童が文章を読んで答えた内容を分析し、どの部分で理解が不足し

ているかを正確に把握します。例えば、比喩的な表現を文字通りに理解したのか、因果関係を正し

く把握したのかなどを細かく分析します。

2019年にOpenAIが発表したGPT-2は、テキスト生成能力において驚くべき成果を見せました。こ

のモデルは、いくつかの単語や文章を入力として受け取り、自然な後続のテキストを生成すること

ができました。当時、この技術があまりにも強力で悪用される可能性があるため、OpenAIはモデル

全体を公開しないことを決定したほどでした。

教育分野では、このようなテキスト生成技術が創作教育に活用され始めました。米国の多くの学校

では、生徒がAIと協力して創作活動を行うプログラムを導入しました。生徒が物語の始まりの部分

を書くと、AIがいくつかの可能な展開の方向性を提示し、生徒はその中から選択したり、自分なり

の方向で物語を続けたりします。

創作教育AI活用プロンプトの例：

Claude、私たちの学校の国語の時間に生徒と一緒に短編小説を書くプロジェクトを行おうとしてい

ます。AIを活用して生徒の創作活動を助ける具体的な方法を提案してください。ただし、生徒の創

造性を損なわずに助けになるような方向でお願いします。

2020年のGPT-3の登場は世界を驚かせました。1,750億個のパラメータを持つこの巨大なモデルは、

翻訳、要約、質問への回答、さらにはプログラミングまで、様々なタスクを遂行することができま

した。few-shot learning能力、つまり数個の例示だけで新しいタスクを学習できる能力が注目され

ました。

教育分野でGPT-3は、カスタマイズ型学習コンテンツの生成に革新をもたらしました。Khan

AcademyはGPT-3をベースとした「Khanmigo」というAIチューターを開発しました。このシステ

ムは、各生徒のレベルに合った問題を自動的に生成し、生徒の回答に応じて適切なヒントや説明を

提供します。
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2022年のChatGPTのリリースは、AIの大衆化を導きました。ユーザーフレンドリーなインターフェ

ースと優れた対話能力を基盤に、一般のユーザーも簡単にAIの助けを受けられるようになりました。

教育現場でも、この技術が急速に導入されています。

韓国の多くの学校では、ChatGPTを活用した様々な教育実験が行われています。ソウルにある高校

では、生徒が歴史上の人物の立場でChatGPTと討論する授業を行いました。生徒は世宗大王の立場

でハングル創製の必要性を論証し、AIは当時の家臣たちの反対意見を提示する役割を担いました。

ChatGPT教育活用プロンプトの例：

ChatGPT、私は中学校の歴史教師です。生徒が文禄・慶長の役について学んでいますが、当時の状

況をより生き生きと理解できるように役割演技（ロールプレイ）の授業をしたいです。生徒が李舜

臣、宣祖（ソンジョ）、義兵長などの役割を引き受け、あなたと対話しながら当時の状況や悩みを

体験できるように手伝ってもらえますか？

最近ではマルチモーダル（Multimodal）AIが新しい可能性を切り開いています。GPT-4V、Claude

3、Gemini Ultraなどは、テキストだけでなく画像、オーディオ、ビデオまで処理できます。これは

教育において、より豊かで多様な学習体験を提供することを可能にします。

例えば、生徒が算数の問題をノートに解いて写真を撮りAIに見せると、AIは解答過程を分析し、間

違った部分を正確に指摘することができます。また、科学実験の動画を分析して実験過程でのエラー

を見つけ出したり、美術作品を分析して技法や特徴を説明したりすることもできます。

マルチモーダルAI活用プロンプトの例：

Gemini、生徒が描いた細胞構造の絵を写真に撮って見せるので、絵を分析してどの部分が正確でど

の部分を修正すべきか教えてください。また、より正確な細胞構造の絵を描く方法も段階的に説明

してください。

現在、私たちはAI技術発展の転換点に立っています。LLM（大規模言語モデル）はますます巨大化

しており、新しいアーキテクチャが次々と登場しています。MoE（Mixture of Experts）、RAG（検

索拡張生成）、Constitutional AI（憲法的AI）などの技術がAIの能力をさらに向上させています。

教育分野では、これらの最新技術がより精巧でパーソナライズされた学習体験を提供することが期

待されます。今後、AIは単に情報を提供するレベルを超え、各生徒の学習スタイル、認知的特性、

感情状態まで総合的に考慮したカスタマイズ型教育を提供できるようになるでしょう。

ウ．人の褒め言葉でさらに賢くなるAIの話

強化学習（Reinforcement Learning）を理解するためには、まず子供が自転車の乗り方を学ぶ過程

を考えてみるのがよいでしょう。子供は最初に自転車に乗って転び、また挑戦し、また転ぶ過程を

繰り返します。転ぶたびに「あ、こうしてはいけないんだな」を学び、少しでもバランスを維持で

きたときは「こうすればいいんだな」を学びます。このように試行錯誤を通じて次第に自転車に乗

れるようになるのが、まさに強化学習の基本原理です。
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強化学習は、エージェント（Agent）が環境（Environment）と相互作用しながら、最適な行動（

Action）を学習する過程です。エージェントは特定の状態（State）で行動作を取り、その結果と

して報酬（Reward）や罰（Penalty）を受けます。このようなフィードバックを通じて、エージェ

ントはどのような行動が良い結果をもたらすかを学習することになります。

教育現場で強化学習を適用した事例を見てみましょう。米国カーネギーメロン大学で開発された数

学学習システムは、学生が問題を解くたびにその結果を分析します。学生が正しい方法で問題を解

決すれば肯定的なフィードバックを提供し（報酬）、間違ったアプローチをしたときはヒントを与

えたり他の方法を提案したりします（ガイダンス）。このような過程を通じて、AIシステムは各学

生にとって最も効果的な教授法が何であるかを学習することになります。

強化学習ベースの教育システム体験プロンプトの例：

ChatGPT、強化学習の原理を活用して、私のクラスの生徒の英単語の暗記を助けるシステムを作り

たいです。生徒が単語を正解したり間違えたりするたびに、システムがどのように反応すべきか、

そして徐々に学習の難易度を調節する方法を具体的に説明してください。

強化学習の核心概念の一つは、「探索と活用のトレードオフ（Exploration vs Exploitation）」です。

これを学習の状況で説明してみます。生徒が数学の問題を解くとき、すでに知っている方法で解き

続けるか（活用）、それとも新しい方法を試してみるか（探索）の選択に直面します。安全な方法

ばかりに固執すれば成長がなく、あまりに無謀に新しいことばかり試せば失敗が多くなります。強

化学習システムはこのようなバランスを最適化して、学習効果を最大化します。

2013年にGoogle DeepMindが開発したDQN（Deep Q-Network）は、強化学習とディープラーニ

ングを組み合わせた革新的な技術でした。このシステムはAtariのゲームを人間よりも上手にプレイ

できるようになり、強化学習の可能性を世界に証明しました。さらに驚くべきことは、システムに

ゲームのルールをあらかじめ教えなかったにもかかわらず、自らゲームをプレイしながらルールを

習得し、戦略を開発したという点です。

教育分野でも、このようなアプローチが適用されています。フィンランドの「GraphoGame」は、

強化学習を活用して失読症（ディスレクシア）の子供たちの読解能力を向上させるプログラムです。

このシステムは、各児童の反応時間、正確度、学習パターンをリアルタイムで分析して難易度を自

動的に調節します。児童が簡単な問題ばかり正解すれば、少し難しい問題を提示し、間違いが多す

ぎれば、より基本的な段階に戻ります。

適応型学習システム活用プロンプトの例：

Gemini、私たちの学校に学習障害を持つ生徒がいます。強化学習の原理を使用して、この生徒の読

解能力を段階的に向上させることができる個人別のカスタマイズされた学習計画を立ててもらえま

すか？どのような方法でフィードバックを与え、難易度を調節すべきか具体的に教えてください。

AlphaGoの登場は、強化学習の新しい可能性を示しました。2016年のイ・セドル九段とAlphaGoの

対局は全世界の注目を集め、AIが人間の直感と創造性が必要な領域でも優れた成果を出せることを

証明しました。さらに驚くべきことは、AlphaGo Zeroが人間の棋譜なしに自ら囲碁を学習し、既存

のAlphaGoを圧倒したという点です。
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このような自己学習（Self-Learning）能力は、教育において非常に重要な意味を持ちます。生徒も

同様に、自ら学習し発見する能力が重要ですが、AIがどのように主体的に学習するのかを理解すれ

ば、人間の学習過程をよりよく理解することができます。

中国の「Squirrel AI」は、強化学習を活用して生徒一人一人の学習パスを最適化します。このシス

テムは、生徒が問題を解くたびにその結果を分析し、次にどの問題を提示するかを決定します。あ

たかも熟練した家庭教師が生徒の反応を見て授業の方向を調節するのと同じような方式です。

パーソナライズされた学習パス設計プロンプトの例：

Claude、強化学習を活用して、私のクラスの生徒一人一人に最適化された数学の学習パスを作りた

いです。生徒の回答パターン、学習速度、興味分野などをどのように分析して次の学習内容を決定

できるか、段階別に説明してください。

しかし、伝統的な強化学習には重要な限界がありました。報酬関数（Reward Function）を正確に

設計するのが非常に難しいという点です。例えば、生徒の学習成果を評価するとき、単に試験の点

数だけでは十分ではありません。学習過程での努力、創造的思考、協力能力、問題解決の過程など、

様々な要素を考慮しなければなりませんが、このような複合的な価値を数値で表現するのは非常に

複雑です。

このような問題を解決するために登場したのが、まさに「人間からのフィードバックによる強化学

習（Reinforcement Learning from Human Feedback, RLHF）」です。RLHFは、人間が直接AIの出

力を評価しフィードバックを提供することで、AIが人間の価値や好みに合わせて学習できるように

する技術です。

RLHFの作動過程を教室の状況で説明してみます。AI教師が生徒の創作した文章に対してフィードバッ

クを与える状況を想定しましょう。伝統的な方式では、スペル、文法、文字数など、客観的に測定

可能な要素だけを評価することができました。しかし、RLHFを活用すれば、熟練した人間の教師が

「この文章の創造性はどうか？」、「論理的な展開は自然か？」、「感情表現に真実味があるか？」

などの主観的ですが重要な要素を評価し、このような評価に基づいてAIが学習することになります。

RLHFベースのライティング指導プロンプトの例：

ChatGPT、生徒の創作ライティングを指導するときにRLHF方式を活用したいです。人間の教師のフィ

ードバックをどのように構造化してAIに学習させられるか説明してください。創造性、独創性、感

情表現のような主観的な要素をどのように評価し、改善できるでしょうか？

ChatGPTの成功には、RLHFが核心的な役割を果たしました。OpenAIは、数千人の人間の評価者に

AIの様々な応答を見せ、どの応答がより役立つか、より正確か、より安全かを評価させました。こ

のような人間のフィードバックに基づいて、ChatGPTはユーザーにより有用で安全な応答を提供で

きるようになりました。

教育分野でのRLHFの適用事例を見てみると、英国の「Century Tech」という教育プラットフォー

ムが注目に値します。このシステムは、教師がAIの生成した学習資料や評価問題を検討してフィー

ドバックを提供すると、そのフィードバックに基づいてより良い教育コンテンツを生成します。例



21

えば、教師が「この数学の問題は難しすぎる」とか「この説明は生徒が理解しにくいと思う」といっ

たフィードバックを与えると、AIはこれを学習して、次回はより適切な難易度と説明方式を使用し

ます。

米国の「Grammarly」もRLHFを活用してライティング支援サービスを改善しています。ユーザーが

AIの文法修正提案を受け入れたり拒否したりするパターンを分析して、より正確で文脈に合った修

正提案ができるようになりました。学術的な文章と創作的な文章で求められるトーン＆マナーの違

いを学習し、状況に合った適切な提案を提供します。

Grammarlyスタイルのライティング支援活用プロンプトの例：

Gemini、私たちのクラスの生徒が英語のエッセイを書くときにリアルタイムでフィードバックを受

けられるシステムを作りたいです。RLHF方式でどのように生徒のライティングパターンを学習し、

個人別のカスタマイズされたフィードバックを提供できるか、具体的な方法を教えてください。

RLHFの重要な利点の一つは、AIを人間の価値観に整合（アライメント）させることができる点です。

教育では単に正解を導き出すことを超えて、批判的思考、創造性、協力、倫理的判断などの複合的

な能力を育むことが重要です。RLHFを通じてAIはこれらの教育的価値を学習し、生徒の全人的な成

長を支援できるようになります。

韓国の「アイスクリーム・ホームラン」は、RLHFを活用して学習動機付けシステムを改善しました。

以前は単に問題をたくさん解いたり学習時間が長かったりすれば報酬を与える方式でしたが、教師

や保護者のフィードバックに基づき、「真の学習」が起こったときに報酬を与えるシステムへと発

展させました。例えば、生徒が難しい問題を諦めずに最後まで解決しようと努力したり、自分のミ

スを自ら見つけて修正する行動を見せたりしたときに、より高い報酬を提供します。

動機付けシステム設計プロンプトの例：

Claude、RLHFの原理を使用して生徒の内発的動機を高める学習システムを設計したいです。単なる

点数や外的な報酬ではなく、学習過程で見せる努力、創造性、協力などをどのように認識し励ます

ことができるでしょうか？具体的なフィードバック方式を提案してください。

日本の「atama plus」は、RLHFを活用して生徒の学習スタイルをより精巧に把握しています。単に

正解率だけを見るのではなく、教師が観察した生徒の学習行動パターン（例：一歩一歩段階的にア

プローチするタイプ、直感的に問題を解決するタイプなど）をAIシステムに入力して、各生徒に最

も適した問題提示方式と説明方法を見つけ出します。

RLHFのもう一つの重要な応用分野は、創造性の評価です。伝統的にAIは創造的な作品を客観的に評

価することが困難でした。しかし、美術教師が児童・生徒の作品を多様な観点から評価したデータ

を基にRLHFを適用すれば、AIも創造性、独創性、技術的な完成度などを総合的に評価できるように

なります。

米国ロードアイランド・スクール・オブ・デザイン（RISD）では、RLHFベースの美術教育AIを試行

しています。学生が絵を描く過程をリアルタイムで観察し、熟練した美術教授の評価基準に従って、

「この部分の色彩の調和が興味深い」、「構図でもう少し大胆な試みをしてみてはどうだろうか」
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といった建設的なフィードバックを提供します。

創造性評価AI活用プロンプトの例：

ChatGPT、生徒の美術作品をAIが評価するときにRLHF方式をどのように適用できるか説明してくだ

さい。技術的な完成度だけでなく、創造性、感性表現、独創性などをどのように評価しフィードバッ

クできるでしょうか？実際の美術の授業で活用できる方法を提案してください。

RLHFは言語学習の分野でも革新的な変化をもたらしています。Duolingoの最新のAIシステムは、ネ

イティブ教師の発音評価と文法説明に対するフィードバックを学習して、学習者の発音をより正確

に矯正し、文法エラーに対してより自然で理解しやすい説明を提供します。

韓国語を学ぶ外国人学習者のためのシステムでは、韓国語教師が提供した「この表現は格式張った

状況では不適切だ」、「この発音は意味の伝達に問題がある」といった文化的、文脈的なフィード

バックを学習して、より実用的な言語教育を提供します。

言語学習RLHF適用プロンプトの例：

Gemini、外国人学生が韓国語を学ぶときにRLHFベースのAIチューターを活用したいです。発音、文

法、文化的文脈などを総合的に考慮したフィードバックをどのように提供できるか、具体的なシス

テム設計の方法を教えてください。

RLHFの教育的価値は、単なる技術的性能の向上にとどまりません。人間の教師の専門性と価値判断

をAIシステムに伝授することで、AIが単なる道具を超えて真の教育パートナーになれるようにして

くれます。これは、AIが教師に取って代わるのではなく、教師の専門性を拡張し増幅させる役割を

果たすという点で非常に意味があります。

しかし、RLHFにも注意すべき点があります。第一に、人間の評価者のバイアスがAIシステムにその

まま伝わる可能性があります。例えば、特定の文化的背景を持つ教師だけが評価に参加すれば、彼

らの文化的偏見がAIに学習される可能性があります。第二に、人間のフィードバックの一貫性の問

題です。同じ状況に対して異なる教師が相反する評価を下すことがあり、このような不一致がAIの

学習を妨げることがあります。

これらの問題を解決するために、様々な研究が進められています。「Constitutional AI」は、明示

的な憲法（Constitution）のような原則を定義してAIの行動をガイドする方法です。教育分野では、

「学習者の自律性を尊重する」、「多様な学習スタイルを認める」、「公正で偏見のない評価をす

る」といった教育憲法を作ってAIシステムに適用することができます。

教育用AI憲法設計プロンプトの例：

Claude、教育用AIシステムが守るべき倫理的原則を憲法の形で作りたいです。学習者の人権、公正

性、多様性の尊重、個人情報保護などを含む総合的なガイドラインを提案してもらえますか？実際

の教室で適用できる具体的な形でお願いします。

最近では、「Anthropic」が開発したClaudeのようなAIが、RLHFとConstitutional AIを組み合わせ

た方式で訓練されています。これらのAIは、役に立ち（Helpful）、無害で（Harmless）、正直な（
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Honest）応答を提供するように設計されており、教育現場でより安全で信頼できるツールとして活

用されることができます。

教育におけるRLHFの未来は、より精巧でパーソナライズされた方向へ発展すると予想されます。各

生徒の学習履歴、傾向、目標などを総合的に考慮した個人別のカスタマイズされたフィードバック

システムが開発されるでしょうし、教師の専門的な知識と経験がAIを通じてより多くの生徒に伝え

られるようになるでしょう。

未来教育RLHFシナリオプロンプトの例：

ChatGPT、10年後にRLHF技術が完全に成熟したときの教室の姿を想像して説明してください。生

徒一人一人にカスタマイズされたAIチューターがいて、世界最高の教師たちの専門性がAIに融合さ

れた未来教育のシナリオを具体的に描いてください。

これまで見てきたAI技術の発展過程は、教育分野に多大な変化をもたらしています。パターン認識

から始まり、機械学習、ディープラーニング、そしてRLHFまで、それぞれの技術的進歩は教育の新

しい可能性を切り開いています。

しかし、これらの技術が教育に真の価値をもたらすためには、単に技術的な性能だけを追求するの

ではなく、教育の本質的な目的と価値を理解し、それを具現化する方向で発展しなければなりませ

ん。AIは決して教育の主体になることはできず、人間の教師と学習者の関係を補完し支援する道具

としての役割に忠実であるべきです。

これから私たちが向き合うAI教育の未来は、技術と人間性が調和を成す新しい形態の学習環境でしょ

う。このような環境で生徒はAIの助けを借りて、よりパーソナライズされた効果的な学習を体験で

きるでしょうし、教師はAIと協力して、より創造的で意味のある教育を提供できるでしょう。この

ような変化を成功裏に導いていくためには、技術に対する理解とともに、教育に対する深い省察が

並行されなければならないでしょう。

← 前の章

全章を見る

次の章 →

弁護士 · 元国会議員 · AI政策研究者
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3. 昔のAI vs 今のAI ̶ 何がこんなに変わったの？

← 前の章

全章を見る

次の章 →

3. 昔のAI vs 今のAI ̶ 何がこんなに変わったのでしょうか？

A. 昔のAI：規則に従うだけのロボットのような存在

現在、私たちが目の当たりにしている人工知能の革命的な変化は、単なる技術の進歩を超えた、パ

ラダイムの根本的な転換を意味しています。2020年代初頭までは、AIの大部分は特定の問題を解決

したり、決められた規則に従って作動したりするツールに過ぎませんでした。しかし、ChatGPTの

登場とともに、私たちは全く新しい次元のAI、すなわち創造し、想像し、人間と自然にコミュニケー

ションできる「生成型AI」の時代へと足を踏み入れました。

このような変化は、教育現場に深い影響を与えています。過去のAIが主に事務作業や単純な反復作

業を支援する役割に留まっていたのに対し、今日の生成型AIは生徒の創造的思考を刺激し、個別最

適化された学習を提供し、さらには新しい知識を共に創造するパートナーとして機能しています。

この章では、このようなパラダイム変化の本質を深く理解し、教育者がどのようにこれを効果的に

活用できるか、具体的な方法を提示します。

古典的AIの基本概念と作動原理

古典的な人工知能は、1950年代から2010年代まで主流だったAIのアプローチで、明確な規則と論

理的な推論に基づいて作動していました。これらのシステムは、専門家の知識をコンピュータが理

解できる形式で体系化した「エキスパートシステム（Expert Systems）」が代表的な例でした。

古典的AIの核心的な特徴は、「もし～ならば（If-Then）」という規則の連鎖で問題を解決するとい

う点です。例えば、医療診断システムであれば、「もし患者の体温が38度以上で、咳をしているな

らば、風邪である可能性が高い」といった規則を数百、数千と組み合わせて診断を下す方式でした。

これは人間の専門家の思考プロセスを模倣しようとする試みでしたが、同時に非常に限定的で硬直

したアプローチでもありました。

教育分野における古典的AIの活用事例

教育現場において、古典的AIは主に次のような領域で活用されてきました。第一に、コンピュータ・

ベースド・トレーニング（CBT）システムが代表的でした。これらのシステムは、あらかじめ定義

された学習経路に沿って生徒に情報を提供し、簡単なクイズや演習問題を通じて理解度を測定しま

した。例えば、1990年代に広く普及した数学学習ソフトウェアは、生徒が特定の問題を間違えると、

関連する基礎概念へと自動的に戻る仕組みになっていました。

第二に、知的な教授システム（Intelligent Tutoring Systems）が発展しました。これらのシステム

は、生徒の学習パターンを分析して個人別の学習経路を提供しようと試みましたが、依然としてあ
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らかじめプログラミングされた規則の範囲内でのみ作動していました。例えば、Carnegie Learning

の数学チュータリングシステムは、生徒が問題を解く過程で見せるエラーパターンを分析して適切

なヒントを提供しましたが、これらのヒントはすべて事前に専門家によって作成されたものでした。

古典的AIの限界と制約

古典的AIシステムの最大の限界は、柔軟性の欠如でした。あらかじめ定義された状況下では優れた

性能を発揮しましたが、予想外の状況や新しい問題に直面すると、適切に対応することができませ

んでした。教育現場において、生徒の学習スタイルや思考プロセスは非常に多様で予測が難しいた

め、これは大きな問題となりました。

また、古典的AIは「常識（Common Sense）」の推論において大きな困難を抱えていました。人間

にとってはあまりにも当然のこと、例えば「水は高いところから低いところへ流れる」や「人は一

度に二箇所に存在することはできない」といった基本的な知識をシステムに入力し管理することは、

非常に複雑で非効率的でした。

古典的AI活用のための実習方法

現在も教育現場で活用可能な古典的AIツールを見てみましょう。最も身近なものは、Khan

Academyの初期バージョンのような適応型学習プラットフォームです。これらのプラットフォーム

を活用するには、まず生徒の現在のレベルを正確に把握することが重要です。

実習例1：適応型数学学習システムの活用

教師は、次のような段階で古典的AIベースの学習システムを活用することができます：

ステップ1：初期診断評価の実施

- Khan AcademyまたはIXL Learningプラットフォームに生徒を登録

- 基本的な数学概念の理解度を測定するための診断テストを実施

- システムが提案する学習経路を確認

ステップ2：個人別学習計画の策定

- システムの分析結果をもとに、各生徒の強みと弱みを把握

- 目標設定および学習スケジュールの計画

- 定期的な進捗チェックのスケジュールを策定

ステップ3：学習プロセスのモニタリング

- 週間の学習レポートを検討

- 困難を感じている領域を特定
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- 必要に応じてオフラインの補習計画を策定

実習例2：言語学習のための規則ベースのシステム

英文法学習のための古典的AIシステム活用法：

ステップ1：GrammarlyやProWritingAidなどのツールを設定

- 生徒のライティングレベルに合わせた検査強度の設定

- 主要な文法ミスタイプ別の通知機能を有効化

- 学習目標に合わせたフィードバックオプションの調整

ステップ2：体系的な文法練習

- 毎日10～15分間、決められた文法規則を練習

- システムが提供するエラー分析結果を検討

- 繰り返されるミスのパターンを記録し、集中的に学習

ステップ3：進捗評価および調整

- 週間の文法正確度の向上度合いを測定

- 新しい文法規則の学習計画を策定

- 実際のライティング課題での適用練習

B. 今のAI：絵も描き、文も書く創作のヘルパー

生成型AI革命の起点と背景

2022年11月のChatGPTの公開は、AIの歴史において最も重要な転換点の一つでした。わずか5日

間で100万人のユーザーを確保し、史上最も急速に成長した消費者向けアプリケーションとなり、2ヶ

月で月間アクティブユーザー数1億人を突破しました。これは単なる数字を超えて、人工知能がもは

や専門家だけの領域ではなく、一般の人々も簡単にアクセスできるツールになったことを意味して

いました。

生成型AIの登場背景には、いくつかの技術的なブレイクスルーがありました。最も重要なのは「

Transformer」アーキテクチャの発明でした。2017年にGoogleの研究チームが発表した「

Attention is All You Need」という論文で紹介されたこの技術は、AIがテキストを理解し生成する

方法を根本的に変えました。従来のAIが情報を順次処理していたのに対し、Transformerはすべて

の情報を同時に考慮して文脈を理解できるようになりました。

創造的行動能力の本質と意味
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生成型AIの最も革新的な特徴は、まさに「創造的行動能力」です。これは単に既存の情報を組み合

わせることを超えて、全く新しいアイデアやコンテンツを作り出す能力を指します。例えば、生成

型AIはシェイクスピア風の新しいソネットを書くことができ、ピカソの画風で新しい絵を描くこと

ができ、さらには存在しなかった科学理論を仮説として提示することもできます。

このような創造性は、教育現場において無限の可能性を切り拓きます。生徒たちは今やAIと協力し

て小説を書き、数学の問題を新しい方法で解決し、歴史的な出来事を別の観点から分析できるよう

になりました。これは、従来の「正解を探す」学習から「新しいものを生み出す」学習へのパラダ

イム転換を意味します。

教育現場での生成型AI活用の実際例

世界的に生成型AIを教育に活用する事例が爆発的に増加しています。米国の場合、2023年時点で教

師の約51%が授業の準備や生徒の指導にChatGPTを活用しているという調査結果があります。注目

すべきは生徒たちの反応です。従来の硬い教育用ソフトウェアとは異なり、生成型AIはまるで友達

と会話するように自然にコミュニケーションできるため、学習に対する興味と参加意欲が大きく高

まっています。

実習例1：ChatGPTを活用した創造的なライティングの授業

中学校の国語の授業で生成型AIを活用した創造的なライティングの方法を提示します：

プロンプト例1：キャラクター開発

「私は中学2年生で、短編小説を書いています。主人公は平凡な高校生ですが、ある日突然、時間を

5分間巻き戻せる能力を身につけます。このキャラクターの性格的な特徴3つと、この能力をどのよ

うな方法で活用するか、アイデアを提案してください。ただし、あまり陳腐ではない独創的なアイ

デアがいいです。」

プロンプト例2：葛藤状況の作成

「上記のキャラクターが時間巻き戻し能力を使いながら直面する可能性のある道徳的なジレンマの

状況を3つ提案してください。各状況は青少年が実際に経験しそうな現実的なものである必要があり、

読者が『自分ならどうするだろうか』と悩むようなものにしてください。」

プロンプト例3：会話文作成の練習

「上記のキャラクターが自分の能力を親友に初めて打ち明けるシーンの会話文を書いてください。

友達は最初は信じませんが、次第に真実だと気づいていく過程を自然に表現してください。会話は

10～15行程度で、実際の中学生が使いそうな自然な話し言葉で作成してください。」

実習例2：数学の問題解決のためのAI協力学習

高校の数学の時間に、複雑な関数の問題を解決するプロセス：

プロンプト例1：問題分析とアプローチ戦略
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「次の関数の問題をステップごとに分析してください：f(x) = x³ - 6x² + 9x + 1 の極値を求め、

グラフを描きなさい。まず、この問題を解決するためにどのような概念を知っておくべきか、そし

てどのような順序でアプローチすべきか説明してください。私は高校2年生のレベルです。」

プロンプト例2：ステップごとの解決プロセス

「上記の関数の1次導関数を求めるプロセスをステップごとに説明してください。各ステップでどの

ような微分公式を使用するかも併せて説明し、なぜその公式を使用するのか理由も教えてください。

そして、私が自分で計算してみることができるように、途中で確認の質問もしてください。」

プロンプト例3：概念の拡張と連結

「この問題を通じて学んだ極値を求める方法を、実生活の問題にどのように適用できるでしょうか

？ 高校生が理解しやすい具体的な例を2～3個挙げて説明してください。例えば最適化問題や経済問

題などのようなものです。」

実習例3：歴史の授業における多角的視点の分析

高校の世界史の授業で歴史的出来事を多角的に分析する：

プロンプト例1：多角的視点の提示

「コロンブスのアメリカ大陸発見（1492年）を、次の3つの視点からそれぞれ説明してください：

1) 15世紀のヨーロッパ人の視点

2) アメリカ先住民の視点

3) 現代の歴史学者の視点

各視点からこの出来事がどのような意味を持つのか、どのような感情を呼び起こしたのかを具体的

に描写してください。」

プロンプト例2：仮想人物インタビュー

「もし当時のタイノ族の族長とコロンブスが、現代のトークショーに一緒に出演するとしたら、司

会者はどのような質問をするでしょうか？ そして、それぞれどのように答えるでしょうか？ 5分程

度の会話を台本形式で作成してください。歴史的事実に基づきつつ、感情的な部分もよく表れるよ

うにしてください。」

プロンプト例3：現在との繋がり

「コロンブスのアメリカ発見が、現在私たちが生きている世界に与えた影響を5つ以上挙げ、それぞ

れが現在の私たちの生活にどのようにつながっているのか、具体的な例とともに説明してください。

肯定的な影響と否定的な影響の両方を含めてください。」

生成型AIの創造性が学習に与える影響



29

生成型AIの創造的な能力は、学習プロセス自体を根本的に変化させています。過去には生徒が決め

られた正解を探すことが学習の目標でしたが、今ではAIとともに新しい可能性を探索し、創造する

ことが重要になりました。これは「収束的思考」から「拡散的思考」への転換を意味し、生徒の想

像力と創造力を大きく刺激しています。

注目すべき点は、生成型AIが提供する「無限のフィードバック」です。生徒がアイデアを提示すれ

ば、AIは即座に多様な観点からフィードバックを提供し、新しいアイデアを提案し、深掘りする質

問を投げかけます。これはまるで個人教師が24時間そばで指導しているような効果を生み出します。

C. 言葉も理解し、絵も見る万能AIの登場

大規模言語モデルの技術的革新

大規模言語モデル（Large Language Models, LLM）は、現在の生成型AI革命の核心技術です。これ

らはインターネット上の膨大なテキストデータを学習し、人間レベルの言語理解と生成能力を備え

るようになりました。GPT-4の場合、約1兆7000億個のパラメータを持っており、これは人間の脳

のシナプス数に近い規模です。

LLMの最も驚くべき特徴は、「創発的能力（Emergent Abilities）」です。これはモデルの大きさが

一定の閾値を超えると、予想外の新しい能力が突然現れる現象を指します。例えば、GPT-3では見

られなかった数学の問題解決能力やコーディング能力が、GPT-4では突如として現れました。これ

は単にデータをより多く学習した結果ではなく、質的に異なる次元の理解能力が登場したことを示

しています。

教育の文脈におけるLLM活用の可能性

大規模言語モデルは、教育現場でかつてない可能性を切り拓いています。最も直接的な活用は、個

別最適化されたチュータリングです。LLMは各生徒の学習レベル、興味、学習スタイルを把握し、

最適化された説明と例を提供することができます。また、生徒の質問に対して即座に応答し、理解

できなかった部分を多様な方法で再説明することができます。

実習例1：個人別カスタマイズされた科学概念の説明

中学校の科学の時間に「光合成」の概念を、異なるレベルの生徒たちに説明する：

レベル別カスタマイズ・プロンプトの例：

基礎レベルの生徒用：

「私は中学1年生で、理科が苦手です。光合成とは何か、本当に分かりやすく説明してください。ま

るで小学生に説明するように、日常生活の身近な例を挙げて説明してください。そして、なぜ光合

成が私たちの生活に重要なのかも教えてください。」

中級レベルの生徒用：

「中学2年生で、理科に興味があります。光合成の全過程をステップごとに説明し、各ステップでど

のような化学反応が起きるのかも簡単に含めてください。そして、光合成と呼吸の関係も説明して
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ください。」

上級レベルの生徒用：

「理科が好きな中学3年生です。光合成の明反応と暗反応を詳しく説明し、各ステップで起きる化学

反応式も含めてください。そして、環境要因（光の強さ、温度、CO2濃度）が光合成に与える影響

も説明してください。」

実習例2：数学の問題解決プロセスの案内

高校の数学で、複雑な問題を段階的に解決するように案内：

プロンプト例 ̶ ソクラテス式問答法の活用：

「次の問題を私と一緒にステップごとに解いてみよう：『一辺の長さが5cmの正六面体の体積を求

め、これを球の体積と比較して分析しなさい。』

答えをすぐに教えるのではなく、次のような方法で手伝ってください：

1) まず、私がどのようにアプローチするか尋ねて

2) 私の回答を聞いて、正しい方向かどうかフィードバックして

3) 行き詰まった部分があればヒントを教えて

4) 各ステップでなぜそのようにしなければならないのか理由を説明して

5) 最後に似た問題をもう一つ作って練習させて」

マルチモーダルAIの登場と教育的意味

2023年から本格的に登場したマルチモーダルAIは、テキストだけでなく画像、音声、動画など、多

様な形式の情報を同時に処理できる能力を備えています。GPT-4V (Vision)、Google Gemini、

Claude 3などが代表的な例です。これらは生徒が描いた図を見て数学の問題を解決したり、実験の

写真を分析して科学的な説明を提供したりすることができます。

教育現場におけるマルチモーダルAIの活用の可能性は無限大です。視覚的な学習者のためには概念

を画像で説明し、聴覚的な学習者のためには音声で説明し、体験的な学習者のためには実習プロセ

スをシミュレーションすることができます。これは「ユニバーサル・デザイン・フォー・ラーニン

グ（UDL：学びのユニバーサルデザイン）」の原則と完璧に合致するアプローチです。

実習例1：画像ベースの数学の問題解決

生徒が手書きした幾何学の問題を写真に撮ってAIに分析を依頼：

プロンプト例：

「写真の中の幾何学の問題を見て、次のことを手伝ってください：
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1) 私が描いた図形が正確かどうか確認して

2) 問題で与えられた条件を整理して

3) この問題を解決するために必要な公式や定理を教えて

4) 解き方のプロセスをステップごとに説明して

5) 私が間違いやすい部分をあらかじめ教えて

ちなみに私は高校1年生で、幾何を学び始めたばかりなので、基礎的な説明が必要です。」

実習例2：科学実験の結果分析

化学実験後の結果物の写真をAIに見せながら分析を依頼：

プロンプト例：

「中学校の理科の時間に酸と塩基の中和反応実験をしました。写真の中の実験結果を見て：

1) 実験が正しく行われたか確認して

2) 色の変化の原理を説明して

3) 実験の過程で注意すべき点を教えて

4) この実験に関連する実生活の例を挙げて

5) 次にやってみることができる関連実験を推薦して

説明するときは中学2年生のレベルに合わせて、分かりやすく説明してください。」

実習例3：歴史資料の分析と解釈

歴史の授業で史料の画像を分析して歴史的文脈を理解する：

プロンプト例：

「朝鮮時代の古文書の写真を見て、次のことを手伝ってください：

1) この文書がどのような種類の文書か推定して

2) 文書に記された主要な内容を現代語に翻訳して

3) この文書が作成された時代的背景を説明して

4) 当時の社会相を垣間見ることができる部分を指摘して

5) 現在と比較したときにどのような違いがあるか分析して
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高校の韓国史のレベルで理解できるように説明してください。」

未来の教育環境におけるLLMとマルチモーダルAI

大規模言語モデルとマルチモーダルAIの発展は、教育環境を根本的に変化させると予想されます。

最も注目すべき変化は「パーソナライズの極大化」です。各生徒の学習スタイル、速度、興味に完

璧に合わせた個人教師が、すべての生徒に提供されるようになります。

また、「リアルタイム適応型学習」が可能になります。AIは生徒の表情、音声のトーン、タイピン

グパターンなどをリアルタイムで分析して、生徒の理解度や集中度を把握し、即座に学習方法を調

整することができます。これは人間の教師でも難しいほど細やかなレベルでの個別教育を可能にし

ます。

何よりも重要なのは、「創造的な協力学習」の可能性です。生徒たちはAIとともに新しいアイデア

を発掘し、複雑な問題を解決し、創造的な作品を作り上げることができるようになります。これは

単に知識を伝達される受動的な学習から、能動的に知識を創造する学習への転換を意味します。

現在、私たちが目の当たりにしているAIのパラダイムの変化は、単なる技術的な進歩を超えた、教

育哲学と方法論の根本的な転換を求めています。古典的AIの規則ベースのアプローチから、生成型

AIの創造的協力へ、そして大規模言語モデルとマルチモーダルAIを通じた個別最適化された学習環

境への進化は、教育の未来を新たに描き出しています。

教育者たちは、このような変化を単なる技術的ツールの導入と捉えるのではなく、学習者中心の新

しい教育パラダイムを実現する機会として受け入れるべきです。AIは教師に取って代わるものでは

なく、教師の役割をより人間的で創造的な方向へと進化させる触媒の役割を果たしています。これ

から私たちが作っていくAI時代の教育は、技術と人間が調和して協力し、すべての学習者の潜在能

力を最大限に発揮できる環境になるでしょう。

← 前の章

全章を見る

次の章 →

弁護士 · 元国会議員 · AI政策研究者

kimkj.com

© 2026 金京鎮. All rights reserved.
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4. AIも完璧じゃない ̶ 知っておきたい限界

← 前の章

全章を見る

次の章 →

4. AIも完璧ではありません ̶ 知っておきたい限界

人工知能が教育分野で革新的な可能性を示していますが、同時に私たちが必ず認識し、備えなけれ

ばならない多くの限界や問題点が存在します。強力な道具ほど慎重に扱わなければならないように、

AI技術もその驚くべき能力と同じくらい慎重なアプローチが必要です。

世界中の教育現場でAIの導入が加速している現時点で、これらの問題点を正しく理解していなけれ

ば、かえって学習者の害になる可能性があります。実際に2023年のユネスコ報告書によると、AIを

教育に導入した学校のうち約40％が予想外の副作用を経験したといいます。この章では、AI技術の

主な限界点を率直に検証し、教育者がどのように賢明に対処できるか、具体的な方法を提示します。

A. 時々嘘をつくAI？ ̶ 誤った情報への注意

ハルシネーション（幻覚）現象の本質と発生原理

AIの「ハルシネーション（幻覚）」とは、人工知能がもっともらしいものの、実際には間違ってい

る情報を自信を持って提示する現象を指します。まるで人が夢を見ている時に現実と想像を区別で

きないように、AIも学習したパターンに基づいて新しい情報を生成する過程で、実際の事実とは異

なる内容を作り出してしまうことがあります。

この問題が深刻な理由は、AIが間違った情報を提示する際も、非常に自信に満ちた口調で回答する

という点にあります。例えば、ChatGPTに「1815年のワーテルローの戦いでナポレオンは勝利し

ましたか？」と尋ねると、時には「はい、ナポレオンが勝利しました」と断定的に回答することが

あります。実際にはナポレオンが敗北した戦いであるにもかかわらずです。

現在の主要なAIモデルのハルシネーション発生率を見ると、GPT-4の場合は約3-5％、Claude 3の

場合は約2-4％、Gemini Proの場合は約4-6％程度と測定されています。これは、100個の質問のう

ち3-6個程度は間違った回答をする可能性があることを意味します。

教育現場におけるハルシネーション問題の実例

教育現場においてAIのハルシネーション問題は、より深刻な影響を及ぼす可能性があります。学生

はAIを権威ある情報源として受け入れる傾向があるからです。実際にアメリカのある高校では、生

徒がAIに尋ねた誤った化学式をそのままテストに記入して問題になった事例がありました。

具体的なハルシネーション問題への対応方法
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ChatGPTやClaude、Geminiを使用する際にハルシネーション問題を最小限に抑えるプロンプトのテ

クニックを紹介します：

安全なプロンプトの例1：情報の検証依頼

「19世紀の朝鮮の人口について教えて。ただし、次の条件を守ってください：

1）確かな根拠がある情報のみを提供してください

2）推定値である場合は必ず『推定』と明記してください

3）不確実な部分は『正確な情報を確認できない』と正直に伝えてください

4）可能であれば参考にできる資料や本を併せて教えてください」

安全なプロンプトの例 2：多重検証方式

「次の数学の公式が正しいか確認してください：(a+b)² = a² + 2ab + b²

1）公式が正しいなら証明過程を見せてください

2）具体的な数字の例を挙げて検証してください

3）もし間違っているなら、どの部分が間違っているか指摘してください

4）関連する他の公式も併せて教えてください」

教師がAIの回答の正確性を検証する体系的な方法も必要です。まず、重要な事実情報は必ず信頼で

きる情報源を通じて二重確認しなければなりません。また、学生に対しても「AIの回答を検証する」

活動を通じて、批判的思考力を養えるよう指導する必要があります。

B. 偏見を持つAI ̶ 公平でない判断のリスク

バイアスの根本原因と発生メカニズム

AIシステムのバイアス問題は、学習データ自体に内在する社会的偏見がそのまま反映されることで

発生します。まるで色眼鏡をかけて世界を見るとすべてがその色に見えるように、AIも偏ったデー

タで学習すると偏った結果を出力することになります。

現在、ほとんどのAIモデルは主に英語圏のデータで学習されており、その中でもアメリカやヨーロッ

パの文化的観点が過度に反映されています。例えば、「看護師」といえば女性を、「エンジニア」

といえば男性を連想するバイアスが現れることがあります。

教育におけるバイアス問題の具体例

韓国のある中学校でAIを活用した進路相談プログラムを導入した際、女子生徒には主に看護師や教

師を勧め、男子生徒には工学者や医師を勧める傾向が見られた事例がありました。これはAIが学習

したデータに含まれる性別の固定観念がそのまま反映された結果でした。
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バイアス問題解決のための実用的アプローチ

教育者がAIを使用する際にバイアスを最小限に抑えるための具体的な方法を提示します：

バイアス最小化プロンプトの例1：多様性の強調

「中学生の進路探索のために、科学者の1日のスケジュールを説明してください。ただし、次の内容

を必ず含めてください：

1）多様な性別の科学者の事例を含めること

2）様々な文化圏出身の科学者に言及すること

3）異なる専門分野の科学者たちを紹介すること

4）身体的制約がある科学者たちの成功事例も含めること」

バイアス最小化プロンプトの例2：バランスの取れた観点の依頼

「朝鮮戦争について説明する際、次の観点をすべて含めてバランスよく記述してください：

1）韓国の観点

2）北朝鮮の観点

3）アメリカの観点

4）中国の観点

5）中立的な第三国の観点

各観点の相違点と共通点を客観的に分析してください」

C. 私の個人情報は安全？ ̶ プライバシーの保護

教育データの機密性と保護の重要性

教育分野で扱う個人情報は非常にデリケートです。学生の学習パターン、成績、関心事、さらには

個人的な悩みまで、AIシステムとのやり取りの過程で収集される可能性があります。これらの情報

が誤って使用されたり流出したりした場合、学生の生涯にわたって影響を及ぼす恐れがあります。

欧州のGDPR（一般データ保護規則）や米国のFERPA（家族教育権利およびプライバシー法）などが、

教育データの保護のために厳格な規制を設けている理由はまさにここにあります。韓国でも個人情

報保護法や情報通信網法を通じて、教育機関の個人情報処理に関する特別な保護措置が規定されて

います。

実用的なデータセキュリティ対策

教育現場でAIを安全に使用するための具体的なガイドラインを提示します：
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安全なAI使用のためのデータ保護原則：

1）個人情報最小化の原則

・AIに質問する際は実名の代わりに仮名を使用する

・具体的な個人情報（住所、電話番号など）を入力しない

・デリケートな家庭の状況や個人的な悩みは一般化して質問する

2）安全なプロンプト作成の例

「ある中学生が数学を苦手としていると想定して、モチベーションを高める方法を教えてください」

（×）「うちのクラスの金哲秀（キム・チョルス）が数学ができなくて、いつも泣いています。ど

う助ければいいですか？」

3）教育用アカウントの分離管理

・個人用アカウントと教育用アカウントを使い分ける

・学校レベルで教育用AIアカウントを統合管理する

・定期的に使用履歴を点検・削除する

D. AIを操られることもある？

AIシステムの予測不可能性

現在のAIシステム、特に大規模言語モデルは「ブラックボックス」のような特性を持っています。

つまり、入力と出力は観察できますが、その間でどのような過程を経て結論に達したのかを正確に

知ることはできません。これは、非常に賢いものの自分の思考過程を説明しない学生のようなもの

です。

このような特性は、教育現場で特別な注意を必要とします。AIがなぜ特定の回答をしたのか、その

判断根拠が明確ではないため、教育者がその回答の適切性を判断するのが難しい場合があります。

捏造と誤用・悪用の危険性

AI技術の発展により、今や非常に精巧な虚偽情報や捏造されたコンテンツを生成することが可能に

なりました。ディープフェイク技術を利用した偽の動画、AIが生成したフェイクニュース、さらに

は存在しない歴史的事件についてのそれらしい説明まで作り出すことができます。

教育現場では、これらの技術が悪意を持って使用される可能性もあります。例えば、学生が課題の

ためにAIで生成した偽のインタビューや捏造された実験データを提出したり、AIを利用して盗作を

隠す巧妙な手法も登場しています。

AIの誤用・悪用防止のための教育的アプローチ
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これらの問題に対応するためには、技術的な解決策だけでなく教育的なアプローチが必要です：

AI倫理教育のための実習活動の例：

1）AI検知ゲーム

・教師がAIが生成した文章と人間が書いた文章を混ぜて提示する

・学生がどれがAIの作品かを当てる活動

・判断の根拠を討論しながら、AIの文章の特徴を学ぶ

2）倫理的ジレンマの討論

「もしAIが皆さんの宿題を完璧にやってくれるとしたら、それを使うことは正しいでしょうか？」

・賛否討論を通じて学習の本質的な意味を探求する

・AIの支援レベルの適切な境界線を議論する

3）情報の検証プロジェクト

・AIが提供した情報を他の情報源と比較・検証する

・信頼できる情報源の見分け方を学ぶ

・批判的 思考力を養う

未来のためのバランスの取れたアプローチ

AI技術の限界や問題点を認識することは、この技術を拒否するためではなく、より賢明かつ安全に

活用するためです。車の危険性を知り、シートベルトを締め、交通規則を守って運転するように、

AIもその限界を理解し、適切な安全装置を設けた状態で使用する必要があります。

教育者は、AIの驚くべき可能性と現実的な限界の間でバランスポイントを見つけなければなりませ

ん。学生にはAIを批判的に使用する能力を養えるよう手助けし、同時にこの強力なツールが提供す

る学習の機会を最大限に活用できるよう指導する必要があります。

結局、AI技術の問題を解決する最も効果的な方法は、より優れた技術開発とともに、利用者である

私たちのリテラシーと倫理意識を高めることです。教育現場では、このようなデジタル・シチズン

シップとAI倫理教育がより重要になるでしょう。

← 前の章

全章を見る

次の章 →

弁護士 · 元国会議員 · AI政策研究者



38

kimkj.com

© 2026 金京鎮. All rights reserved.



39

1. 国語・英語の授業がこんなに楽しいなんて！

← 前の章

全章を見る

次の章 →

ア. AI先生とはきはき音読練習

読解の流暢さは、子供たちの全般的な学習能力に決定的な影響を及ぼします。流暢に読むことがで

きる子供は内容に集中できますが、そうでない子供は文字を読むこと自体にすべてのエネルギーを

消耗してしまいます。それはまるで自転車に乗るのと同じです。最初はバランスを取ることだけに

気を取られますが、慣れてくれば景色を見ながら楽しめるようになるのと同じです。

Microsoft AI Reading Coachは、このような読解の流暢さ向上のために開発された革新的なツール

です。このシステムは音声認識技術を活用して、子供たちの読む速度、正確性、表現力をリアルタ

イムで分析し、一人ひとりに合わせたフィードバックを提供します。何より重要なのは、子供たち

が負担に感じないよう、ゲーミフィケーションされた環境で学習が進められるという点です。

Microsoft AI Reading Coach活用・実践ガイド

ステップ1：初期設定と学習者分析

まず、Microsoft Teams for Educationのアカウントを通じてAI Reading Coachにアクセスできま

す。教師はクラス全体、または個別の生徒のための音読アクティビティを設定できます。

初期設定で最も重要なのは、生徒の読解レベルを正確に把握することです。AI Reading Coachは、

生徒が初めてテキストを読む時のパフォーマンスを分析し、適切な難易度のテキストを推薦します。

この際、教師は以下のような事項を考慮する必要があります。

生徒の日本語の読解レベルをまず把握してから、英語の読解レベルを測定するのが良いでしょう。

一般的に、第二言語の読解能力は母国語の読解能力よりも1～2学年ほど低いレベルから始めるのが

適切です。例えば、日本語で3年生レベルの本を流暢に読める子供なら、英語は1～2年生レベルの

テキストから始めるのが効果的です。

ステップ2：体系的な音読練習プログラムの構成

AI Reading Coachを活用した体系的な音読プログラムは、次のように構成できます。週3回、各15

～20分ずつ行うのが小学生には適しています。

月曜日の活動では新しいテキストを紹介します。この時、AIコーチは生徒が知らない単語や難しい

発音をあらかじめ予測し、事前学習の機会を提供します。例えば、「The butterfly flies in the

garden」という文章で「butterfly」の発音が難しいと予想される場合、この単語を個別に練習でき

るよう案内します。
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水曜日の活動では、繰り返し読むことによる流暢さの向上に集中します。AIコーチは生徒の読む速

度と正確性を測定し、改善点を提示します。重要なのは、速度だけを強調するのではなく、理解度

と表現力も併せて評価するという点です。

金曜日の活動では、創造的な音読アクティビティを行います。生徒が読んだテキストをもとに自分

だけの物語を作ってみたり、登場人物の感情を表現しながら読んでみる活動が可能です。

ステップ3：AIフィードバックの解釈と活用

AI Reading Coachが提供するフィードバックを教育的に活用することが重要です。単に点数や統計

だけを見るのではなく、子供の成長過程を理解し、励ますための資料として活用すべきです。

発音の正確度分析では、子供が苦手とする音素を把握できます。日本語を母国語とする子供たちが

英語でよく苦労する「th」「r」「v」の音などを重点的に練習できるよう、個別指導計画を立てる

ことができます。

読解速度の分析では、適切な速度を維持しながらも理解度が落ちないようバランスを取ることが重

要です。あまりに早く読もうと急ぐあまり、内容の理解が不十分にならないよう指導する必要があ

ります。

ChatGPTとGeminiを活用した読解の流暢さの向上

Microsoft AI Reading Coachがない環境でも、ChatGPTやGeminiのような汎用AIを活用して読解の

流暢さを向上させることができます。

読解指導のための実用的なプロンプト

ChatGPTやGeminiに次のように依頼することができます。

「小学校3年生レベルの英語読解テキストを作ってください。条件は以下の通りです：1）100～

150単語の長さ 2）動物が主人公の面白い物語 3）繰り返しの文章パターンを含む 4）日本の子供

たちが苦手としそうな発音練習単語を5つ含む 5）物語の後に簡単な理解度確認問題を3つ追加」

AIが提供したテキストをもとに、教師は次のような活動を行うことができます。まず、子供たちと

一緒にテキストを声に出して読みながら、難しい単語を一緒に練習します。次に、個別に音読させ

ながら教師が直接フィードバックを行います。最後に、子供たちがテキストの内容を自分の言葉で

要約するようにして、理解度を確認します。

発音矯正のための具体的な方法

AIを活用した発音矯正では、視覚資料と聴覚資料を併せて活用するのが効果的です。ChatGPTに「

日本の小学生が英語の『th』の音を正確に発音する方法をステップバイステップで説明し、面白い

練習問題を5つ作ってください」と依頼すれば、体系的な発音指導資料を得ることができます。

重要なのは、子供たちが発音矯正を負担に感じないよう、遊びの要素を取り入れることです。例え

ば、「th」の音を練習する際、「舌の先を前歯に軽く当てて、息を吹いてみてください。ヘビが『

スーーー』と音を出している時のようにですよ」といった具体的で面白い説明を活用できます。
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イ. チャットボットの友達と物語作り遊び

ストーリーテリングは、子供たちの言語発達において非常に重要な役割を果たします。物語を作り、

聞かせる過程で、子供たちは語彙力を広げ、文章構造を自然に身につけ、創造的思考力を養うこと

ができます。何より重要なのは、物語を通じて言語が単なるコミュニケーションツールではなく、

想像力や感情を表現する芸術的媒体であることを悟るようになるという点です。

AIチャットボットとのストーリーテリング活動は、従来の受動的な物語の読み聞かせとは全く異な

る体験を提供します。子供たちはAIと一緒に物語を作っていく過程で能動的な創作者となり、即座

にフィードバックを受けられるため、学習意欲が大きく向上します。

(1) 自分で作ったキャラクターでワクワクする物語作り

登場人物作りは、ストーリーテリングの第一段階であり、最も重要な部分です。子供たちが自分だ

けの独特なキャラクターを作り出す過程で、創造性と想像力が大きく発達します。

ステップ別のキャラクター開発活動

ChatGPTやGeminiを活用したキャラクター開発活動は、次のように進めることができます。まず、

基本的なキャラクター設定から始めます。

「私は小学校3年生で、新しい童話のキャラクターを作りたいです。次の条件でキャラクターを一緒

に作ってください：1）動物のキャラクター 2）特別な能力を1つ 3）好きなことと嫌いなこと 4）

住んでいる場所 5）一番大きな夢。質問を一つずつして、私が自分で決められるように手伝って」

このような方式でAIと対話しながら、子供たちは体系的にキャラクターを開発できます。AIは「ど

んな動物でキャラクターを作りたいですか？空を飛ぶ動物、海に住む動物、それとも森に住む動物

の中から選んでみてください」といった具体的な選択肢を提示して、子供たちの決定をサポートし

ます。

キャラクターが完成したら、次の段階は物語の構造を作ることです。小学生には、複雑なプロット

よりもシンプルで明確な構造が適しています。「はじまりー問題発生ー解決ー結末」の4段階構造を

活用するのが良いでしょう。

具体的なストーリー構成プロンプト

「上で作ったキャラクターで短い物語を作ってみよう。次の順序で一緒に作ってね：1）キャラクター

が普段どのように過ごしているか（はじまり） 2）どんな問題や困難が生じたか（問題） 3）キャ

ラクターがどのように問題を解決しようとしたか（解決への試み） 4）結局どうなったか（結末）。

各段階で私の意見を聞いて、考える時間をちょうだい」

このような過程を通じて、子供たちは単に物語を聞く受動的な読者ではなく、能動的にプロットを

構成する作家になります。また、AIとの対話の過程で自然に「なぜそう思うのですか？」「他の方

法はないでしょうか？」といった質問を受けることで、論理的思考力も併せて養うことができます。

(2) AIと一緒に童話作家になってみよう
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童話の創作は、子供たちの言語能力を総合的に発達させる活動です。創作の過程では語彙力、文法、

文章構成能力がすべて必要であり、完成した童話を朗読する過程では発音、抑揚、表現力が重要に

なります。

体系的な童話創作プロジェクト

AIと共に行う童話創作プロジェクトは、2～3週間にわたって進めるのが適しています。1週目はア

イデアの発展と基本的なあらすじの構成、2週目は詳細内容の開発と文章の推敲、3週目は朗読の練

習と発表準備を行います。

1週目の活動では、ChatGPTやGeminiと一緒にブレーンストーミングを行います。「小学生が楽し

く読める童話のテーマを10個提案して。各テーマに簡単な説明も添えてね。友情、勇気、思いやり

といった価値を自然に学べる内容がいいな」と依頼できます。

テーマが決まったら、より具体的な設定を作っていきます。「選んだテーマで童話を書きたいです。

主人公は誰で、どこに住んでいて、どんな性格か一緒に決めよう。質問を一つずつして、私が自分

で決められるように手伝って」と依頼すれば、AIが体系的にキャラクターと背景設定をサポートし

てくれます。

読み聞かせ童話のための表現力の開発

童話を創作した後は、それを効果的に読み聞かせる方法を学ばなければなりません。AIはこの過程

でも有用な助けを提供できます。

「私が書いた童話を友達の前で楽しく聞かせたいです。登場人物ごとに声を変える方法や、感情を

うまく表現する方法を教えて。小学生でも簡単にできる方法で説明してね」と依頼できます。

AIは各登場人物の特性に合った声のトーンを提案し、感情表現のための具体的なテクニックを教え

てくれます。例えば、「ウサギのキャラクターは少し高いトーンで、速めに話してみてください。

クマのキャラクターは低くゆっくりとしたトーンで話すといいですよ」といった実用的なアドバイ

スを提供します。

重要なのは、子供たちが負担を感じないよう、段階的にアプローチすることです。最初は一人で練

習し、次に家族や友人1～2人の前で発表してみて、最後にクラス全体の前で披露するようにするの

が良いでしょう。

ウ. 自分の声で作るオーディオブックとポッドキャスト

音声生成AIの教育的価値

音声生成AI技術は、小学生に全く新しい創作体験を提供します。自分が書いた文章が自然な音声に

変換されるのを聞きながら、子供たちは大きな達成感と自信を得ることができます。さらに、多様

な声や感情表現を試してみることで、言語の音声的な側面に対する理解も深まります。

しかし、音声生成AIを教育に活用する際には、いくつかの注意点があります。まず、子供たちの個

人情報保護が最も重要です。子供たちの実際の声をAIシステムに入力することは避け、代わりにプ
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リセットされた音声を活用するのが安全です。

汎用AIを活用したオーディオブック製作

ElevenLabsやAconicのような専門的な音声生成ツールを使用する前に、まず ChatGPTやGeminiの

ような汎用AIを活用して、オーディオブック製作の基礎を学んでみましょう。

ChatGPTを活用したオーディオブックスクリプトの開発

「小学校2年生が書いた短い物語をオーディオブックにしたいです。次の物語をオーディオブック用

のスクリプトに書き換えて：[子供が書いた物語の内容]。条件は次の通りです：1）ナレーションと

セリフ部分を分けて表示 2）感情表現や効果音が入る部分を表示 3）読む速度やトーン変化の指示

を含める 4）小学生が直接読めるように難しい言葉は簡単に変更」

このような方法でAIの助けを借りれば、子供たちの原作をはるかに豊かなオーディオコンテンツへ

と発展させることができます。AIはシンプルな物語に音響効果や感情表現を追加し、より躍動感の

あるスクリプトを作成してくれます。

実際のオーディオブック製作過程

スクリプトが完成したら、実際の録音プロセスに進みます。この時、スマートフォンの標準録音ア

プリや、簡単なオーディオ編集プログラムを活用できます。重要なのは完璧な完成品よりも、過程

における学習と達成感です。

子供たちが直接ナレーションを録音することで、自分の声を客観的に聞くことになり、これは発音

や抑揚の改善に大きく役立ちます。また、何度も録音を繰り返する中で、自然と流暢さも向上しま

す。

ポッドキャスト製作を通じた総合的な言語能力の開発

ポッドキャスト製作は、オーディオブックより一段階進んだ活動です。子供たちは企画、台本作成、

録音、編集の全過程を経験しながら、総合的な言語能力を養うことができます。

小学生向けポッドキャストの企画

ChatGPTやGeminiに次のように依頼できます。「小学校4年生の生徒が作れる10分間のポッドキャ

ストのアイデアを5つ提案して。テーマは学校生活、趣味、本の紹介、科学実験など、子供たちが興

味を持ちそうなものにしてね。各アイデアに簡単な進行方法も添えて」

AIが提案したアイデアの中から子供たちが興味を持ったテーマを選んだ後、より具体的な企画を進

めます。「選んだテーマでポッドキャストを作る際に必要な準備物と進行順序を教えて。小学生2～

3人で一緒に進められる方法で説明してね」と依頼すれば、実用的なガイドを得られます。

台本作成と役割分担

ポッドキャストの台本作成は、子供たちのライティング能力を大きく向上させます。単純な日記や

読書感想文とは異なり、ポッドキャストの台本はリスナーを考慮した明確で興味深い構成が必要だ
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からです。

「ポッドキャストの台本の書き方を教えて。始まりの挨拶、テーマ紹介、本編、終わりの挨拶とい

う順序で構成したいです。各部分にどんな内容を含めるべきか、そして聞いている人が飽きないよ

うにする方法も教えて」とAIに助けを求めることができます。

AIは年齢層に合わせた具体的なヒントを提供します。例えば、「質問をたくさん活用してリスナー

の関心を引いてみてください」「個人的な経験や面白いエピソードを盛り込むと、より興味深くな

ります」といった実用的なアドバイスをくれます。

エ. 絵日記が動き出す！AIイラストヘルパー

視覚的表現と言語能力の相関関係

絵と文章は互いに補完的な関係にあります。子供たちが絵を描きながら思い浮かぶアイデアを文章

で表現し、逆に文章を書きながら想像した場面を絵で具現化する過程で、創造的思考力と表現力が

共に発達します。AI画像生成ツールは、こうした過程をより豊かなものにしてくれます。

しかし、小学生にAI画像生成ツールを活用させる際は、教育目的を明確にすべきです。単にきれい

な絵を作ることが目標ではなく、子供たちの想像力を可視化し、それを通じて言語表現力を養うこ

とが核心です。

汎用AIを活用した画像説明およびストーリー開発

Leonardo AIやGenTypeのような専門ツールを使用する前に、まずChatGPTの画像生成機能や

Geminiのマルチモーダル機能を活用してみましょう。

ChatGPTを活用した絵日記のアイデア開発

「今日学校であったことを絵日記に書きたいです。次の状況を面白い絵で表現する方法を教えて：[

子供が経験した状況の説明]。絵に入れると良い要素や色、そして絵の横に書ける短い文章の例も一

緒に提案して」

このような方法でAIと対話しながら、子供たちは自分の経験をより生き生きと創造的に表現する方

法を学ぶことができます。AIは単なる経験であっても、興味深い視覚的要素へと発展させられるア

イデアを提供します。

挿絵を活用した創作童話の製作

子供たちが直接書いた童話に合う挿絵をAIと一緒に企画できます。「私が書いた童話に入れる挿絵

を計画しています。物語の重要な場面を5つ選んで、それぞれどんな絵を描けばいいか説明して。小

学生が自分で描けるくらいシンプルで、かつ物語の雰囲気がよく伝わる絵がいいな」

AIは物語の核心となる場面を把握し、各場面に合う具体的な視覚的要素を提案します。また、子供

たちの描画能力を考慮して、実現可能なレベルのアイデアを提供します。

デジタルリテラシーと創造的表現のバランス
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AI画像生成ツールを教育に活用する際に最も重要なのは、技術と創造性のバランスです。AIが作っ

た画像をそのまま使うのではなく、AIのアイデアを参考に子供たちが自分で絵を描いたり、自分な

りのスタイルで再解釈したりするように促すのが良いでしょう。

AIと共に行う創造的な美術活動

「AIが作った絵を見て自分のスタイルで描き直す」活動を通じて、子供たちは多様な表現方法を学

ぶことができます。また、「AIが描いた絵に自分の物語を作って添える」活動を通じて、与えられ

た視覚的刺激を言語で表現する能力を養うことができます。

こうした過程で子供たちは、自然とAIツールの可能性と限界を理解するようになり、技術を創造的

に活用する方法を学びます。さらには、人間固有の創造性や感性表現の重要性にも気づくことがで

きます。

小学校時期の言語教育において、AIは単なるツールではなく、子供たちの創造的なパートナーとし

ての役割を果たすことができます。重要なのは、技術そのものに埋没することなく、子供たちの発

達段階や個別の特性を考慮して適切に活用することです。AIと共にある言語学習体験は、子供たち

に言葉の楽しさを教え、生涯にわたる学習の基礎を築いてくれるでしょう。

← 前の章

全章を見る

次の章 →

弁護士 · 元国会議員 · AI政策研究者

kimkj.com

© 2026 金京鎮. All rights reserved.
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2. 数学・理科が不思議な魔法のように見える

← 前の章

全章を見る

次の章 →

2. 数学・理科が不思議な魔法のように見えます

A. 画面の中で繰り広げられる科学実験室

科学教育において最も重要なことは、抽象的な概念を具体的に理解することです。あたかも顕微鏡

で細胞を観察して初めてその構造を正しく知ることができるように、科学の原理も直接見て経験し

てこそ、深い理解が可能になります。AIシミュレーションは、教室で実際に再現することが難しい

現象を生き生きと見せることができる革新的なツールです。

世界的に、科学教育にAIシミュレーションを導入する事例が急速に増加しています。オランダでは

2023年からすべての小学校でAIベースの科学シミュレーションプログラムを義務的に導入しており、

児童の科学に対する理解度が平均で25%向上したと報告されています。このような成果は、単に技

術を導入したからではなく、子供たちが直接操作して実験できる仮想環境が提供されたからです。

Gemini Canvasや汎用AIを活用した浸透圧実験を例に挙げてみましょう。実際の教室で浸透圧を観

察するには、半透膜、濃度の異なる溶液、そして長い時間が必要です。しかし、AIシミュレーショ

ンを活用すれば、分子レベルで起こる変化をリアルタイムで観察することができます。

ChatGPTやGeminiに「小学校5年生の児童が浸透圧現象を理解できるように、段階別のシミュレー

ションシナリオを作って。ステップ1では濃度の異なる2つの溶液を見せ、ステップ2では半透膜を

通じた水分子の移動をアニメーションで説明し、ステップ3では最終的な平衡状態を見せる構成にし

て」とリクエストできます。AIは各段階において、子供たちが理解しやすい比喩とともに詳細な説

明を提供してくれます。

さらに、天候変化のシミュレーションではAIの真価がより発揮されます。「今日、雲ができる過程

を見せる仮想実験を設計して。太陽熱による水蒸気の発生から凝結、雲の形成までのプロセスを、

小学生が直接操作できるシミュレーションにして」とリクエストすれば、AIは温度、湿度、気圧な

どの変数を調節できるインタラクティブな実験環境を提案してくれます。

教師はこのようなAIシミュレーションを活用する際、児童が単に結果を見るだけでなく、プロセス

を理解するように指導しなければなりません。「なぜ水分子は濃度の低い方へ移動するのでしょう

か？」「もし温度がもっと高かったらどうなるでしょうか？」といった探究的な問いかけを通じて、

子供たちの思考を刺激することが重要です。AIシミュレーションはこのような仮定の状況を即座に

見せることができるため、子供たちの好奇心を満たし、科学的思考力を養うことができます。

B. ゲームのように学ぶ算数の概念
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算数の学習において反復練習は不可欠ですが、機械的な反復は子供たちの興味を削ぐ可能性があり

ます。ゲーミフィケーション（ゲーム化）された学習は、このような問題を解決する効果的な方法

です。あたかもゲームでレベルを上げながら達成感を得るように、算数の学習も楽しい挑戦に変え

ることができます。

Quiz Geckoのような専門ツールを使用する前に、ChatGPTやGeminiを活用してカスタマイズされた

算数クイズを作る方法から見ていきましょう。「小学校3年生レベルの九九クイズを10問作って。

ただし、次の条件を守ってください。第一に、点数が上がるにつれて難易度が高くなるように構成

して。第二に、各問題にヒントを1つずつ含めて。第三に、間違えた時に、なぜ間違えたのかを説明

するフィードバックを提供して。第四に、子供たちが喜びそうな楽しいシチュエーションを問題に

含めて」とリクエストできます。

Quiz Gecko専門ツール活用ガイド

Quiz Geckoは、教師が簡単にインタラクティブなクイズを作成できるAIベースのプラットフォーム

です。このツールの最大の長所は、テキスト、画像、さらにはビデオまで含まれたマルチメディア

クイズをシンプルに制作できる点です。教師がテーマを入力するだけで、AIが自動的に様々な形式

の問題を生成してくれます。

Quiz Geckoを使用する具体的な方法を見ていきましょう。まず、quizgecko.comにアクセスして教

師用アカウントを作成します。基本機能は無料で利用できますが、月額10ドル程度のプレミアムプ

ランを利用すれば、より多くの機能と無制限のクイズ生成が可能になります。アカウント作成後、

「Create Quiz」ボタンをクリックするとクイズ生成画面が表示されます。

ここでのポイントは、効果的なプロンプトの作成です。例えば、「小学校4年生の分数の足し算と引

き算に関する10問のクイズを作ってください。難易度は簡単なものから難しいものまで段階的に構

成し、各問題に視覚的な助けとなる図や表を含めてください。また、不正解については、なぜ間違っ

ているのかを説明するフィードバックを提供してください」と入力します。

Quiz GeckoのAIはこのようなリクエストを分析し、自動的に様々なタイプの問題を生成します。選

択式、記述式、正誤判定（〇×）、ドラッグ＆ドロップなど多様な形式の問題が作られ、各問題に

適切なフィードバックが自動的に生成されます。教師は生成された問題を検討し、必要に応じて修

正することができます。

注目すべき機能は、学習者分析ツールです。児童がクイズを解くと、Quiz Geckoは各児童の正答率、

所要時間、苦戦している問題のタイプなどを自動的に分析してくれます。これにより、教師は個々

の児童の学習状況を正確に把握し、個別の指導計画を立てることができます。

AIは単なる計算問題ではなく、実生活の状況と結びついた興味深い問題を提供します。例えば、「

動物園にペンギンが3列に並んでいますが、各列に6羽ずついます。ペンギンは全部で何羽でしょう

か？」といった問題を通じて、子供たちは掛け算が実際の生活でどのように使われているのかを自

然に理解するようになります。

ゲーミフィケーションの核心は、適切な挑戦と報酬システムです。AIを活用して「算数エクスプロー

ラー（探検家）ゲーム」を作ってみましょう。「算数の概念を冒険ゲームの形式にして。主人公が
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お宝を探しに行く過程で、各ステージごとに算数の問題を解決しなければならない構造にして。4年

生の分数の概念を扱い、ストーリーがあって子供たちが続けたくなるようなゲームにして」とリク

エストすれば、AIは魅力的なストーリーラインとともに体系的な学習プロセスを提示してくれます。

重要なのは、ゲーム的要素が学習目標を曖昧にしないようにすることです。楽しいゲームであると

同時に、数学的思考力を養う活動でなければなりません。AIはこのようなバランスを調整する上で

大きな助けとなります。子供の反応と達成度を分析して適切な難易度を提供し、不足している部分

を補完できる追加活動を提案できるからです。

個別の学習者のレベルに合わせた適応型クイズシステムを構築することも可能です。「この児童は

掛け算は得意ですが、割り算を苦手としています。割り算に自信を持てるように、非常に簡単な問

題から始めて、段階的に難しくなるクイズを作って」のように具体的な状況をAIに説明すれば、個

人に最適化された学習パスを設計してくれます。

C. 複雑な実験プロセスも図解で簡単に！

科学の実験は、観察と記録が核心です。しかし、すべての実験を実際に遂行するには、時間、費用、

安全上の制約があります。AI画像生成技術は、このような限界を克服し、子供たちに豊かな視覚的

体験を提供できる革新的なツールです。

Flux Pro活用ガイド

Flux Proは、現在最も高品質な画像を生成できるAIツールの1つです。科学的な正確さが要求される

教育資料の制作に非常に有用です。Flux Proにアクセスするには、Replicate.comやHugging Face

プラットフォームを通じて利用でき、1回の画像生成にかかる費用は約0.003ドル程度と非常に経済

的です。

Flux Proを使用する際は、非常に具体的で科学的に正確なプロンプトを作成することが重要です。

植物の光合成プロセスを可視化する例を見てみましょう。「A detailed scientific illustration

showing photosynthesis in a green leaf, cross-section view, showing chloroplasts with green

chlorophyll, sunlight rays entering the leaf, water molecules being absorbed through roots

and traveling up the stem, carbon dioxide entering through stomata, and oxygen being

released, educational diagram style, bright colors, suitable for elementary students」のように

詳細に説明します。

Flux Proの長所は、科学的な概念を正確でありながら子供たちにも分かりやすく視覚化できる点で

す。複雑な分子構造や物理現象も、簡略化しつつ核心的な概念は維持して表現することができます。

例えば、水の状態変化を見せる画像を作る時は、「Water molecule transformation diagram

showing ice crystals at 0℃, liquid water at room temperature, and water vapor at 100℃,

with molecular structure visible, colorful educational illustration for children」のようにリクエ

ストします。

Soraを活用した動画実験の視覚化



49

OpenAIのSoraは、テキストの説明だけで高品質な動画を生成できる革新的なツールです。2024年

末に公開されて以来、教育分野で大きな注目を集めていています。現在はChatGPT Plusの購読者（

月額20ドル）に限定的に提供されており、月に50個の動画を生成することができます。

Soraを活用して実験プロセスを動画にする方法を見ていきましょう。例えば、酢と重曹の反応実験

を可視化するには、「A time-lapse video showing a simple chemical reaction experiment safe

for children. A clear glass contains white baking soda powder. Slowly, clear vinegar is poured

in, causing immediate fizzing and bubbling reaction with white foam rising up. Show the CO2

gas bubbles clearly. The video should be 10 seconds long, close-up view, bright lighting,

suitable for elementary science education」のように具体的に説明します。

Soraの最大の長所は、時間の経過に伴う変化を生き生きと見せられる点です。長い時間がかかる実

験や危険な実験を安全に観察できるようにしてくれます。例えば、天候の変化プロセスを「A

beautiful time-lapse showing cloud formation process over a landscape. Start with clear blue

sky, then show water evaporation as invisible vapor rising from a lake, condensation

occurring as temperature drops, white cumulus clouds forming and growing larger, finally

developing into rain clouds with gentle precipitation. Duration 15 seconds, natural lighting,

educational quality」でリクエストすれば、複雑な気象現象を圧縮して見せてくれます。

Flux Proや汎用AIを活用したイメージの可視化から始めてみましょう。ChatGPTの画像生成機能や

Geminiのマルチモーダル機能を活用してみます。植物の光合成プロセスを可視化する例を挙げてみ

ましょう。「小学校5年生が光合成のプロセスを理解できるように、段階別の図解資料を作って。ス

テップ1は根から水を吸収する様子、ステップ2は葉から二酸化炭素を吸収する様子、ステップ3は

日光と葉緑体が出会う様子、ステップ4は酸素が排出される様子をそれぞれ見せる絵が必要」とリク

エストできます。

AIは各段階において、子供たちが理解しやすい視覚的表現を提案してくれます。複雑な生化学的プ

ロセスをシンプルで直感的な図に変換し、子供たちの理解を助けます。また、「これらの絵を見て

子供たちができる観察活動や質問も一緒に提案して」とリクエストすれば、視覚資料を効果的に活

用する教育方法まで提示してくれます。

実験道具と安全規則を視覚化することも重要な活用方法です。「小学生が理科室で守るべき安全規

則を楽しい絵で表現して。実験着の着用、保護メガネの着用、化学物質の取り扱い方などを子供た

ちが覚えやすいように漫画形式にして」とリクエストすれば、AIは教育的でありながら楽しい安全

教育資料を提供してくれます。

さらに、AIを活用して実験結果の予測活動を行うことができます。「水の状態変化の実験において、

温度が変わるたびに水の様子がどのように変化するかを見せる絵を作って。0度以下、0度、50度、

100度、100度以上での水の形態をそれぞれ描いて」のようにリクエストすれば、子供たちは実験

前に結果を予測し、実際の実験後に自分の予測と比較してみることができます。

教師は、このようなAI生成画像を活用する際、子供たちが受動的に見るだけでなく、能動的に観察

し分析するように指導しなければなりません。「この絵で最も重要な部分はどこでしょうか？」「

実際の実験ではどのような違いがあるでしょうか？」といった質問を通じて、批判的思考力を養う
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ことができます。

D. 自分だけの算数先生AIと1:1の授業

個々の学習者のペースやレベルに合わせたパーソナライズ教育は、理想的な教育環境です。しかし、

現実的に教師一人が30人の児童を個別に指導するのは困難です。AIチューターはこのような限界を

克服し、すべての児童に個別指導の先生を提供できる革新的なソリューションです。

Khanmigo専門ツール活用ガイド

Khanmigoは、カーンアカデミー（Khan Academy）で開発されたAIベースの個別チューターです。

OpenAIのGPT-4をベースにしており、児童にソクラテス式対話を通じた学習指導を提供します。最

大の特徴は、単に答えを教えるのではなく、児童が自ら答えを見つけられるようにガイドする点で

す。

Khanmigoにアクセスするには、まずカーンアカデミーのウェブサイト（khanacademy.org）にア

クセスしてアカウントを作成する必要があります。基本的なカーンアカデミーのサービスは無料で

利用できますが、Khanmigo AIチューター機能を使用するには、カーンアカデミーのプレミアム購

読である「Khanmigo for Teachers」に加入する必要があります。教師用アカウントの場合は月額4

ドル、児童個人アカウントの場合は月額20ドルの費用がかかります。しかし、多くの教育機関で団

体購読を通じてより低価格で利用されています。

Khanmigoの核となる機能は、適応型学習です。児童が問題を解くたびに、AIは学習者の理解度をリ

アルタイムで分析し、それに合わせた次のステップを提示します。例えば、分数の足し算に苦戦し

ている児童には、より基礎的な分数の概念から順を追って説明し、すでに十分に理解している児童

には、より挑戦的な問題を提供します。

具体的な使用方法を見ていきましょう。児童が「1/3 + 1/4」という問題で行き詰まった時、

Khanmigoは「分数を足すためには、何が同じでなければならないでしょうか？」と質問します。児

童が「よくわかりません」と答えると、「ピザを考えてみてください。3等分したピザの1一切れと、

4等分したピザの1一切れを足すにはどうすればいいでしょうか？」のように、具体的な比喩を挙げ

て説明します。

Khanmigoのもう1つの強みは、学習進捗の追跡機能です。教師はダッシュボードを通じて、各児童

の学習状況、苦戦している部分、達成度の変化などを一目で把握できます。これにより、個々の児

童に必要な追加指導を計画することができます。

Khanmigoのような専門のAIチューターがない環境でも、ChatGPTやGeminiを活用して個別のカス

タマイズされた算数学習を実現できます。ポイントは、AIが単に答えを教えるのではなく、児童の

思考プロセスを引き出すソクラテス式対話法を使用することです。

例えば、分数の足し算を苦手とする4年生のためのAIチュータリングシナリオを作ってみましょう。

「1/3 + 1/4を計算しようとしている小学校4年生の児童を助けて。答えをすぐに教えるのではなく、

質問を通じて自ら解決方法を見つけられるように案内して。児童が行き詰まるたびに適切なヒント

を与えつつ、できるだけ児童自身が考えられるように手助けして」とAIにリクエストします。
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AIは「分数を足すためには、何が同じでなければならないでしょうか？」という質問から始め、児

童の回答に応じて次のステップへと案内します。児童が「分母を同じにしなければなりません」と

答えれば、「その通りです！では、1/3と1/4の分母を同じにするにはどうすればいいでしょうか？」

のように、継続的に思考を導いていきます。

個々の学習者の学習スタイルを考慮した説明方法も重要です。「この児童は視覚学習者です。分数

の概念を説明する際、図や図形を活用して説明してください」とAIに伝えれば、円グラフや長方形

を用いた視覚的な説明を提供してくれます。反対に「この児童は実生活の例を好みます」と伝えれ

ば、ピザやケーキを分けるシチュエーションで分数を説明してくれます。

誤答分析と改善案の提示も、AIチューターの重要な機能です。「児童が2/5 + 1/3を計算する際、

3/8と答えました。どのようなミスをしたのか分析し、このようなミスをしないように助ける方法

を教えてください」とリクエストすれば、AIは分母をそのまま足してしまったミスを把握し、これ

を矯正する体系的な方法を提示してくれます。

長期的な学習計画の策定にもAIを活用できます。「この児童は基本的な四則演算は得意ですが、文

章題を苦手としています。2週間で文章題の解決能力を養える学習計画を立ててください」とリクエ

ストすれば、段階的で体系的な学習ロードマップを提供してくれます。

← 前の章

全章を見る

次の章 →

弁護士 · 元国会議員 · AI政策研究者

kimkj.com

© 2026 金京鎮. All rights reserved.
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3. 社会・芸術の時間もAIと一緒なら特別になる

← 前の章

全章を見る

次の章 →

3. 社会・芸術の時間もAIと一緒なら特別になります

A. タイムマシンに乗って出かける歴史の旅

歴史教育の最大の課題は、過去の出来事を現代の子どもたちに生き生きと伝えることです。まるで

タイムマシンに乗って過去に戻るかのように、子どもたちが歴史の現場に直接いるような体験を提

供できれば、歴史への理解と関心は大きく高まるでしょう。マルチモーダルAIは、このような夢を

現実にしてくれる強力なツールです。

世界的に歴史教育にAIを活用する事例が増えています。イギリスでは、ローマ時代を仮想体験でき

るAIベースの教育プログラムを導入し、学生の歴史の成績が30%向上したと報告されています。こ

のような成果は、単に情報を暗記するのではなく、歴史的な状況を直接体験し、理解することがで

きたためです。

朝鮮時代の漢陽（ハニャン）の様子を再構成するプロジェクトを例に挙げてみましょう。ChatGPT

やGeminiに「朝鮮時代の漢陽の街の様子を小学生が理解できるように生き生きと描写して。景福宮

（キョンボックン）前の六曹（ユクチョ）通りの様子、鍾路（チョンノ）の市場の風景、両班（ヤ

ンバン）と平民の服装、その時代の音や匂いまで含めて、まるでその時代にいるかのように生き生

きと説明して」と依頼することができます。

AIは単なる事実の羅列ではなく、感覚的な体験を含む豊かな描写を提供します。「朝早くに鶏が鳴

いて一日が始まり、六曹通りには役人たちが馬に乗って通り過ぎる蹄の音が聞こえ、鍾路の市場で

は魚を売るおばさんの大きな声とともに、磯の香りが漂ってくる」といった生き生きとした描写を

通じて、子どもたちはまるでその時代にいるかのような体験ができます。

仮想人物との対話を通じた歴史体験も効果的な方法です。「朝鮮時代の一人の農民の立場になって

子どもたちと対話して。その時代の農民がどのような生活を送り、どのような困難があったのか、

しかしどのような喜びもあったのかを自然な対話を通じて教えて」と依頼すれば、AIは歴史上の人

物になりきって子どもたちと直接対話します。子どもたちは「その頃、学校はありましたか？」「

どんな食べ物を食べていましたか？」といった質問を通じて、自然に歴史を学習することができま

す。

さまざまな観点から歴史的事件を分析する活動も重要です。「文禄・慶長の役を、朝鮮の農民、朝

鮮の王、日本の武士、明の将軍の観点からそれぞれどう考えていたか説明して。同じ事件でも立場

によってどのように感じ方が違ったのかを小学生が理解できるように説明して」と依頼すれば、AI

は多角的な視点を通じて歴史の複雑さを理解できるよう助けてくれます。

B. 私も作曲家！ AIと一緒に作る自分だけの音楽
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音楽は、感情や創造性を表現する最も直接的な芸術形態の一つです。しかし、伝統的な音楽教育は

楽器の演奏や楽譜を読むことに集中しており、多くの子どもたちが音楽制作の楽しさを経験できず

にいます。AI音楽生成技術は、誰もが簡単に音楽を作り、自分の感情を表現できる機会を提供しま

す。

Suno AI 詳細活用ガイド

Suno AIは、現在最も進化しているAI音楽生成ツールの一つで、テキストプロンプトだけで一曲まる

ごと作り上げることができます。suno.comにアクセスしてアカウントを作成すれば、無料で1日10

曲まで生成でき、Proプラン（月額10ドル）を購読すれば無制限に音楽を作成できます。教育機関

の場合は特別割引が提供されることもあります。

重要なヒント：英語プロンプトの活用法

Suno AI、Flux Pro、Soraといった海外のAIツールは、英語のプロンプトを使用すると、より正確で

豊かな結果を提供します。しかし、教師が英語で直接プロンプトを作成するのが負担であれば、ま

ず希望する内容を作成した後、ChatGPTやGeminiに「次の内容をSuno AI用の英語プロンプトに翻

訳して」と依頼する方法を活用できます。例えば「子どもたちが歌いやすい春の歌を作りたいです。

明るく軽快な雰囲気で、ピアノ伴奏のある童謡にしてください」と説明した後、これを英語プロン

プトに変換するように依頼すればよいのです。

Suno AIを教育的に活用するためには、効果的なプロンプト作成が鍵となります。小学生のための童

謡制作の例を見てみましょう。基本的なプロンプト構成は、[ジャンル]、[雰囲気]、[テーマ]、[歌

詞]、[音楽的特徴]の順で構成します。

具体的なプロンプトの例を提示します。「Children's song, cheerful and upbeat, about 

friendship and playing together, simple melody that kids can easily sing along, acoustic guitar 

and piano, tempo around 120 BPM」と入力すれば、Suno AIは子どもたちが歌いやすい友情をテー

マにした童謡を生成します。日本語の歌詞を希望する場合は、「Japanese children's song, 友達と

一緒に遊ぶ楽しさについての歌, 明るく軽快なメロディ, 子どもたちが簡単に歌える」のように、日

本語と英語を混ぜて使用することもできます。

教科連携の音楽制作のための高度なプロンプト技法も重要です。理科の時間に学んだ太陽系をテー

マにした教育用の歌を作るなら、「Educational song for elementary students, space theme

about solar system, each planet gets a verse, catchy chorus that helps memorize planet

names, pop style with synthesizer sounds, medium tempo, fun and engaging」のように具体的

に依頼します。このとき重要なのは、教育的な内容と音楽的な楽しさをバランスよく組み合わせる

ことです。

感情表現のための音楽制作では、さらに詳細なプロンプトが必要です。「Emotional song 

expressing happiness after solving a difficult problem, starts slow and uncertain, builds up to 

joyful celebration, orchestral arrangement with strings and brass, inspirational and uplifting, 

suitable for children's concert」のように、音楽の感情的な流れを具体的に描写します。このよう

に生成された音楽は、子どもたちが達成感を表現したり、難しい課題を完成させたりした時に、感

情を共有するために活用できます。
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Google MusicFX 活用方法

GoogleのMusicFXは、もう一つの強力なAI音楽生成ツールです。aitestingkitchen.withgoogle.com

でMusicFXを選択して使用でき、Googleアカウントがあれば無料で利用可能です。MusicFXの特徴

は、純粋な楽器音楽の生成に特化している点です。

MusicFXは、歌詞のない背景音楽や楽器の演奏曲を作るのに非常に効果的です。例えば「Gentle

piano melody for reading time, slow tempo, peaceful and calming, helps children focus and

concentrate」と入力すれば、読書の時間に適した背景音楽を生成します。また「Energetic

percussion rhythm for physical exercise, African drums and Latin percussion, motivates

movement and dance」のように依頼すれば、体育の時間やリズム活動に活用できるリズム感のあ

る音楽を作ってくれます。

Suno AIやMusicFXのような専門ツールの前に、ChatGPTやGeminiを活用して音楽制作の基礎を学

んでみましょう。「小学校3年生が自分だけの童謡を作りたいと思っています。テーマは『春』で、

4行程度の簡単な歌詞とともに、どのようなリズムで歌えばいいか教えて。子どもたちが簡単に歌え

るメロディパターンも提案して」と依頼することができます。

AIは、子どもたちのレベルに合わせたシンプルで美しい歌詞を提案し、既存の童謡のメロディを活

用して簡単に歌える方法を教えてくれます。「芽が出たよ、花が咲くよ、温かい春風、僕らを呼ん

でる」といった歌詞とともに、「学校のチャイム」のメロディに合わせて歌う方法を提案したりし

ます。

感情表現のための音楽制作活動も重要です。「今日、気分のいい子が自分の気持ちを音楽で表現し

たいと言っています。嬉しい感情を表すことができるリズム、音の高さ、速さなどを小学生が理解

できるように説明し、簡単な方法で表現できるやり方を教えて」と依頼すれば、AIは感情と音楽的

要素の関係を具体的に説明してくれます。

教科連携の音楽制作も効果的な活用方法です。「理科の時間に学んだ水の循環過程を音楽で表現し

てみたいです。蒸発、凝結、降水の過程を音やリズムでどのように表せますか？」のように依頼す

れば、科学の概念を音楽的に表現する独創的な方法を提案してくれます。例えば、蒸発はだんだん

高くなる音で、雨が降ることは速いリズムで表現できます。

共同音楽制作プロジェクトも可能です。「クラス全体で一緒に作れる合唱曲を企画しています。各

自が一行ずつ歌詞を作って一曲の歌を完成させたいのですが、どのような構成にすればいいでしょ

うか？」とAIに助けを求めれば、体系的な共同制作の方法を提案してくれます。

C. 私たちが主人公の演劇脚本作り

演劇は、言語、表現、協調能力を総合的に養うことができる教育活動です。しかし、小学生に適し

た演劇の脚本を見つけたり、自分で作ったりすることは容易ではありません。AIスクリプト生成器

は、子どもたちのレベルや関心に合わせた、楽しく教育的な演劇の脚本を簡単に作成できるように

してくれます。
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ChatGPTやGeminiを活用した演劇脚本の作成から始めてみましょう。「小学校4年生の児童6人が

10分程度公演できる演劇の脚本を作って。テーマは『友達同士の葛藤と和解』で、各役割に均等に

台詞が割り当てられるように構成して。子どもたちが演じやすく、観客が楽しく見られる内容にし

て」と依頼することができます。

AIは、子どもたちの日常生活で起こりうる現実的な状況に基づいた脚本を作ってくれます。例えば、

サッカーボールを巡って起こる葛藤、誤解による喧嘩、そして互いを理解し合う過程を自然に、か

つ面白く構成してくれます。また、各登場人物の性格を明確に分けることで、子どもたちが役割を

理解し、演じやすいようにしてくれます。

教科連携の演劇脚本も効果的です。「社会科の時間に学んだ朝鮮時代の内容に基づいて演劇を作り

たいです。世宗（セジョン）大王と集賢殿（チピョンジョン）の学者たちがハングルを作る過程を、

小学生が演じられる楽しい演劇にして」と依頼すれば、歴史的事実に基づきながらも、子どもたち

が理解しやすく演じやすい脚本を提供してくれます。

即興劇活動のためのシナリオ提案も有用です。「子どもたちが即座に演じてみることができる簡単

なシチュエーションを5つ提案して。2～3人が参加でき、5分程度で終わる楽しいシチュエーション

にして」と依頼すれば、さまざまな即興劇の場面を提供し、子どもたちの創造性と表現力を養うこ

とができます。

演劇の脚本を活用した語学学習活動も可能です。「英語の授業で使える簡単な英語の脚本を作って。

小学校5年生のレベルに合い、日常会話の表現を自然に身につけられる内容にして」と頼めば、教育

目標に合った語学学習用の演劇脚本を提供してくれます。

D. 先生もワクワクする授業準備の秘密

教師の業務の大部分は、授業の準備と資料の整理に費やされます。効果的な授業のためには、体系

的な計画と多様な資料が必要ですが、これらの準備作業にあまりにも多くの時間を使っていると、

肝心の児童との相互作用や個別指導に集中する時間が不足してしまいます。AIは、このような問題

を解決し、教師が本来の役割にさらに集中できるよう助けてくれます。

MagicSchool.ai 専門ツール活用ガイド

MagicSchool.aiは、教師のために特別に設計されたAIプラットフォームで、授業計画から評価まで、

教育の全過程をサポートします。magicschool.aiにアクセスして教師認証を受けると、基本機能を

無料で利用でき、Proプラン（月額8.99ドル）を購読すれば、より高度な機能を利用できます。多

くの教育委員会で団体ライセンスを購入し、所属する教師に無料で提供しています。

MagicSchool.aiの最も強力な機能の一つは「Lesson Plan Generator」です。教師が学年、科目、テー

マを入力するだけで、完全な授業計画書を自動的に生成してくれます。例えば「4年生の理科、植物

の一生、40分の授業、実験活動を含む」と入力すれば、学習目標、導入・展開・整理の活動、必要

な準備物、評価方法まで含まれた詳細な授業計画を提供します。

「Assessment Generator」機能も非常に有用です。授業内容を入力すれば、多様な形式の評価問

題を自動的に生成してくれます。「3年生の算数の分数ユニット、形成評価用の5問、記述式2問を
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含む」と依頼すれば、学習目標と連動した適切な難易度の問題を作成してくれます。また、各設問

ごとに採点基準と模範解答も併せて提供されます。

「Differentiation Station」機能は、個々の児童のニーズに合わせたカスタマイズ資料を生成します。

同じ内容でも読解レベルが異なる児童のために複数バージョンの資料を作成したり、特別支援教育

の対象児童のために修正された活動を提案したりします。これは、インクルーシブ教育を実現する

ために非常に重要なツールです。

Google NotebookLM 活用方法

Google NotebookLMは、文書の分析と要約に特化したAIツールです。notebooklm.google.comで

Googleアカウントを使って無料で利用できます。教師が膨大な教育資料を効率的に整理し、分析す

るのに非常に有用です。

NotebookLMの核心的な機能は、複数の文書をアップロードすると、AIが自動的に内容を分析して

主要なポイントを抽出し、関連性を見つけ出してくれることです。例えば、新しい教育課程の文書、

関連する研究論文、教科書の内容をすべてアップロードして「これらの資料をもとに、5年生の社会

科の授業をどのように改善できるか、具体的な方策を提示して」と質問することができます。AIは

アップロードされたすべての資料を総合し、実用的な教授法を提案します。

研究に基づいた教授法を導入しようとする教師にとって、非常に有用です。関連する論文をアップ

ロードし「プロジェクト型学習の核心的な原理を私たちの教室の状況に合わせて適用する方法を教

えて」と質問すれば、理論と実際を結びつけた具体的な実行案を提示してくれます。

MagicSchool.aiやNotebookLMのような専門ツールがなくても、ChatGPTやGeminiを活用して効果

的な授業計画を立てることができます。「小学校4年生の社会科の授業『私たちの地域の発展』ユニッ

トのための1週間の授業計画を立てて。月曜日から金曜日まで毎日40分ずつ、導入・展開・整理の

構成にし、児童の参加型活動を多く含めて」と依頼することができます。

AIは単なる進度表ではなく、具体的な活動や方法を含んだ詳細な授業計画を提供してくれます。1日

目には地域の昔の様子を写真で見て変化を探す活動、2日目には地域の高齢者へのインタビュー計画

の作成、3日目にはフィールドワーク、4日目には調査結果の整理、5日目には発表と討論といった

ように、体系的で多様な活動を提案します。

個々の児童の特性を考慮した授業計画も可能です。「私のクラスには発達の速度が異なる児童がい

ます。進みの速い児童のための発展的な活動と、ゆっくりな児童のための補習活動を含んだ算数の

授業計画を立てて」と依頼すれば、習熟度別の個別活動を含むインクルーシブな授業計画を提示し

てくれます。

評価計画やルーブリックの作成にもAIを活用できます。「理科の探究活動に対する評価基準を作っ

て。探究問題の設定、実験の設計、結果の分析、結論の導出の各領域ごとに、優秀、良好、不十分

の基準を明確に提示して」と依頼すれば、客観的で具体的な評価基準を提供してくれます。

保護者とのコミュニケーションのための資料作成にも役立てることができます。「学級通信を作成

しようと思っています。来週の校外学習についての案内文ですが、保護者が必ず知っておくべき情
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報を漏らさず、親しみやすいトーンで作成して」と依頼すれば、必要なすべての情報を含みつつ、

読みやすい通信文を作ってくれます。

教師の専門性開発のためのAI活用

AIは、教師の継続的な専門性開発にも大きな助けとなります。MagicSchool.aiの「Professional

Development」セクションでは、最新の教育動向、教授法、テクノロジー活用法についてのカスタ

マイズされた学習資料を提供しています。例えば「プロジェクト型学習を初めて導入する小学校教

師のためのステップバイステップガイド」のような実用的な資料を簡単に見つけることができます。

NotebookLMを活用した研究分析も、教師の専門性向上に重要です。「最近の教育動向の中の『プ

ロジェクト型学習』について研究しています。関連する論文や実際の事例を整理して、私のクラス

に適用できる方策を提示して」と依頼すれば、理論と実際を繋いだ実用的な資料を提供してくれま

す。

教師間の協力や知識共有にもAIを活用できます。「私たちの学校の4年生の教師が一緒に使える算数

の問題バンクを作りたいです。各ユニットごとに難易度の異なる問題を体系的に分類して整理して」

といった依頼を通じて、同年の教師たちが共同で活用できる資料を開発することができます。

データに基づいた教育の改善

MagicSchool.aiのような専門ツールは、児童の学習データを分析して教育の改善点を提示する機能

も提供しています。例えば、クラス全体の算数の評価結果を入力すれば、どの領域で児童が共通し

て困難を感じているかを分析し、その領域を補完できる具体的な教授法を提案します。

個々の児童の学習プロファイルの作成にもAIを活用できます。「この児童は算数の概念の理解は速

いですが、問題解決の過程を説明することを苦手としています。このような児童の特性を考慮した

個別指導計画を立てて」と依頼すれば、児童の強みを活かしつつ弱点を補完できる、カスタマイズ

された指導案を提示してくれます。

AIツール活用時の注意事項

AIベースの教育ツールを活用する際には、いくつかの注意事項があります。第一に、AIが生成した

資料は、常に教師が検討し、修正しなければなりません。事実情報や教育課程との整合性を必ず確

認する必要があります。第二に、児童の個人情報保護に格別な注意を払う必要があります。実名や

具体的な個人情報は、AIシステムに入力しないのが安全です。

第三に、AIツールに過度に依存しないよう注意する必要があります。AIは教師の専門的な判断を助

けるツールに過ぎず、教師の役割を代替することはできません。最後に、継続的な学習とアップデー

トが必要です。AI技術は急速に進化しており、新しい機能やツールについて常に学習し続ける必要

があります。

このように、AIは初等教育のあらゆる領域で、教師と児童の双方に強力なサポートを提供できます。

重要なのは、AIを単なるツールと見なさず、教育目標の達成のためのクリエイティブなパートナー

として活用することです。教師の専門性とAIの機能が調和して結びついた時、すべての児童が自身

の潜在能力を最大限に発揮できる学習環境を作ることができるでしょう。
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4. AIと仲良くしながら気をつけること

← 前の章

全章を見る

次の章 →

4. AIと友達になっても、気をつけるべきこと

ア．AIが教えてくれた情報、本当かな？嘘かな？

子供たちがまず理解すべきなのは、AIが提供する情報がどのように作られるのかという基本的な概

念です。これを説明するために、私たちはAIを「とても賢いオウム」に例えることができます。オ

ウムが聞いた言葉を真似するように、AIもインターネットから収集した情報を基に回答を作り出し

ます。しかし、オウムが言葉の意味を完全に理解していないのと同じように、AIも時には間違った

情報をあたかも事実であるかのように自信満々に話すことがあります。

小学生にこの概念を教えるためには、具体的な例や体験活動が効果的です。例えば、ChatGPTに「

世宗大王は何年に生まれましたか？」と質問した後、その回答を百科事典や信頼できるウェブサイ

トで確認してみる活動ができます。

ファクトチェック型AIを活用した二重検証の方法

より効果的な情報検証のためには、Felo.aiやPerplexity（パープレキシティ）のような検索型AIツー

ルを活用できます。これらのツールは一般的な対話型AIとは異なり、リアルタイムでインターネッ

トを検索しながら情報の出所を明確に提示するのが特徴です。まるで図書館で何冊もの本を探して

情報を確認するように、これらのAIは様々なウェブサイトから情報を収集し、出典も一緒に表示し

てくれます。

Perplexity.aiにアクセスして同じ質問「世宗大王は何年に生まれましたか？」をしてみると、回答

と共に参考にしたウェブサイトのリンクが提示されます。これを通じて子供たちは、情報がどこか

ら来たのかを直接確認でき、複数の出典で一致する情報かどうかを検証できます。Felo.aiも同様の

仕組みで動作し、韓国語の情報検索に最適化されているため、韓国に関連する内容を確認する際に

非常に便利です。

このようなファクトチェック型AIを教育に活用する際には、「3段階検証法」を教えることができま

す。第1段階では、ChatGPTやGeminiのような一般的なAIに質問して基本情報を得ます。第2段階で

は、PerplexityやFelo.aiのような検索型AIに同じ質問をして、出典が明示された情報を確認します。

第3段階では、提示された出典を直接訪問して、元の情報を確認します。

例えば「韓国で一番高い山は？」という質問で、この過程を実習してみることができます。

ChatGPTは「漢拏山（ハルラサン）です」と答えるかもしれませんが、Perplexityでは「白頭山（

ペクトゥサン、2,744m）が朝鮮半島全体で最も高く、南韓（韓国）では漢拏山（1,947m）が最も

高いです」という、より正確な情報を出典と共に提供してくれるでしょう。こうした違いを通じて、

子供たちは質問の正確性と文脈の重要性も一緒に学ぶことができます。
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また、「情報の合致度の確認」という活動を通じて、複数のAIツールから得た情報を比較表にまと

めることができます。同じ質問に対してChatGPT、Perplexity、そして従来の検索エンジンから得

た回答を表に整理し、どの部分が一致してどの部分が異なるのかを分析する活動です。これを通じ

て、子供たちは情報の信頼性を判断する体系的な方法を身につけることができます。

このような過程を通じて、子供たちはAIの回答も常に検証が必要であることを自然に悟るようにな

ります。

さらに、「情報探偵ごっこ」を通じて批判的思考力を養うことができます。教師がAIに意図的に曖

昧な質問をしたり、存在しない人物について質問したりして、AIがどのように反応するかを観察さ

せます。「キム・チョルスという朝鮮時代の発明家について教えて」と質問した時にAIがもっとも

らしい話を作り上げたなら、子供たちはAIも時には想像で回答することがあるのだということを直

接経験することになります。

情報の出所を確認する方法を体系的に教える

小学生に情報の出所を確認する方法を教える時は、「5W1H質問法」を活用するのが効果的です。

誰が(Who)この情報を作ったのか、いつ(When)作られた情報なのか、どこから(Where)持ってきた

情報なのか、何を(What)根拠にしているのか、なぜ(Why)このような情報を提供しているのか、ど

のように(How)確認できるのかを、順を追って問いかける習慣を身につけるよう指導します。

実際の授業では、「情報確認チェックリスト」を作って活用できます。AIが提供した情報について

子供たちが自分で点検できる簡単な質問を準備します。「この情報が正しいか他の場所でも確認し

ましたか？」「いつ作られた情報ですか？」「誰がこの情報を作りましたか？」といった質問を通

じて、体系的に情報を検証する習慣を養うことができます。

また、「クロスチェック・ゲーム」を通じて楽しく学習することもできます。同じ質問をChatGPT、

Gemini、そして従来の検索エンジンでそれぞれ調べて結果を比較する活動です。例えば「韓国で一

番高い山は？」という質問に対する回答を複数の場所で調べて、一致する部分と異なる部分を探さ

せます。これを通じて、子供たちは情報の整合性と信頼性を判断する能力を養うことができます。

批判的思考力の向上のための実践活動

批判的思考力は、一朝一夕に養える能力ではありません。たゆまぬ練習と様々な経験を通じて、段

階的に発達する高次の思考能力です。小学生レベルでは「疑って質問する習慣」を身につけること

から始めなければなりません。

「AIの回答を分析する」活動を定期的に実施できます。毎週一度、AIが提供した回答を一緒に分析

する時間を持ちます。「この回答で最も重要な部分はどこですか？」「抜けている情報はありませ

んか？」「別の視点から見るとどうでしょうか？」といった質問を通じて、多角的に考える練習を

します。

「偽ニュース探知ゲーム」も効果的な活動です。教師が実際のニュースと架空のニュースを混ぜて

提示し、子供たちにどれが本物かを判断させます。この時、単に正解することが目標ではなく、判

断の根拠を説明する過程がより重要です。「なぜこれが偽物だと思ったのですか？」「どの部分が
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怪しいと感じましたか？」といった質問を通じて、思考の過程を言語化できるように助けます。

イ．自分の秘密を守る賢いインターネットの使い方

個人情報の概念と重要性を認識する

小学生に個人情報の概念を説明する時は、「自分の情報は自分の宝物」という比喩を使うのが効果

的です。名前、住所、電話番号、写真といった個人情報は、まるで家の鍵やパスワードのように大

切に守るべき情報であることを子供たちが理解できるように手助けします。

AIとやり取りする際に注意すべき個人情報を具体的に教える必要があります。本名、学校名、自宅

の住所、電話番号、家族の情報などは、絶対にAIに教えてはいけない情報であることを明確にしま

す。代わりに「小学校3年生の児童」「私たちの学校」「私たちの町」といった一般的な表現を使う

ように指導します。

「個人情報を守るロールプレイング」を通じて、実際の状況でどのように行動すべきかを練習でき

ます。AIが個人情報を尋ねてくる状況を想定し、子供たちがどのように答えるべきかを練習してみ

ます。「安全な回答」の例をあらかじめ準備して、子供たちが自然に使えるように助けます。

デジタル・フットプリントとオンラインでの評判管理

子供たちが理解しやすいように「デジタル・フットプリント（足跡）」の概念を説明する必要があ

ります。実際の足跡が砂浜に長く残るように、私たちがインターネット上で行うすべての活動も記

録として残るということを具体的な例を挙げて説明します。AIとの会話、オンラインゲームでのチャ

ット、SNSの投稿などがすべてデジタル・フットプリントになり得ます。

「未来の自分への手紙」という活動を通じて、オンラインでの評判の重要性を気づかせることがで

きます。子供たちが10年後の自分に手紙を書きながら、今残しているデジタル・フットプリントが

将来どのような影響を及ぼす可能性があるか考えてもらいます。「今、自分がインターネットに上

げている文章や写真を10年後も誇りに思えるだろうか？」という質問を通じて、自己省察の機会を

提供します。

デジタル・エチケットとオンライン・コミュニケーション文化

AIとの会話でも基本的な礼儀を守ることが重要です。たとえAIが感情を持っていないとしても、丁

寧で礼儀正しい言葉を使う習慣を身につけることは、子供たちの全般的なコミュニケーション能力

の向上に役立ちます。「こんにちは」「ありがとうございます」「すみません」といった基本的な

礼儀表現をAIとの会話でも自然に使うように指導します。

「デジタル・エチケット憲章」作りという活動を通じて、クラス全体で守るべきオンライン・コミュ

ニケーションのルールを一緒に決めることができます。子供たちが直接参加して作ったルールなの

で、よりしっかりと守るようになり、お互いを尊重するデジタル文化を形成するのに役立ちます。

ウ．AIと健康に遊ぶための約束

適切なAI使用時間と依存度の管理
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AIツールは非常に便利で興味深いため、子供たちが過度に使用してしまう危険があります。ゲーム

やスマートフォンの使用時間を管理するのと同じように、AIの使用についても適切なガイドライン

を設定する必要があります。「AIは助けてくれる友達であって、すべてを代わりにしてくれる魔法

使いではない」という基本原則を子供たちが理解できるように手助けします。

「まずは自分で、AIは後で」という原則を教えることが重要です。宿題や課題をする時、まずは自

分で考えてみて、本当に助けが必要な時だけAIを活用するように指導します。このために「3分ルー

ル」を導入できます。何か問題にぶつかった時、少なくとも3分間は自分で考えてからAIに助けを求

めるようにするのです。

AIの助けと自己主導的学習のバランス

AIを学習ツールとして活用する際に最も重要なのは、「AIが答えを教えてくれること」ではなく「

AIと一緒に答えを探していくこと」であることを子供たちが理解できるように助けなければなりま

せん。AIに「この問題の答えは何？」と直接聞く代わりに、「この問題を解くためにはどんな過程

が必要かな？」と聞くように指導します。

「学習パートナーとしてのAI」という概念を強調する必要があります。AIを先生や解答用紙ではな

く、一緒に勉強する友達だと考えるように助けます。友達と勉強する時に互いに質問し議論するよ

うに、AIとも会話を交わしながら学習する方法を教えます。

感情的依存の防止と人間関係の重要性

子供たちがAIとのやり取りにおいて感情的に依存してしまわないよう注意しなければなりません。

AIは非常に親しみやすく、常に親切に答えてくれるため、子供たちが本当の友達のように感じてし

まうことがあります。しかし、AIはプログラムに過ぎず、真の感情や友情を分かち合える存在では

ないことを適切なレベルで理解させる必要があります。

「本当の友達 vs AIの友達」比較活動を通じて、人間関係の特別さを気づかせることができます。友

達と一緒にいる時に感じる感情、助け合って成長する経験、葛藤を解決して深まる関係などは、AI

とは経験できない貴重なものであることを理解できるように手助けします。

また、「AIのない一日」体験活動を通じて、AIへの依存度を点検してみることができます。一日中

AIツールを使わずに学習し生活してみる経験を通じて、自分のAI依存度を客観的に把握し、健康な

使用習慣を養うことができます。

初等教育におけるAI倫理および安全教育は、単にルールを暗記することではなく、子供たちが自分

で判断し行動できる能力を養うことが核心です。このような教育を通じて、子供たちはAI時代の賢

明なデジタル市民として成長できるでしょう。教師たちはこの責任ある任務のために継続的に学習・

研究し、子供たちと共にAI倫理の新たな地平を切り開いていかなければなりません。

← 前の章

全章を見る

次の章 →
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1. 国語・英語の力を一段階アップ！

← 前の章

全章を見る

次の章 →

A. AI執筆コーチと進めるエッセイ・マスター

中学生が最も苦手とする段階の一つが、執筆の書き出しです。白紙を前にして何を書けばよいか分

からず途方に暮れる生徒にとって、AIは素晴らしいパートナーになり得ます。世界的にAIを活用し

た教育が広まっている現在、日本の中学校でも、こうした変化に合わせていくべき時期に来ていま

す。

Claude、ChatGPT、Geminiを活用したブレーインストーミング技法

中学生がエッセイのテーマを決め、アイデアを膨らませるためには、まず汎用AIツールを活用する

のが効果的です。これらのAIは生徒の思考を刺激し、新しい視点を見せることに非常に長けていま

す。ブレーインストーミングの段階でAIは、生徒が思いつかなかったような多角的なアプローチを

提示し、創造的な思考を促すことができます。

AIを活用したブレーインストーミングの核心は、生徒がAIと対話するようにやり取りしながら、ア

イデアを段階的に発展させていくことです。この過程で生徒は、単に正解を探すのではなく、多様

な可能性を探求し、自分だけの独創的な視点を養うことができるようになります。

プロンプト例1：テーマ探索のための質問

「中学2年生として『環境保護』についての説得力のあるエッセイを書こうとしています。

1) このテーマを多角的に捉えるための5つの視点を提示してください。

2) 各視点について、中学生が理解しやすい具体的な例を一つずつ挙げてください。

3) どの視点が最も説得力があるか、理由とともに推薦してください。」

このような質問を通じて、生徒は環境保護という壮大なテーマを、個人的なレベル、地域社会、国

家、グローバル、そして未来世代のためのレベルなどへと細分化してアプローチできるようになり

ます。AIはそれぞれの視点から具体的な事例を提示し、抽象的な概念を具体化する手助けをします。

プロンプト例2：構成案の作成支援

「次のテーマで5段落構成のエッセイを書こうとしています：『スマートフォンが青少年に与える影

響』

1) 序論でどのように読者の関心を引くことができますか？3つの方法を提示してください。
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2) 本論3つの段落のテーマを、論理的な順序で並べてください。

3) 各段落で使用できる具体的な根拠や事例を提案してください。

4) 結論でどのようなメッセージを伝えればよいかアドバイスしてください。」

このような体系的なアプローチを通じて、生徒は文章全体の構造をあらかじめ設計できるようにな

ります。AIは論理的な流れを考慮した段落の配置や、各段落で扱う具体的な内容を提案することで、

生徒が体系的な執筆能力を身につけられるよう支援します。

実際の教室では、生徒がAIと対話しながらアイデアを発展させていく過程を観察できます。例えば、

『友情』という抽象的なテーマを扱う際、生徒がAIに「友情について書きたいけれど、ありきたり

なことしか思い浮かびません」と相談したとします。するとAIは、「友情を色で表現するなら何色

ですか？」「友情と競争は共存できるでしょうか？」といった独創的な質問を投げかけ、生徒の思

考を広げることができます。

AI執筆コーチの教育的活用

AI執筆コーチは、単に答えを提供するのではなく、生徒が自ら考えられるように誘導するソクラテ

ス式の対話形式を採用した時に最も効果を発揮します。このようなアプローチは、生徒の批判的思

考力と創造的な表現力を同時に養うことを可能にします。

実際の活用事例を見ると、ある中学校ではAIを活用したライティングの授業が行われました。生徒

たちは「私の好きな季節」というテーマでエッセイを作成しましたが、AIの質問を通じて単なる描

写を超え、個人的な経験や感情を結びつける深い文章を完成させることができました。ある生徒は、

秋が好きな理由を説明する中で、AIの「秋はあなたにどのような感情を呼び起こしますか？」とい

う問いに答える過程で、自分でも気づかなかった内面の感情を発見できたと感想を述べています。

(1) アイデア・ブレインストーミングと文章の設計図作り

中学生が最も苦手とする段階の一つが、執筆の書き出しです。白紙を前にして何を書けばよいか分

からず途方に暮れる生徒にとって、AIは素晴らしいパートナーになり得ます。世界的にAIを活用し

た教育が広まっている現在、日本の中学校でも、こうした変化に合わせていくべき時期に来ていま

す。

Claude、ChatGPT、Geminiを活用したブレーインストーミング技法

中学生がエッセイのテーマを決め、アイデアを膨らませるためには、まず汎用AIツールを活用する

のが効果的です。これらのAIは生徒の思考を刺激し、新しい視点を見せることに非常に長けていま

す。ブレーインストーミングの段階でAIは、生徒が思いつかなかったような多角的なアプローチを

提示し、創造的な思考を促すことができます。

AIを活用したブレーインストーミングの核心は、生徒がAIと対話するようにやり取りしながら、ア

イデアを段階的に発展させていくことです。この過程で生徒は、単に正解を探すのではなく、多様

な可能性を探求し、自分だけの独創的な視点を養うことができるようになります。
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プロンプト例1：テーマ探索のための質問

「中学2年生として『環境保護』についての説得力のあるエッセイを書こうとしています。

1) このテーマを多角的に捉えるための5つの視点を提示してください。

2) 各視点について、中学生が理解しやすい具体的な例を一つずつ挙げてください。

3) どの視点が最も説得力があるか、理由とともに推薦してください。」

このような質問を通じて、生徒は環境保護という壮大なテーマを、個人的なレベル、地域社会、国

家、グローバル、そして未来世代のためのレベルなどへと細分化してアプローチできるようになり

ます。AIはそれぞれの視点から具体的な事例を提示し、抽象的な概念を具体化する手助けをします。

プロンプト例2：構成案の作成支援

「次のテーマで5段落構成のエッセイを書こうとしています：『スマートフォンが青少年に与える影

響』

1) 序論でどのように読者の関心を引くことができますか？3つの方法を提示してください。

2) 本論3つの段落のテーマを、論理的な順序で並べてください。

3) 各段落で使用できる具体的な根拠や事例を提案してください。

4) 結論でどのようなメッセージを伝えればよいかアドバイスしてください。」

このような体系的なアプローチを通じて、生徒は文章全体の構造をあらかじめ設計できるようにな

ります。AIは論理的な流れを考慮した段落の配置や、各段落で扱う具体的な内容を提案することで、

生徒が体系的な執筆能力を身につけられるよう支援します。

実際の教室では、生徒がAIと対話しながらアイデアを発展させていく過程を観察できます。例えば、

『友情』という抽象的なテーマを扱う際、生徒がAIに「友情について書きたいけれど、ありきたり

なことしか思い浮かびません」と相談したとします。するとAIは、「友情を色で表現するなら何色

ですか？」「友情と競争は共存できるでしょうか？」といった独創的な質問を投げかけ、生徒の思

考を広げることができます。

AI執筆コーチの教育的活用

AI執筆コーチは、単に答えを提供するのではなく、生徒が自ら考えられるように誘導するソクラテ

ス式の対話形式を採用した時に最も効果を発揮します。このようなアプローチは、生徒の批判的思

考力と創造的な表現力を同時に養うことを可能にします。

実際の活用事例を見ると、ある中学校ではAIを活用したライティングの授業が行われました。生徒

たちは「私の好きな季節」というテーマでエッセイを作成しましたが、AIの質問を通じて単なる描

写を超え、個人的な経験や感情を結びつける深い文章を完成させることができました。ある生徒は、

秋が好きな理由を説明する中で、AIの「秋はあなたにどのような感情を呼び起こしますか？」とい
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う問いに答える過程で、自分でも気づかなかった内面の感情を発見できたと感想を述べています。

(2) 論理的に文章を組み立てることとリアルタイム・フィードバック

中学生が最も苦労する部分の一つが、論理的な段落構成です。アイデアはあっても、それを体系的

にまとめることに難しさを感じるケースが多いです。AIはこうした構造化のプロセスにおいて優れ

たガイド役となり、生徒が自分の考えを論理的に表現する能力を養う手助けをします。

論理的な執筆とは、単に文法的に正しい文章を並べることではありません。各段落が明確なテーマ

を持ち、段落内の文章が論理的に繋がっており、全体として一貫した論証の流れを維持する必要が

あります。AIはこれらの複雑な要求事項を体系的に点検し、改善策を提示することができます。

プロンプト例3：段落構造の分析依頼

「次は私が書いた本論の第1段落です。論理的な流れと構造を分析してください：

『スマートフォンは学習の役に立つ。知らない単語をすぐに調べられるし、ネット講義も聴ける。

しかし、ゲームやSNSのせいで集中力が落ちることもある。それでも、上手く使えば勉強の助けに

なると思う。』

1) この段落の主題文は何ですか？

2) どの部分が論理的な流れを妨げていますか？

3) より説得力を高めるために、どの部分を補強すればよいでしょうか？」

このようにAIに具体的なフィードバックを求めることで、生徒は自分の文章を客観的に見つめるこ

とができるようになります。AIは段落内に相反する内容が混在していることを指摘し、肯定的な側

面と否定的な側面を別々の段落に分けたり、あるいは一つの段落内でより明確な繋がりを作ったり

することを提案できます。

プロンプト例4：論理的な繋がりの強化

「次の二つの文章の間の論理的な繋がりをより明確にしてください：

『多くの生徒が放課後、塾に通っている。』

『したがって、自由時間が不足している。』

1) この二つの文章の間で欠落している論理的なステップが何か説明してください。

2) 繋がりをより自然にする3つの方法を提示してください。

3) 各方法のメリットとデメリットを教えてください。」

このような練習を通じて、生徒は論理的推論の過程を明示的に学習することができます。AIは「塾

に通う時間が長くなるほど」「複数の塾に通うことになり」「塾の宿題や復習の時間まで考慮する

と」といった中間段階の説明が必要であることを教え、それぞれの連結方法が文章の流れに与える
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影響を説明できます。

実際の授業では、生徒が作成した段落をAIに見せて構造的なフィードバックを受ける活動を行うこ

とができます。AIは「この段落で最も重要なメッセージは何ですか？」「この根拠は主張を裏付け

るのに十分ですか？」「読者がこの段落を読んでどう思うでしょうか？」といった質問を通じて、

生徒が自分の文章を多角的に検討できるよう手助けします。

(3) 盗用のない正直な執筆習慣

AI時代において最も重要な教育の一つが、倫理的なライティングです。世界的にAIによる不正行為

が増加する中で、生徒に正しいAI活用法を教えることが切実な状況となっています。これは単にルー

ルを守るという次元を超え、学問的な誠実さと知的成長の本質的な価値を理解するための教育であ

るべきです。

倫理的なライティング教育の核心は、生徒がAIを学習補助ツールとして活用しつつ、自身の思考と

表現を発展させる方向で使用するよう導くことです。AIが提供する情報やアイデアを無批判に受け

入れるのではなく、それをもとに自分なりの視点を養い、独創的な表現を作り出す能力を育てるこ

とが重要です。

プロンプト例5：倫理的なAI活用ガイドライン

「次の状況で、どのようにAIを倫理的に活用できるかアドバイスしてください：

状況：科学のレポートを書いていますが、『気候変動の原因』についての情報が必要です。

1) AIに対してどのような方法で質問するのがよいでしょうか？

2) AIが提供した情報をどのように確認し、活用すべきでしょうか？

3) レポートにAIの助けを借りたことをどのように表示すべきでしょうか？

4) どのような行動が盗用（剽窃）に該当するか、具体的な例を挙げて説明してください。」

このような質問を通じて、生徒はAI活用の倫理的な境界線を明確に理解できるようになります。AI

に情報を求める際は、複数の情報源を総合して提供するよう依頼し、受け取った情報は必ず他の信

頼できる情報源とクロスチェック（照合）すべきであることを学びます。また、AIの助けを借りた

部分は透明に明かしつつ、自身の分析と解釈は明確に区別して表現すべきであることを理解できま

す。

実際の教室では、生徒に『AI活用日誌』を作成させ、どの部分でAIの助けを借りたのか透明に記録

するよう指導できます。この日誌には、AIへの質問内容、受け取った回答のうち活用した部分、そ

してそれをもとに自分がさらに入念に発展させたアイデアや分析内容を区別して記録させます。こ

れは単にルールを守るだけでなく、自身の学習過程を省察するメタ認知能力を養うことにも役立ち

ます。

重要なのは、生徒がAIは完璧ではないという点を理解することです。AIが提供する情報には誤りや

偏りがある可能性があり、文脈を完全に理解できていない場合もあります。したがって、批判的思
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考を通じてAIの回答を評価し、自分なりの判断を下す能力を養うことが不可欠です。

B. 翻訳機と語彙拡張ツールで英語力を伸ばす

英語学習におけるAI翻訳ツールの活用

現在、世界的に英語教育におけるAI翻訳ツールの活用が大幅に増加しています。重要なのは単に翻

訳に頼るのではなく、翻訳の過程を通じて言語学習を深めることです。AI翻訳ツールは、生徒が二

つの言語間の相違点を理解し、文化的文脈を考慮した表現方法を学習する上で非常に有用な教育ツー

ルになり得ます。

Claude/ChatGPT/Geminiを活用した翻訳学習法

専用の翻訳ツールを使用する前に、まず汎用AIを活用して翻訳の原理と過程を理解することが重要

です。このようなアプローチは、生徒が言語間の構造的な違いや文化的な違いを深く理解できるよ

うにします。

プロンプト例6：翻訳プロセスの理解

「次の文章を英語に翻訳する過程をステップバイステップで説明してください：

『今日は天気がとても良かったので、友達と公園に行った。』

1) この文章の核となる情報は何ですか？

2) 英語で表現する際、どのような文法構造を使用すべきですか？

3) いくつかの翻訳方法があれば、それぞれ提示してください。

4) どの翻訳が最も自然で、その理由は何ですか？」

このような質問を通じて、生徒は翻訳が単なる単語の置き換えではなく、二つの言語の構造的な違

いを理解し、適切な表現を選択する複合的なプロセスであることを悟ります。AIは、主語の省略構

造、時制表現の違い、因果関係の表現方法などを具体的に説明しながら、英語の該当する構造と比

較してくれます。

プロンプト例7：文化的文脈の考慮

「次の表現を英語に翻訳する際、文化的な違いをどのように考慮すべきか説明してください：

1) 『さようなら（お気をつけて）』

2) 『お疲れ様でした』

3) 『よろしくお願いします』

各表現について：
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- 直訳した時の問題点

- 文化的文脈を考慮した適切な翻訳

- 英語圏で似たような機能を持つ表現

を説明してください。」

このような練習を通じて、生徒は言語が単なるコミュニケーションツールではなく、各文化の考え

方や価値観を反映する複合的な体系であることを理解できるようになります。

ChatGPT/Claudeを活用した翻訳学習

ChatGPTやClaudeのような汎用AIは、単なる翻訳ツールを超えて言語学習のツールとして活用でき

ます。中学生には、失敗を通じた学習と段階的な改善プロセスを体験できる安全な環境を提供しま

す。

実際の活用事例を見ると、ある中学校では生徒が自分で書いた日本語の日記をChatGPTで翻訳した

後、ネイティブ講師と一緒に翻訳結果を検討する授業が行われました。生徒はAIの翻訳が完璧では

ないことを実体験しながら、言語の複雑さと文脈の重要性を悟ることができました。ある生徒は、

「雨が降って気分が憂鬱になった」という文章で、AIが提案した複数の翻訳のうちどれが自分の感

情を最もよく表現しているか悩む過程で、言語の微妙な違いを理解するようになったと話していま

す。

ChatGPT/Claude/Geminiを活用した語彙の拡張

ChatGPT、Claude、Geminiなどの汎用AIは、文章を様々な方法で書き換える機能を提供しており、

語彙の拡張や表現力の向上に非常に役立ちます。これらのツールは単に同義語を提示するだけでな

く、文脈に応じた適切な表現の選択、文体に応じた口調の調整、対象となる読者を考慮した語彙の

選択などを総合的に考慮した提案が可能です。

プロンプト例8：語彙拡張の練習

「次の文章をより豊かな語彙を使って、5つの方法で書き換えてください：

『The weather is very good today.』

各バージョンについて：

1) どの語彙を新しく使用したか

2) 文章のニュアンスがどのように変わったか

3) どのような状況で各表現を使えばよいか

説明してください。」
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このような練習を通じて、生徒は「beautiful day」「pleasant weather」「gorgeous sunshine」

など多様な表現を身につけながら、それぞれが与える印象の違いや使用状況の違いを理解できるよ

うになります。

C. 発表の練習もAIと一緒に！完璧なプレゼンテーション

プレゼン能力向上のためのAI活用

現在、世界的にコミュニケーション能力の重要性が強調されており、発表能力は21世紀の核心的な

資質の一つとして認識されています。AI音声認識技術は、生徒が客観的に自分の発表を分析し、改

善するための機会を提供します。伝統的な発表教育では教師の主観的な評価やクラスメートのフィー

ドバックに頼っていましたが、AI技術を活用すれば、客観的なデータに基づいた具体的な改善策を

提示できます。

Claude/ChatGPT/Geminiを活用した発表準備

専門的な音声認識ツールを使用する前に、まず汎用AIを活用して発表内容を構成し、練習すること

ができます。この準備プロセスは、発表を成功させるための核心的な段階です。

プロンプト例9：発表構成の支援を受ける

「中学校の理科の時間に『太陽系』について5分間発表しなければなりません。以下を手伝ってくだ

さい：

1) 聴衆（クラスメート）の関心を引くことができる導入部3つの方法

2) 本論を3つの部分に分けるなら、どのような構造がよいでしょうか？

3) 各部分で使用できる効果的な視覚資料のアイデア

4) 記憶に残る締めくくりの方法

5) 発表中に活用できる相互作用の技法」

このような体系的なアプローチを通じて、生徒は発表を単なる情報の伝達ではなく、聴衆とのコミュ

ニケーションのプロセスとして理解できるようになります。AIは「もし皆さんが宇宙船に乗って太

陽系を旅するなら？」といった想像力を刺激する導入部や、惑星の大きさを身近な物に例える具体

的な説明方法を提案できます。

プロンプト例10：発表の不安を克服する

「発表の時にとても緊張して声が震え、早口になってしまいます。以下についてアドバイスしてく

ださい：

1) 発表前に緊張を緩和する具体的な方法5つ

2) 発表中に焦ってしまった時に使える対処法
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3) 声の震えを抑える呼吸法や発声法

4) 適切な話すスピードを維持するコツ

5) 聴衆と自然にコミュニケーションをとる方法」

このようなアドバイスを通じて、生徒は発表の不安が自然な現象であることを理解し、それを管理

するための具体的な戦略を身につけることができます。

音声認識技術の教育的活用

AI音声認識技術は、リアルタイムで音声をテキストに変換しながら、同時に話し方のパターンを分

析してくれるツールです。生徒はこれを通じて、自身の発表を客観的に評価できます。

実際の活用事例を見ると、ある中学校では生徒が音声認識ツールを使用して自分の発表を録音し、

分析する活動が行われました。生徒は自分がどれほど多くの「えーと」「あのー」といった口癖を

使っているか、話すスピードがどれほど速いかを具体的なデータで確認することができました。こ

れにより、自ら改善点を見つけて練習することができました。

しかし、あえて専門的なツールを使用しなくても、ChatGPTやGeminiを活用して録音ファイルをテ

キストに書き起こすことが可能です。Google AI Studioでは、さらに優れた書き起こし機能を提供

しています。また、キーボードの音声入力機能を使えばリアルタイムで音声をテキストに変換でき、

サムスン・ギャラクシーなどのAndroid端末では、音声録音ファイルをすぐにテキストへ変換してく

れる機能が内蔵されています。このように書き起こされたテキストをChatGPTやClaude、Geminiな

どのAIに入力し、体系的にまとめてほしいと依頼すれば、話し方のパターンを上手く分析してくれ

ます。これを通じて、少なくとも単語の使用習慣や口癖などは十分に分析し、改善することができ

ます。

D. 抽象的な概念も絵で簡単に理解する

創造的な表現力向上のための可視化

文学教育において、比喩的な表現を理解し活用することは非常に重要です。AI画像生成技術は抽象

的な概念を視覚的に表現し、生徒の理解を助け、創造性を刺激することができます。中学生は抽象

的な思考が発達する時期であるため、比喩や隠喩（メタファー）を通じた表現能力を養うことは、

言語発達と創造的思考の形成に重要な役割を果たします。

比喩表現の可視化は、生徒が文学作品をより深く理解するのを助けるだけでなく、自分だけの独創

的な表現を開発することにも役立ちます。AI画像生成技術を通じて、生徒は自身の想像力を具体的

なイメージとして具現化してみることで、言語と視覚芸術の間の関連性を体験できます。

プロンプト例11：比喩表現の可視化

「次の比喩表現を視覚的に表現するイメージを説明してください：

1) 『時は矢の如し（時間は矢のようだ）』
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2) 『彼女の笑顔は春の花のようだった』

3) 『人生は旅である』

各比喩について：

- どのような視覚的要素を含めるべきか

- どのような色と雰囲気が適切か

- 比喩の意味を強調するための具体的な表現方法

を説明してください。」

このような練習を通じて、生徒は比喩の本質をより深く理解できるようになります。「時は矢の如

し」という表現において、時間の速さと取り返しのつかなさという特性を視覚的にどう表現できる

か悩む過程で、生徒は比喩が持つ多層的な意味を探求することになります。

実際の活用事例を見ると、ある中学校では生徒が自分の好きな詩の一節を選択し、AI画像生成ツー

ルで可視化するプロジェクトが行われました。「星を数える夜」の一節を選んだ生徒は、AIとの数

回にわたる対話を通じて、自分なりの独特な解釈を視覚的に表現することができました。この生徒

は単に夜空の星を描くだけでなく、「星を数える」という表現の意味を深く探求し、時間の流れと

恋しさの感情を共に込めたイメージを作り出しました。

このような活動は生徒の文学的な想像力を広げるだけでなく、自身の感情や考えを多様な方法で表

現する能力を養うことにも役立ちます。また、AIと協力して創作する過程で、生徒はテクノロジー

と人間の創造性がどのように調和できるかを直接体験することができます。

← 前の章

全章を見る

次の章 →

弁護士 · 元国会議員 · AI政策研究者

kimkj.com

© 2026 金京鎮. All rights reserved.
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2. 数学・理科の探究がこんなにわくわくするとは！

← 前の章

全章を見る

次の章 →

a. AI研究員と共に行う本格的な科学探究

科学探究の新しいパラダイム

現在、世界的に科学教育は、単なる知識の暗記から探究中心の学習へとパラダイムが変化していま

す。AIはこうした変化において中心的な役割を果たすことができ、複雑な科学的質問に対する多角

的なアプローチを可能にします。

最近、AIのディープリサーチ機能が大きく発展し、学生の科学探究活動に画期的な助けとなってい

ます。ディープリサーチは、一つのテーマについて多角的な視点から資料を収集し、多様なソース

からの情報を総合して包括的な分析を提供する機能です。GoogleのGemini 2.5 Proモデルのディー

プリサーチ機能は、複雑な科学的テーマも体系的に分析し、中学生が理解しやすい形に整理してく

れる卓越した性能を見せています。これにより、学生は単なる検索を超えて、真の意味での研究経

験ができるようになりました。

Claude/ChatGPT/Geminiを活用した探究テーマの開発

専門的な研究ツールを使用する前に、まずは汎用AIを通じて探究テーマを具体化し、研究の方向性

を設定することが重要です。この過程で、学生は科学的思考の基本原理を学びながら、同時に自分

だけの研究クエスチョンを作っていく経験ができます。

科学探究において最も重要なのは、質の高い質問を作ることです。良い科学的質問は、検証可能で

具体的、かつ学生のレベルで探究可能なものでなければなりません。AIは、学生が漠然とした好奇

心を具体的な探究クエスチョンへと発展させる過程において、素晴らしいガイド役を果たすことが

できます。

プロンプト例1：科学探究テーマの発掘

「中学2年生のレベルで実施できる『環境科学』関連の探究テーマを提案してください。

条件：

- 1ヶ月程度の期間で完成可能

- 学校や自宅の近くで実験や観察が可能

- 実際の社会問題に関連したテーマ

各テーマについて：
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1) 具体的な探究クエスチョン

2) 予想される仮説

3) 必要な実験方法や調査方法

4) 予想される困難と解決策

5) 社会的意味や活用案

を含めて5つのテーマを提示してください。」

このような体系的なアプローチを通じて、学生は科学探究が単なる実験の模倣ではなく、問題を発

見し解決していく創造的なプロセスであることを理解できるようになります。AIは、学生の日常生

活の経験と結びついた科学的現象を見つけ出し、探究テーマへと発展させるプロセスを支援してく

れます。

プロンプト例2：先行研究調査ガイド

「『微小粒子状物質（PM2.5）が植物の成長に及ぼす影響』について探究しようと思います。

効果的な先行研究調査のために、以下をサポートしてください：

1) このテーマに関連する主要キーワード10個

2) 検索時に役立つ質問5つ

3) 信頼できる情報源の種類と探し方

4) 情報の信頼性を評価する基準

5) 相反する研究結果が出たとき、どのように分析すべきか

6) 中学生のレベルで理解しにくい専門用語と分かりやすい解説」

こうしたプロセスを通じて、学生は科学的な情報を批判的に評価する能力を養うことができます。

インターネット時代に溢れる情報の中から、信頼できる資料を選別することは、21世紀の核心的な

資質の一つです。

深層研究ツールの教育的活用

AIベースの深層研究ツールは、複雑な科学的質問に対して多様な情報源から情報を総合して提供し

ます。中学生にとっては、研究手法を学ぶ上で非常に有用なツールとなります。

実際の活用事例を見ると、ある中学校では「新型コロナウイルスと環境変化」というテーマで探究

プロジェクトを行いました。学生たちはAI深層研究ツールを使って世界中の多様な研究結果を調査

し、異なる地域の環境変化の様相を比較・分析することができました。この過程で学生たちは、科

学的思考の複雑さと多様性を経験することができ、単純な因果関係ではなく複合的な相互作用を理
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解するようになりました。

ある学生はこのプロジェクトを通じて、「最初はコロナで人々が家にいるから環境が良くなるだろ

うと思っていましたが、実際には使い捨て用品の使用が増えたり、デリバリーの梱包材が多くなっ

たりするなど、複雑な問題が絡み合っていることを知りました」と感想を述べました。

b. 複雑な概念もシミュレーションで一目に

抽象的な概念の視覚化

数学や科学の多くの概念は抽象的であるため、中学生が理解するのが難しい場合が多いです。AIシ

ミュレーションは、これらの概念を視覚的かつインタラクティブに表現することで、学習効果を大

幅に高めることができます。

伝統的な数学教育では、黒板に描いた静的なグラフや図形で概念を説明していましたが、AIシミュ

レーションを通じて、学生は直接変数を操作し、その結果をリアルタイムで観察することができま

す。このようなインタラクティブな学習は、学生の理解度を大きく向上させるだけでなく、数学的

な直感力を養うのにも役立ちます。

プロンプト例3：数学概念の視覚化

「中学校数学の『関数』の概念を視覚的に説明する方法を提案してください。

1) 一次関数 y=2x+1 を日常生活の場面で説明する3つの例

2) グラフの傾きとy切片の意味を体験できる活動

3) 関数の増加と減少を視覚的に示す方法

4) 学生が直接操作しながら学習できるインタラクティブな要素

5) 誤概念を防ぐための注意事項」

このようなアプローチを通じて、学生は関数が単なる数式ではなく、二つの変数の間の関係を表す

重要な数学的ツールであることを理解できるようになります。例えば、タクシー料金の計算におい

て、基本料金をy切片として、距離あたりの料金を傾きとして理解することは、抽象的な数学概念を

具体的な生活経験と結びつける効果的な方法です。

プロンプト例4：科学現象のシミュレーション

「『温室効果』の現象を中学生が理解しやすいようにシミュレーションで示そうと思います。

以下を考慮したシミュレーションを設計してください：

1) 大気中の温室効果ガスの役割を示す視覚的な表現

2) 温室効果ガスの濃度変化に伴う地球の温度変化のプロセス
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3) 学生が変数を操作して結果を観察できる要素

4) 実際のデータとリンクする部分

5) 日常生活との関連性を示す方法」

このようなシミュレーションを通じて、学生は温室効果が単なる悪い現象ではなく、地球の生命維

持に不可欠な自然現象であり、問題はその程度が過剰になることなのだと理解できるようになりま

す。

実際の教室での活用

ある中学校では、AIシミュレーションを活用して「確率」の概念を教える授業を行いました。学生

たちはAIの助けを借りて、仮想のサイコロ投げの実験を数千回繰り返しながら、理論的確率と実験

的確率の関係を直感的に理解することができました。

ある学生は「最初はサイコロを10回投げて1が一度も出なかったので、確率は間違っていると思い

ましたが、1000回、10000回と投げるとだんだん1/6に近づいていくのが不思議でした」と話し

ました。これは単に公式を暗記することとは全く異なる、深い理解を示す事例です。

別の授業では、二次関数のグラフを深掘りする活動を行いました。学生たちがa、b、cの値を直接操

作しながら放物線の形がどのように変わるかを観察する過程で、各係数の意味を自然に悟ることが

できました。学習に苦労していたある学生は、「グラフがリアルタイムで変わるのを見て、急に理

解できました」と、数学的概念に対する新しい視点を得たと表現しました。

c. コーディング初心者もOK！AIと共に行うプログラミング

コーディングを通じた数学・理科学習

現在、世界中でコンピューティング思考力が21世紀の核心的な資質として強調されています。単に

プログラミング技術を学ぶだけでなく、コーディングを通じて数学や科学の概念をより深く理解す

ることができます。

コーディングと数学・理科学習の結合は、いくつかの教育的効果をもたらします。第一に、抽象的

な概念を具体的なコードで実装する過程で、概念への理解が深まります。第二に、論理的思考力と

問題解決能力が向上します。第三に、実際のデータを扱うことで、数学や科学が日常生活と密接に

関連していることを体験できます。

Claude/ChatGPT/Geminiを活用したコーディング学習

専門的なコーディングツールを使用する前に、まずは汎用AIを通じてコーディングの基本概念と論

理的思考を身につけることが重要です。このようなアプローチは、学生がコーディングに対する恐

怖心を減らし、段階的にプログラミング的思考を発達させるのを助けます。

プロンプト例5：数学問題解決のためのコーディング
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「次の数学問題をPythonコードで解決するプロセスを、ステップバイステップで説明してください

：

問題：1から100までの数の中で、3の倍数でありながら5の倍数ではない数の合計を求めなさい。

1) 問題を分析するプロセス

2) 必要な条件をコードで表現する方法

3) ステップごとのコード作成（コメント含む）

4) 結果を確認し検証する方法

5) 似たような問題へ拡張する方法

中学生でも理解できるように、分かりやすく説明してください。」

このようなアプローチを通じて、学生は数学問題を単に公式を当てはめて解くのではなく、論理的

な手順を通じて体系的に解決する方法を学ぶことができます。条件文や繰り返し文を使用する過程

で、数学的な論理とコンピュータサイエンス的な思考がどのように結びついているかを理解できる

ようになります。

プロンプト例6：科学データの視覚化

「中学校の理科の時間に測定した『植物の成長データ』をグラフで表すPythonコードを作成してく

ださい。

データ：1週目(5cm)、2週目(7cm)、3週目(10cm)、4週目(14cm)、5週目(18cm)

含める内容：

1) データをリストとして保存する方法

2) matplotlibを使用した折れ線グラフの作成

3) グラフにタイトル、軸ラベルを追加すること

4) データポイントを明確に表示すること

5) グラフを解釈する方法

各コード部分の解説も含めてください。」

このような活動を通じて、学生は自分が直接収集した実験データを視覚化しながら、科学的探究の

全プロセスを経験することができます。グラフを通じてデータのパターンを発見し、科学的な結論

を導き出すプロセスは、科学的な思考力の発達に大きく役立ちます。

AIコーディング支援ツールの教育的活用
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AIコーディング支援ツールは、学生がコーディングを学ぶ過程でリアルタイムに助けを受けること

を可能にします。しかし、重要なのは、単にコードを代わりに書いてもらうことではなく、学習プ

ロセスを支援する形で活用することです。

実際の活用事例を見ると、ある中学校では学生たちが簡単な電卓プログラムを作るプロジェクトを

行いました。学生たちはAIコーディング支援の助けを借りて、四則演算の機能を一つずつ実装して

いきながら、数学的な演算がコンピュータでどのように処理されるかを理解することができました。

ある学生は「割り算をするときに0で割るとエラーが出るのを見て、数学で0で割ることができない

というルールがコンピュータでもそのまま適用されているのが不思議でした」と話しました。これ

は数学的概念とコンピュータサイエンスがどのように結びついているかを示す良い例です。

別のプロジェクトでは、学生たちが自分の成績データを分析するプログラムを作ってみました。平

均、最高点、最低点を計算し、グラフで視覚化する過程で、学生たちは統計の基本的な概念を自然

に学習することができました。

d. 個別最適化された問題解決者、AIチューター

パーソナライズされた学習の重要性

すべての学生が同じ速度で学習するわけではありません。ある学生は概念の理解は早いが計算ミス

が多く、ある学生は計算は正確だが問題の状況を理解するのに時間がかかります。AIチューターは

各学生の学習レベルと速度、そして学習スタイルに合わせてパーソナライズされた学習体験を提供

できるため、学習格差を縮める上で重要な役割を果たすことができます。

伝統的な教室での授業では、一人の教師が20～30人の学生を教えているため、個別指導には限界が

ありました。AIチューターはこうした限界を補完し、各学生が自分自身のペースで学習できる環境

を提供します。

Claude/ChatGPT/Geminiを個別チューターとして活用する

専門的なチュータリングシステムを使用する前に、汎用AIを個別学習サポーターとして活用する方

法をまず習得しなければなりません。このようなアプローチは、学生がAIと自然にコミュニケーショ

ンを取りながら学習する能力を養うのに役立ちます。

プロンプト例7：概念理解の確認

「私が『比例式』を正しく理解しているか確認してください。

私が理解した内容：

比例式は、二つの比が等しいことを表す式です。

例えば a:b = c:d とすると、a×d = b×c が成り立ちます。

1) 私の説明が正しいか確認してください。
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2) 抜け落ちている重要な部分があれば教えてください。

3) 理解度を確認できる簡単な問題を3問出してください。

4) 各問題の難易度を説明してください。

5) 私が間違えそうな部分をあらかじめ警告してください。」

このようにAIとやり取りしながら、学生は自分の理解度を客観的に点検することができます。また、

AIが提供するカスタマイズされた問題を通じて、不足している部分を集中的に練習することができ

ます。

プロンプト例8：誤答分析と学習処方

「次の問題を間違えました。なぜ間違えたのか分析し、正しい学習方法を提示してください。

問題：2x + 5 = 13 でxの値を求めなさい。

私の答え：x = 4

正解：x = 4

あ、答えは合っていますね。しかし、計算過程でミスがあった可能性があります。

私の解き方を見せます：

2x + 5 = 13

2x = 13 + 5

2x = 18

x = 9

1) どこでミスをしたか見つけてください。

2) 正しい解き方を見せてください。

3) このようなミスを繰り返さないためにはどうすればよいでしょうか。

4) 似たような練習問題をあと2問出してください。」

このような誤答分析のプロセスは、単に正解を探すだけでなく、正しい思考プロセスを養うのに役

立ちます。学生は自分のミスのパターンを認識し、改善方法を見つけることができるようになりま

す。

ソクラテス式AI教育法
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AIチュータリングで最も効果的な方法の一つは、学生に直接答えを教えず、質問を通じて自ら気づ

けるように誘導するソクラテス式対話法です。このような教育方式は、ChatGPT、Claude、Gemini

といった汎用AIにおいても、適切なプロンプトを通じて実現できます。

プロンプト例9：ソクラテス式の質問リクエスト

「私は中学2年生です。『一次関数』を勉強していますが、完全に理解できているか自信がありませ

ん。

次のような方法で私の理解度を点検してください：

1) 直接答えを教えずに、私が自ら気づけるように段階的な質問をしてください

2) 各質問は、前の回答を基にさらに深掘りする形で構成してください

3) 私が間違った回答をしてもすぐに訂正せず、別の角度からの質問で私が自ら誤りを見つけられる

ように助けてください

4) 計5～7つの質問で、一次関数の核心概念を確認してください

最初の質問から始めてください。」

こうしたソクラテス式のアプローチを通じて、学生は単なる暗記ではなく、原理や概念の本質を探

究する深い思考力を養うことができます。また、自ら問い、答えを探していく過程を通じて自立し

た学習者へと成長し、自身の学習プロセスを客観的に省察し改善点を見つけられるメタ認知能力が

強化されます。

実際の活用事例を見ると、ある中学校ではAIチュータリングシステムを活用した数学の補充学習を

行いました。数学に苦労していたある学生は、AIとのソクラテス式対話を通じて、自分がどの部分

で行き詰まっているのかを正確に把握することができ、段階的に問題を解決していく過程で自信を

回復することができました。この学生は「AI先生が答えをすぐに教えずに質問を続けるので、最初

はもどかしかったですが、後で自力で答えを見つけたときは本当に達成感がありました」と感想を

述べました。

AIチュータリングの教育的効果

AIチューターを活用した個別最適化された学習は、いくつかの教育的効果をもたらします。何より

学生一人ひとりの学習速度とレベルに合わせた個別化教育が可能になります。また、学生が間違っ

た答えをしても恥ずかしがらずに挑戦し続けられる、安全な学習環境を提供します。

さらに、AIチューターは24時間いつでも利用できるため、学生が疑問に思ったときにすぐ助けを得

ることができます。これは伝統的な教育環境では不可能だった新しい学習体験を提供します。

ソクラテス式の質問をAIに要求し、質問を受けて自ら省察することは非常に効果的な学習方法です。

学生はAIから段階的な質問を受けることで、自身の思考プロセスを点検し、概念への深い理解を深

めることができます。また、こうしたAIの質問方法のアイデアを活用して、保護者や教師がAIから

質問項目を得て直接学生と対話する形で応用することも可能です。そうすることで、AIの体系的な
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質問設計能力と人間の温かい相互作用が結合し、より効果的な学習環境を作ることができます。

ある学生は「夜遅くに数学の宿題をしていて分からない問題があるとき、AI先生に聞くと丁寧に説

明してくれるので本当に助かります」と話しました。このように、AIチューターは学習者中心の教

育環境を実現する上で重要な役割を果たしています。

e. 試験問題の作成から解説までサクサク！

教育現場において評価は、学習の方向性を決定し達成度を測定する核心的な役割を担ってきました。

しかし、伝統的な評価方法は教師の主観的な判断に依存したり、限られた問題パターンの繰り返し

によって学習者の真の能力を評価するのに限界がありました。AI技術の登場は、こうした評価シス

テムの根本的な変化を可能にしており、試験問題の作成と解説の領域で革新的な変化を導いていま

す。

現在、世界中で教師は過重な業務負担にさらされており、その中でも質の高い評価項目を開発し、

学生にパーソナライズされたフィードバックを提供することは、最も時間を要する作業の一つです。

韓国の場合、教師1人あたり平均25～30人の学生を担当しており、個々の学生の学習レベルに合わ

せたカスタマイズされた問題を作成し、詳細な解説を提供することは現実的に非常に困難な状況で

す。こうした現実的な制約を克服し教育の質を向上させるために、AIベースの評価ツールが注目さ

れています。

AIベースの試験問題作成における革新的アプローチ

AIを活用した試験問題の作成は、単に既存の問題を再構成するレベルを超え、学習者の個別の特性

や学習進度を考慮したカスタマイズされた問題を生成することができます。このような個別化され

た出題システムは、教育の公正性と効果性を同時に向上させる強力なツールとして機能しています。

ChatGPT、Claude、Geminiといった汎用AIを活用した問題作成は、すでに多くの教師が実験してい

る領域です。基本的な問題作成のためには、「中学2年生レベルの一次関数の問題を5つ作成してく

ださい。各問題は異なるタイプで構成し、難易度は基礎から応用まで段階的に配置してください」

といったプロンプトを使用できます。しかし、より精緻な問題作成のためには、具体的な学習文脈

と評価目標を明示する必要があります。

例えば、歴史科目で批判的思考力を評価したいときは、「朝鮮時代後期の実学思想の登場背景を扱

う問題を作成してください。単純な暗記ではなく、因果関係の分析能力を評価できるよう史料を提

示し、学生が当時の社会状況と実学思想の関連性を推論できる項目で構成してください。難易度は

高校1年生レベルとし、記述式解答の採点基準も併せて提示してください」といった詳細な指示を与

えることができます。

より専門化されたツールとしては、Quiz GeckoやQuestionWellといったAIベースの問題作成プラッ

トフォームがあります。これらのツールは、教育課程の分析、学習目標の設定、問題タイプ別の特

性を考慮した体系的な問題生成機能を提供します。教師は「ブルームのタキソノミーに基づく知識、

理解、適用、分析の段階ごとに各3問ずつ、計12問を作成してください」といった教育学的原理に

基づいたリクエストを行うことができ、AIはこうした要求事項を正確に反映した問題を生成します。
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個別化された問題作成の核心は、学習者の現在のレベルと学習履歴を分析して、最適な挑戦レベル

を提供することです。KhanmigoのようなAIチューターは、学生の以前の学習データを分析し、「こ

の学生は二次方程式の基本概念は理解していますが、判別式を活用した問題で苦労しているので、

判別式の意味をもう一度確認できる段階的な問題を出してみます」といったパーソナライズされた

アプローチを可能にします。

創造的な問題作成のためには、実生活の文脈を積極的に活用できます。「私たちの学校の給食室で

一日に消費される米の量を基に、比例式の問題を作ってください。学生が日常生活で数学の有用性

を感じられるように実際のデータを活用し、問題解決の過程で環境保護や食品ロスの削減に関連し

た考えるべき要素も含めてください」といった統合的なアプローチが可能です。

知能型解答解説システムの教育的価値

伝統的な試験の解説は、正解と簡単な解き方だけを提示する場合が多かったです。しかし、AIベー

スの解説システムは学習者の個別の誤答パターンを分析し、それぞれの理解レベルに合わせたカス

タマイズされた説明を提供できます。これは単なる正解の確認を超えて、真の学習が起こるフィー

ドバックシステムへと発展しています。

効果的なAI解説の生成のためには、学習者の誤答タイプを体系的に分析することが重要です。「こ

の学生が二次関数問題でよくするミスは何かを分析し、そのミスを防ぐことができる段階的な解説

を提供してください。グラフを描く際に軸の方程式を求める過程で符号のミスが多いので、この部

分を強調して説明してください」といった個別化されたアプローチが必要です。

多段階解説システムは、学習者が自身の理解レベルに応じて説明の深さを調整できるようにします。

最初は「ヒントだけ見る」を選択して自ら問題を解決する機会を与え、必要に応じて「ステップ別

の解き方を見る」「詳細な解説を見る」「関連概念を復習する」などのオプションを段階的に提供

できます。こうしたシステムは、学習者の自己主導的な学習能力を養うのに効果的です。

誤概念の是正のための解説は重要な領域です。AIは学習者が抱いている誤った概念を正確に把握し、

それを正しい概念へと転換できる論理的な説明を提供できます。「あなたが選んだ3番の選択肢は、

一般的に多くの学生が選ぶ誤答です。これは分子の概念を分母と混同しているためですが、分数に

おいて上の数字が分子であることをもう一度確認しましょう。実生活の例として、ピザを8切れに分

けて3切れ食べたとしたら、3が分子になる理由を考えてみてください」といった具体的で分かりや

すい説明を提供できます。

視覚的な解説の活用もAIの強力な利点の一つです。複雑な数学の問題や科学の原理を説明するとき、

AIはグラフ、図表、ダイアグラムを自動的に生成して学習者の理解を助けます。「この物理問題を

解決するために、力のベクトルダイアグラムを描いてみます。各力の方向と大きさを視覚的に表現

すると、問題解決がずっと容易になります」といった方法で抽象的な概念を具体化できます。

個別最適化されたフィードバックシステムの構築

AIベースの評価システムの最大の革新は、個々の学習者にカスタマイズされたフィードバックをリ

アルタイムで提供できる点にあります。伝統的な教室環境では教師一人が数十人の学生に個別の関

心を向けることは困難でしたが、AIは各学習者の学習パターン、強み、弱みを継続的にモニタリン
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グし、適切なフィードバックを提供できます。

適応型フィードバックシステムは、学習者の反応に応じて説明方法を動的に調整します。もし学生

が最初の説明を理解できなければ、AIは別のアプローチで再説明を試みます。「先ほどは代数的な

方法で説明しましたが理解が難しかったようなので、今度はグラフを用いた幾何学的なアプローチ

で同じ問題を解決してみましょう」といった方法で、多様な学習スタイルに対応できます。

学習診断と処方を組み合わせた統合的なフィードバックも重要な機能です。AIは単に間違った問題

を指摘するだけでなく、なぜ間違えたのか、どの概念が不足しているのか、今後どのような学習が

必要なのかを総合的に分析して提示します。「今日の試験結果を分析してみると、あなたは基本的

な計算能力は優秀ですが、文章題における数学的モデリングに苦労しています。来週は実生活の問

題を数式に変換する練習に集中するとよいでしょう」といった具体的な学習の方向性を提示できま

す。

情緒的なサポートを含む励ましのメッセージもAIフィードバックの重要な要素です。学習者が困難

に直面したとき、適切な励ましと動機付けを提供することで、学習意欲を維持できるよう助けます。

「この問題は本当に難しい問題でした。完答はできませんでしたが、アプローチ方法は正しく始め

られていました。もう少し練習すれば十分に解決できるはずです」といった建設的なフィードバッ

クを通じて、学習者の自信を維持できます。

効果的な活用戦略と注意事項

AIベースの評価ツールを効果的に活用するためには、いくつかの重要な戦略を考慮する必要があり

ます。まず、教師の専門性とAIの機能が相互補完的に作用するようにすることが重要です。AIが生

成した問題や解説を盲目的に受け入れるのではなく、教師が教育的な観点から検討し修正するプロ

セスが必要です。

問題の妥当性と信頼性の検証も重要な課題です。AIが生成した項目が教育課程に適しているか、学

習目標を正確に測定しているか、文化的偏向や不適切な内容が含まれていないかを体系的に点検し

なければなりません。「AIが作成したこの歴史問題が、わが国の教育課程の達成基準に合致してい

るか確認してください。また、特定の地域や階層に不利でない中立的な素材を使用しているかも検

討してください」といった検証プロセスが必要です。

学習者のデータ保護と個人情報の取り扱いも慎重に扱われるべき領域です。AIが個別化されたサー

ビスを提供するためには、学習者の達成度、学習パターン、誤答タイプなどのデータを収集し分析

する必要がありますが、この過程で個人情報保護の原則を徹底して遵守しなければなりません。

何よりも重要なのは、AIツールが学習者の創造的思考や批判的思考能力を損なわないようにするこ

とです。あまりに簡単に答えを提供したり、過度に詳細な解説を提供したりすると、学習者が自ら

考え問題を解決しようとする努力を放棄してしまう可能性があります。したがって、適切なレベル

の挑戦と支援のバランスを維持することが核心です。

AIベースの評価革新は、教育の個別化と効率性を同時に達成できる強力なツールです。しかし、こ

うした技術的革新が真の教育的価値を創出するためには、教師の専門性、学習者の主体性、そして

教育の人間的価値が調和して結びつかなければなりません。AIは評価をより正確かつ公正にしてく
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れるツールですが、最終的に教育の目的は、学習者が自身の可能性を最大限に発揮しながら成長で

きるよう助けることであることを忘れてはなりません。

← 前の章

全章を見る

次の章 →

弁護士 · 元国会議員 · AI政策研究者

kimkj.com

© 2026 金京鎮. All rights reserved.
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3. 歴史・社会・漢文、古いものと新しいものが出会う

← 前の章

全章を見る

次の章 →

3. 歴史・社会・漢文、古きものと新しきものが出会う

イ. 一つの出来事を多角的な視点から捉える「ディベート王」になろう

多角的な視点による歴史教育の重要性とAIの役割

歴史教育の本質は、単に過去の事実を暗記することではありません。真の歴史学習とは、複雑な歴

史的事柄を多様な視点から見つめ、その中に込められた人間の選択とその結果を深く理解するプロ

セスです。現在、世界中の歴史教育において、単一の視点から脱却し、多様な観点を考慮する教育

が強調されており、AIはこのような多角的視点による教育を実現する上で非常に有用なツールとな

ります。

中学生にとって多角的な視点による歴史教育が重要な理由は、この時期が抽象的な思考能力が発達

すると同時に、自分なりの価値観や世界観を形成していく時期だからです。生徒たちが歴史的な出

来事を単なる善悪の二分法で判断せず、複雑な文脈や多様な立場を総合的に考慮できる能力を養う

ことは、民主市民としての基本素養を身につける上で不可欠です。

AIは、このような教育目標の達成において独自のメリットを提供します。AIは膨大な量の歴史資料

と多様な解釈を総合して生徒に提示することができ、感情的な偏見なく客観的な視点から複数の観

点をバランスよく扱うことができます。また、生徒の質問に応じてリアルタイムで多角的な分析を

提供できるため、従来の教科書中心の一方向的な学習を超える双方向的な学習体験を可能にします。

Claude/ChatGPT/Geminiを活用した歴史的視点の分析

汎用AIツールは、歴史的な出来事を多角的に分析することに優れた能力を発揮します。これらのAI

は、生徒が歴史的な出来事を理解する際に、現在の自分の視点だけで見てしまう傾向である「現在

主義」の罠に陥らないよう助け、当時の時代背景と多様な利害関係者の立場をバランスよく提示す

ることができます。

プロンプト例1：多角的な歴史分析

「朝鮮時代の『文禄・慶長の役（壬辰倭乱）』を、次の3つの視点から分析してください：

1）朝鮮の視点

2）日本の視点

3）明朝の視点
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各視点から：

- 戦争の原因をどのように捉えていたか

- 戦争中の主要な出来事をどのように評価したか

- 戦争の結果と影響をどのように認識したか

- 当時の史料や記録で確認できる根拠

そして最後に：

- 3つの視点の共通点と相違点

- 現在、私たちはこの出来事をどのようにバランスよく捉えるべきか

をまとめてください。」

このようなアプローチを通じて、生徒たちは文禄・慶長の役という一つの出来事が、関わった各国

の立場では全く異なる意味を持ち得ることを理解するようになります。朝鮮の立場では国家存亡の

危機でしたが、日本の立場では大陸進出の試みであり、明朝の立場では朝貢国を保護するための介

入でした。このような多層的な理解は、生徒の歴史的思考力を大きく向上させます。

プロンプト例2：歴史的人物に備わる多面性の探究

「世宗大王について、次のように多角的に分析してください：

1）政治的リーダーとしての世宗大王

2）文化発展の支援者としての世宗大王

3）当時の民衆から見た世宗大王

4）両班（ヤンバン）階層から見た世宗大王

5）現在の私たちが捉える世宗大王

各視点から：

- 具体的な業績や出来事

- 肯定的評価と批判的な見方

- 歴史的根拠や史料

そして、ディベートのトピックとして活用できる論点を3つ提示してください。」

こうした分析を通じて、生徒たちは歴史的人物が一面的な存在ではなく、複合的で矛盾した面を持

つ人間であったことを理解できます。世宗大王の場合も、ハングル創製のような偉大な業績がある
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一方で、奴隷制の維持や政治的な粛清などの問題点もあったという、バランスの取れた視点を養う

ことができます。

ディベート資料の生成と活用

AIは歴史的な出来事に関する多様なディベート資料を生成し、生徒の批判的思考力を養う手助けを

します。中学生にとっては、抽象的な歴史概念よりも、具体的な状況や人物を中心としたディベー

トの方が効果的です。

プロンプト例3：歴史的なジレンマ状況の提示

「次の状況において、あなたが朝鮮後期の英祖（ヨンジョ）ならどのような決定を下すかディベー

トしてみましょう：

状況：朋党政治（ほうとうせいじ）による政治的葛藤が激化しています。一方では、強力な王権に

よって朋党を解体すべきだと主張し、もう一方では、家臣同士の牽制と均衡が必要だと主張してい

ます。

ディベートのポイント：

1）蕩平策（タンピョンセク）のメリットとデメリットは何ですか？

2）王権強化が民衆に与える影響は？

3）政治的安定と民主的な牽制、どちらが重要ですか？

4）現在の民主主義の観点から、この問題をどう見るべきでしょうか？

各自の立場を決め、根拠を提示してください。」

このような形式のディベートは、生徒が歴史的な状況に自分を投影してみることで、当時の政治指

導者たちが直面した複雑な選択の状況を理解できるようにしてくれます。また、過去の問題と現在

の問題を関連づけて考える機会を提供します。

実際の活用事例を見ると、ある中学校ではAIを活用して「甲申政変（カプシンせいへん）」に関す

る模擬裁判の授業を行いました。生徒たちはAIの助けを借りて、金玉均（キム・オッキュン）や朴

泳孝（パク・ヨンヒョ）など主要人物の立場を代弁する弁論書を作成し、それをもとに熱い議論を

交わすことができました。ある生徒は「金玉均の立場で弁論書を書きながら、彼がなぜそのような

選択をしたのか少しだけ理解できた」と感想を述べていました。

ロ. 仮想現実における歴史体験と政策決定ゲーム

体験型歴史教育の価値

歴史教育において最も難しいことの一つは、過去の状況を現在に生きる生徒たちが実感を持って理

解できるようにすることです。単に歴史的事実を羅列するだけでは、生徒たちが歴史の生々しさや

複雑さを感じることは困難です。AIベースのシミュレーションは、こうした限界を克服し、生徒た



89

ちが歴史的な状況に直接参加してみるという経験を提供できます。

体験型歴史教育の核心は、生徒たちが過去の人々になりきる経験を通じて、歴史的状況の複雑さや

選択の難しさを直接感じてみることです。こうした経験を通じて、生徒たちは歴史を単なる結果の

羅列ではなく、数多くの可能性の中から一つの選択が作り出した結果として理解できるようになり

ます。

AIを活用した歴史的状況のシミュレーション

AIは、複雑な歴史的状況を段階的に提示し、生徒の選択に応じて多様なシナリオを展開する能力を

持っています。これを通じて、生徒たちはまるで実際の歴史的人物になったかのように政策決定を

下し、その結果を観察することができます。

プロンプト例4：歴史的状況のシミュレーション

「朝鮮後期の興宣大院君（フンソンデウォングン）の立場で政策を決定するシミュレーションを作

成してください。

状況設定：

- 時期：1863年 興宣大院君の執権初期

- 主要な問題：欧米列強の通商要求、国家財政の問題、勢道政治（せいどうせいじ）の弊害

シミュレーション構成：

1）各段階で提示される選択肢3～4個

2）各選択肢の予想される結果と副作用

3）実際の歴史的な選択と比較できる要素

4）生徒が決定の過程で考慮すべき多様な利害関係

5）最終的な結果に対する評価基準

最初の状況から始めて、段階別に進めてください。」

このようなシミュレーションを通じて、生徒たちは興宣大院君が直面した複雑な状況を理解できる

ようになります。欧米列強の開港要求に対して鎖国政策で対応するのか、それとも限定的な開放を

選択するのかという問題において、それぞれの選択がもたらし得る結果をあらかじめ経験してみる

ことができます。

プロンプト例5：仮想歴史討論会

「次の状況において、仮想討論会を開催すると仮定してシナリオを作成してください：

テーマ：『日本統治時代の独立運動の方向性をめぐる討論』
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出席者：

- 金九（武力闘争論）

- 安昌浩（実力養成論）

- 李昇薫（教育救国論）

- 申采浩（民族主義史学）

各人物の：

1）核心的な主張と論理

2）相手の主張に対する反論ポイント

3）具体的な実践策

4）歴史的根拠と事例

5) 現実的な限界に対する認識

討論の進行方式と生徒が参加できる方法も提示してください。」

このような仮想討論会を通じて、生徒たちは独立運動が一つの方向だけで進められたのではなく、

多様な路線と葛藤があったことを理解できます。また、各路線が持つ長所と短所、そして現実的な

制約を考えてみる機会を得ることができます。

政策決定演習の教育的効果

AIシミュレーションを通じた政策決定の演習は、生徒にいくつかの重要な学習体験を提供します。

第一に、歴史的な決定が単なる善悪の問題ではなく、複雑な利害関係と制約条件の中で行われる難

しい選択であることを理解するようになります。第二に、一つの決定がもたらす多様な波及効果を

予測し、考慮する能力を養うことができます。第三に、現在の政治的な決定プロセスと過去の政策

決定プロセスの間の関連性を発見することができます。

実際の活用事例を見ると、ある中学校では「高麗末期の新興士大夫の政策選択」をテーマにシミュ

レーション授業を行いました。生徒たちは鄭夢周（チョン・モンジュ）と鄭道伝（チョン・ドジョ

ン）の立場をそれぞれ体験しながら、高麗王朝を維持するのか、新しい王朝を建てるのかという問

題をめぐって真剣に悩みました。ある生徒は「最初は鄭夢周が正しいと思いましたが、シミュレー

ションをしてみると鄭道伝の立場も理解できました」と語り、歴史的状況の複雑さを実感したと表

現しました。

ハ. 難しい漢文もAIと一緒なら簡単になります

古典文学と漢文教育の現代的なアプローチ
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漢文と古典文学は、中学生が苦手とする領域の一つです。現代の生徒にとって漢字や漢文は、日常

生活でほとんど使用しない馴染みのない言語であり、古典文学作品は現在とは大きく異なる時代背

景や考え方を反映しているため、理解するのが難しい場合が多いです。AIはこうした困難を解消し、

古典の現代的な意味を見出す手助けをしてくれます。

AIを活用した漢文教育のメリットは、単に翻訳を提供するだけにとどまらず、漢文の構造や特性、

そして込められた思想や文化的背景を総合的に理解できるよう助けてくれる点です。また、生徒が

疑問に思う部分についてその場で詳細な説明を提供できるため、個別化された学習が可能です。

体系的な漢文資料の解釈方法

AIを活用した漢文学習において重要なのは、単なる翻訳にとどまらず、漢文の特性とその中に込め

られた文化的意味を共に理解することです。そのためには、体系的なアプローチ方法が必要です。

プロンプト例6：漢文資料の解釈

「次の漢文の一節を段階的に解釈してください：

『学而時習之 不亦説乎 有朋自遠方来 不亦楽乎』

1）漢字一つひとつの意味と読み

2）文章構造の分析

3）直訳と意訳

4）孔子がこの言葉を述べた背景と文脈

5）現在の私たちの生活において、この言葉が与える教訓

6）似た意味を持つことわざや格言

7）中学生が理解しやすい現代的な例

そして、この一節に関連するディベートのトピックも提案してください。」

このような体系的なアプローチを通じて、生徒たちは漢文が単なる古い言葉ではなく、奥行きのあ

る思想や知恵が込められた文化遺産であることを理解できるようになります。現代的な適用とディ

ベートのトピックを併せて提示することで、古典の現代的な意味を見出せるよう助けます。

古典文学作品の多層的な分析

古典文学作品の分析において、AIは作品の文学的価値だけでなく、当時の社会情勢や文化的背景、

現代的な意味まで総合的に提示することができます。

プロンプト例7：古典文学作品の分析
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「金貞浩（キム・ジョンホ）の『春香伝（チュニャンジョン）』のうち、獄中歌の部分を現代的な

観点から分析してください：

分析の視点：

1）文学的な表現技法と特徴

2）当時の社会情勢と階層間の葛藤

3）女性キャラクターの特徴と意味

4）現在の視点から見た問題意識

5）他国の類似した作品との比較

そして：

- 中学生が興味を持てるようなアプローチ方法

- 現代的に脚色するならどのような設定が可能か

- 関連する体験活動やプロジェクトのアイデア

も提示してください。」

こうした分析を通じて、生徒たちは春香伝が単なる愛の物語ではなく、朝鮮時代の社会構造と身分

制の矛盾、そしてこれに対する抵抗意識を込めた社会的文学であることを理解できるようになりま

す。

実際の活用事例を見ると、ある中学校ではAIを活用して『論語』の主要な一節を現代の状況に当て

はめてみるプロジェクトを行いました。生徒たちは「君子は和して同ぜず、小人は同じて和せず」

という一節を、クラス内の葛藤状況やSNSでのコミュニケーションのあり方と関連づけて解釈して

みました。これを通じて、古典の知恵が現在でも有効であることを直接体験することができました。

ニ. 目を引く発表資料と動画を作成しよう

マルチメディアを活用した歴史・社会教育

現代の生徒は、視覚と聴覚を同時に活用するマルチメディア学習に慣れています。単にテキストだ

けで構成された資料よりも、画像、動画、インタラクティブな要素が組み合わさった資料の方が高

い学習効果を示します。AIツールは、こうした学習者の特性に合った多様なコンテンツ制作を可能

にします。

歴史や社会の教育において、マルチメディア資料の活用は、単に興味を引くだけでなく、学習内容

の理解度を大きく向上させることができます。時間的に遠く離れた歴史的な出来事や抽象的な社会

概念を具体的に生き生きと表現できるため、生徒の理解を助けます。

Claude/ChatGPT/Geminiを活用した発表資料の企画
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専門的なツールを使う前に、まず汎用AIを通じて発表内容を体系的に構成することが重要です。効

果的な発表は、内容の構成と伝え方の両方が重要であり、AIはこの両面で役立ちます。

プロンプト例8：発表資料の構成

「『韓国史における女性人物』をテーマに15分間の発表を準備しています。

効果的な発表資料を作るために協力してください。

発表の構成：

1）導入部で聴衆の関心を引く方法

2）本論を3～4つのセクションに分ける方法

3）各セクションで扱う人物と核心的なメッセージ

4）視覚資料として活用できる画像やグラフ

5）聴衆と相互作用できる要素

6）記憶に残る締めくくりの方法

そして、各スライドごとに：

- タイトルと核心メッセージ

- 盛り込むテキストの量と内容

- 必要な視覚資料の種類

- 発表者が話す内容のポイント

を整理してください。」

このような体系的な企画を通じて、生徒たちは単に情報を羅列するだけの発表ではなく、聴衆に明

確なメッセージを伝える効果的な発表を準備できるようになります。

AI発表ツールの教育的活用

AIベースの発表ツールは、専門的なデザイン知識がなくても視覚的に魅力的な資料を作成できるよ

うにしてくれます。しかし重要なのは、華やかな視覚効果ではなく、教育目標に合った効果的なコ

ミュニケーションです。

実際の活用事例を見ると、ある中学校では生徒たちがAI発表ツールを活用して「私たちの地域の歴

史」をテーマにした発表資料を制作しました。生徒たちはAIの助けを借りて地域の文化財や歴史的

事実を効果的に視覚化することができ、聴衆の大きな関心を集めることができました。ある生徒は、

朝鮮時代の地域の義兵活動を現在の地図と過去の地図を比較して見せることで、歴史的な現場の臨
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場感を生き生きと伝えることができました。

AIビデオ制作を通じた歴史の再現

AIビデオ制作ツールは、生徒たちが歴史的人物や状況を再現するのに活用できます。歴史的人物の

視点から物語を語る形式のビデオは、生徒の興味を大きく高めることができます。

プロンプト例9：歴史再現ビデオの企画

「世宗大王がハングル創製の過程を説明する5分間の教育ビデオを企画してください。

ビデオ構成：

1）導入：ハングル創製の背景（1分）

2）展開：創製の過程と困難（2分）

3）絶頂：反対勢力との葛藤（1分）

4）結末：ハングル頒布と意味（1分）

各区間ごとに：

- 世宗大王が語るセリフ

- 背景として見せる画像や資料

- 伝えたい核心メッセージ

- 中学生の理解を助ける現代的な比喩

- 感情的に没入させるための要素

そして、生徒がこのビデオを制作する際に注意すべき歴史考証と倫理的な考慮事項も教えてくださ

い。」

このようなビデオ制作のプロセスを通じて、生徒たちは歴史的事実を単に暗記するのではなく、当

時の状況を立体的に理解し、歴史的人物の立場で考えてみる機会を得ることができます。

実際、ある中学校では、生徒たちがAIビデオツールを活用して「文禄・慶長の役時期の義兵活動」

をテーマにしたドキュメンタリーを制作しました。生徒たちは郭再祐（クァク・チェウ）や鄭文孚

（チョン・ムンブ）など義兵長たちの立場で当時の状況を説明するビデオを作りながら、義兵活動

の意味と困難を深く理解することができました。ある生徒は「義兵長になって話すことを録画しな

がら、彼らがどれほど難しい決断をしたのかを感じることができた」と感想を述べていました。

マルチメディア制作活動の教育的意味
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AIを活用したマルチメディア制作活動は、単に技術活用能力を養うだけでなく、さまざまな教育的

効果をもたらします。第一に、生徒が学習内容を他人に説明するために再構成する過程で、より深

い理解が生まれます。第二に、視覚的な表現と言語的な表現を組み合わせることで、多様な学習ス

タイルの生徒に役立ちます。第三に、協力学習を通じてコミュニケーション能力や問題解決能力を

養うことができます。

さらに、こうした活動を通じて生徒はメディアリテラシーを養うことができます。自分でコンテン

ツを制作してみる経験を通じて、メディアがどのように作られ、どのような意図を持っているのか

を理解できるようになり、これは批判的なメディア受容能力につながります。

中学の歴史、社会、漢文教育におけるAIの活用は、伝統的な暗記中心の教育を超え、生徒が能動的

に思考し、創造的に表現できる機会を提供します。これを通じて、生徒は過去と現在をつなげて思

考する能力、多様な視点を総合して判断する能力、そして自分の考えを効果的に表現する能力を養

うことができます。

← 前の章

全章を見る

次の章 →

弁護士 · 元国会議員 · AI政策研究者

kimkj.com

© 2026 金京鎮. All rights reserved.
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4. 先生たちの頼もしい業務パートナーAI

← 前の章

全章を見る

次の章 →

1. 大学生顔負けの高度な研究活動 ア. AI研究アシスタントと行う専門資料調査

a. 授業計画から活動プリントまで自動生成

教師の業務負担の現実とAIの役割

現在、世界的に教師の業務過多が深刻な問題となっています。韓国の中学校教師も同様に、授業の

準備、生徒の指導、行政業務、保護者相談など、多様な役割を同時にこなさなければならない状況

にあります。このような過重な業務負担は、教師が本来最も重要とすべき、生徒との教育的相互作

用や個別指導に集中するための時間を奪っています。

AIは、このような状況において教師に実質的な助けを提供できる強力なツールになり得ます。反復

的で定型化された業務を自動化することで、教師が創造的で個別化された教育活動により多くの時

間とエネルギーを投入できるようにしてくれます。しかし、ここで重要なのは、AIが教師に代わる

のではなく、教師の専門性をより輝かせる補助ツールの役割を果たすという点です。

授業計画と活動プリントの作成は、教師の業務の中でも多くの時間を要する領域です。一つの授業

のためにも、学習目標の設定、段階別の活動構成、個別のレベルを考慮した資料準備、評価方法の

設計など、複合的な思考プロセスが必要です。AIは、このような複雑なプロセスを体系的に支援し、

教師がより効率的に質の高い授業を準備できるよう手助けしてくれます。

Claude/ChatGPT/Geminiを活用した授業計画の策定

専門的な教育ツールを使用する前に、まず汎用AIを通じて授業の基本枠組みを設計するのが効果的

です。このようなアプローチは、教師がAIツールに過度に依存することなく、体系的な授業設計能

力を養うことにつながります。

プロンプト例 1：包括的な授業計画の策定

「中学校2年生の国語の時間に『説得力のある文章作成』の単元を4時習で教えようとしています。

次の条件を考慮した授業計画を立ててください。

クラスの状況：

- クラス人数：28名

- 授業時間：各時習 45分
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- 活用可能な備品：電子黒板、タブレット7台

- 生徒のレベル：中位圏が中心、文章作成に苦手意識を持つ生徒が多数

各時習別の詳細計画：

1) 明確で測定可能な学習目標

2) 導入―展開―まとめの段階別活動と時間配分

3) 生徒の参加を最大化する具体的な教授法

4) 個別指導が必要な生徒のための差別化戦略

5) その場で実施できる形成的評価の方法

6) 次の時習への自然な連携策

全体的な考慮事項：

- 単元全体の総合的な評価計画

- 学習が遅れている生徒のための補充活動

- 優秀な生徒のための深化活動

- 授業進行中に予想される困難と対処法」

このような包括的なアプローチを通じて、教師は単に授業内容を羅列するだけでなく、生徒の実際

の状況や教室環境を考慮した実用的な授業計画を立てることができるようになります。AIは、教師

が見落としがちな細かな要素まで体系的に考慮して提案してくれるため、経験の浅い新任教師にとっ

ては有用なガイド役となります。

実際の活用事例を見ると、ある中学校の数学教師はAIの助けを借りて「一次方程式」の単元の授業

計画を立てました。生徒の理解度が多様であることを考慮し、AIが提案した段階別活動を通じて、

すべての生徒が参加できる授業を構成することができました。教師は「AIが提案した活動を見なが

ら、自分が普段思いつかなかったアプローチを発見することができた」と感想を述べています。

活動プリント作成の体系的アプローチ

効果的な活動プリントは、単に問題を羅列したものではなく、生徒の思考プロセスを段階的に案内

し、能動的な参加を引き出す教育的ツールです。AIは、このような活動プリントの制作過程におい

て、教師の教育的意図を具体的な活動として具現化するのを助けてくれます。

プロンプト例 2：学習者中心の活動プリント設計

「上記の授業計画のうち、第2時習の『説得戦略を分析する』で使用する活動プリントを制作してく

ださい。
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活動プリントの構成要素：

1) 明確な学習目標の案内と活動の概要

2) 異なる立場の説得文の例2つ（賛成 vs 反対）

3) 生徒が活用できる分析ツール（論証構造、根拠の妥当性、表現技法のチェックリスト）

4) 個人活動とグループ活動のバランスの取れた配置

5) 生徒の思考を段階的に深める質問構成

6) 自己評価と相互評価が可能なチェックリスト

実用的な考慮事項：

- 活動別の予想所要時間と進行ガイド

- 教師が巡回指導する際に確認すべきキーポイント

- 学習が遅れている生徒のためのヒントや補助資料

- 早く活動を終えた生徒のための追加の発展問題

- 学習障害や韓国語が未熟な生徒のためのアクセシビリティへの配慮事項」

このような細やかな配慮を通じて制作された活動プリントは、すべての生徒が自分のレベルで意味

のある学習体験ができるようサポートします。多様な学習者の特性を考慮した差別化されたアプロー

チは、包摂的な教育環境を作る上で重要な役割を果たします。

AI教育ツールの専門的な活用

汎用AIで基本の枠組みを捉えた後は、教育専門のAIツールを活用して、より精巧で体系的な授業資

料を作ることができます。これらの専門ツールは、教育学的な理論と実際の教室での経験に基づい

て開発されており、より教育現場に特化した機能を提供しています。

ある中学校では、AIツールを活用して「一次方程式」単元の時習別問題集を制作しました。各生徒

のレベルに合った問題を自動的に生成することで個別化学習が可能になり、教師は問題制作に費や

していた時間を生徒の個別相談に充てることができました。印象的だったのは、AIが生徒の誤答パ

ターンを分析して、パーソナライズされた練習問題を提供できたことです。

b. 採点とフィードバック、より迅速かつ正確に

評価のパラダイムシフトとAIの貢献

伝統的な教育評価は、主に総括的評価を中心に行われてきました。学期末や単元の終わりに試験を

通じて学習結果を測定する方式です。しかし、現代の教育学では、学習過程で継続的に行われる形

成的評価の重要性が強調されています。形成的評価は、生徒が学習過程で直面する困難を即座に把



99

握し、適切な助けを提供できるようにするためです。

しかし、現実的に教師一人が20～30人の生徒に対して個別かつ即時的なフィードバックを提供する

ことは非常に困難なことです。文章作成や創造的な思考を必要とする課題の場合、採点とフィード

バックに多くの時間を要し、教師の負担が増大します。AIは、このような限界を克服する上で重要

な役割を果たすことができます。

AI採点システムの最大の利点は、一貫性と即時性です。人間の教師の場合、疲労度やコンディショ

ンによって採点基準が微妙に変化することがありますが、AIは設定された基準に従って一貫した評

価を提供します。また、生徒は課題を提出してすぐにフィードバックを受け取ることができるため、

学習効果が大きく向上します。

Claude/ChatGPT/Geminiを活用したフィードバックの生成

専門の採点ツールを使用する前に、汎用AIを活用して、生徒の学習成果物に対する具体的で建設的

なフィードバックを生成する方法を習得することが重要です。これは、教師がフィードバックの原

理と方法を理解するのにも役立ちます。

プロンプト例 3：総合的な文章作成評価およびフィードバック

「次は中学校2年生の生徒が書いた『環境保護』をテーマにした説得文です。

教育的観点から総合的に評価し、生徒の成長を助けるフィードバックを提供してください。

[生徒の作文]

環境保護は重要だ。最近、地球温暖化のせいで天気がおかしい。北極の氷河が溶けていて、海面が

上がっている。動物たちも消えている。だから私たちは環境を保護しなければならない。使い捨て

用品を減らし、ゴミの分別をしっかりすべきだ。公共交通機関を利用するのも良い。環境を保護し

なければ、地球が壊れてしまうだろう。

評価領域別分析：

1) 文章の構造と論理的な流れ（導入―本論―結論の構成）

2) 論証の妥当性と説得力（主張と根拠のつながり）

3) 根拠の具体性と信頼性

4) 言語表現の正確性と多様性

5) 読者を考慮した説得戦略

フィードバックの構成：

- 良かった点 2～3点（具体的な根拠とともに励ます）

- 改善すべき点 2～3点（具体的な方法と例を提示）
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- 次の文章作成のための実践可能なアドバイス

- 学習動機を維持できるポジティブな締めくくり

- 全体的な達成レベル（優秀/普通/努力が必要）とその根拠

中学生が理解しやすく、実践可能な表現で作成してください」

このような体系的なフィードバックを通じて、生徒は自分の文章のどこが良く、どこを改善すべき

かを明確に知ることができます。重要なのは、単に点数や等級をつけるのではなく、次の学習のた

めの具体的な方向性を提示するという点です。

実際に、ある中学校では国語教師がAIを活用して生徒の読書感想文に個別のフィードバックを提供

しました。具体的な活用方法は以下の通りでした。

まず、生徒が手書きで作成した読書感想文を、教師がスマートフォンで撮影しました。次に、

ClaudeやChatGPT、またはGoogle AI Studioの画像認識機能を活用して手書き文字をテキストに変

換すると同時に、内容の分析を依頼しました。

手書きの読書感想文分析プロンプト

「この画像は中学生が作成した読書感想文です。文字を読み取って内容を把握した後、文章の構成、

鑑賞の深さ、表現力などを総合的に評価し、個別に最適化されたフィードバックを提供してくださ

い」

もう一つの方法として、生徒がデジタル機器で直接入力した感想文を活用することもありました。

学校のタブレットやコンピュータ室で生徒が作成した文章をコピーしてAIに貼り付け、分析を依頼

する方式でした。

デジタル読書感想文分析プロンプト

「次は中学校2年生の生徒が『星の王子さま』を読んで書いた読書感想文です。

[生徒の作文内容]

この文章を教育的観点から分析し、生徒の成長を助ける具体的なフィードバックを作成してくださ

い」

印象的だったのは、教師が各生徒に合わせてパーソナライズされたプロンプトを使用したことです。

個別化プロンプト例 1：学習が遅れている生徒用

「次は文章作成に自信がない中学生が作成した読書感想文です。

[生徒の作文内容]

この生徒は文章を書くことを難しく感じているので、励ましを中心としたフィードバックを提供し

てください。良かった点を先に挙げ、改善点は具体的で実践可能な方法で提示してください」
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個別化プロンプト例 2：優秀な生徒用

「次は文章作成能力が優れた中学生が作成した読書感想文です。

[生徒の作文内容]

この生徒は基礎がしっかりしているので、より高いレベルの挑戦ができるような発展的なアドバイ

スを含めてください。批判的思考や創造的な表現方法などを提案してください」

28人の生徒一人ひとりに合わせたフィードバックを与えることが可能になり、生徒たちは「先生が

自分の文章を本当に詳しく読んでくれた気がする」と満足感を表現しました。教師もまた、「AIの

助けを借りることで、各生徒の文章作成の特性をより正確に把握できるようになり、以前は時間不

足で見落としていた細かな部分までフィードバックできるようになった」と評価しました。

AIが作成したフィードバックの草案を教師が検討し、キャンバス機能を活用して修正・補完して最

終版を作るプロセスも非常に有用でした。教師はAIが提供したフィードバックに、該当生徒の個別

の状況や普段の授業態度を考慮した追加のアドバイスを付け加えたり、硬すぎる表現を温かみのあ

る表現に修正したりする作業を通じて、より人間味のある個別化されたフィードバックを完成させ

ることができました。このようにしてAIの体系的な分析力と教師の教育的経験が結びつき、生徒に

最高のフィードバックを提供できるようになったのです。

専門採点ツールの教育的活用

AIベースの専門採点ツールは、客観的で一貫した評価を可能にし、盗用検査や文法エラーの検出な

どの機能を通じて、アカデミック・インテグリティ（学問的誠実性）を維持するのにも役立ちます。

しかし、これらのツールを使用する際には、教育目的と学習者中心の視点を失わないよう注意しな

ければなりません。

ある中学校では、AI盗用検査ツールを活用して生徒のレポート作成過程を指導しました。生徒はAI

の助けを借りて、自分の文章の中で引用と参照の部分を明確に区別する方法を学ぶことができ、倫

理的な文章作成の習慣を身につけることができました。重要なのは、このプロセスが生徒を疑った

り取り締まったりするためのものではなく、正しい学術的な文章作成方法を教えるための教育的ツー

ルとして活用されたという点です。

c. 生徒一人ひとりの学習状況を一目で把握する

データ駆動型教育の可能性と限界

現代の教育では、直感や経験だけに頼るのではなく、具体的なデータに基づいた意思決定の重要性

が強調されています。生徒の学習データを体系的に分析すれば、個々の生徒の学習パターン、強み

と弱み、学習速度などを客観的に把握することができます。このような情報は、教師がより効果的

な個別化教育を提供する上で重要な基盤となります。

しかし、データ駆動型教育には注意すべき点もあります。学習は単に数値だけで測定できるもので

はなく、生徒一人ひとりの固有の特性や文脈を考慮しなければなりません。また、データの解釈に

は教師の専門性と教育的判断が不可欠です。AIはデータを分析しパターンを見つけ出すことには長
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けていますが、そのデータが意味するところを教育的な文脈で解釈し、適切な教育的介入を設計す

ることは、依然として教師固有の役割です。

学習データの総合的な分析

AIを活用した学習分析で重要なのは、断片的な成績情報ではなく、学習過程全般に対する総合的な

理解です。生徒が問題を解く過程、時間配分、誤答パターン、助けを求める頻度など、多様なデー

タを統合すれば、その生徒ならではの固有の学習特性を把握することができます。

プロンプト例 4：総合的な学習データの分析

「次は中学校2年生の数学『一次関数』の単元で収集した、ある生徒の学習データです。

教育専門家の観点からこれを分析し、具体的な教育的アドバイスを提供してください。

学習データ：

- 概念理解度評価：70点（クラス平均75点）

- 計算問題の正解率：85%

- 応用問題の正解率：45%

- グラフ作成の正確度：60%

- 問題解決の平均所要時間：クラス平均より20%多く所要

- よく間違えるタイプ：グラフの解釈、実生活の応用問題

- 学習への参加度：質問の頻度が低い、グループ活動では積極的

- 宿題の提出率：95%（大部分を誠実に完了）

総合分析の依頼事項：

1) この生徒の数学学習の特性とパターンの分析

2) 強みと弱みの具体的な特定

3) 学習の困難の根本原因の推定

4) 個別化された最適学習戦略の提案

5) 短期（2～3週間）と中期（1ヶ月）の目標設定

6) 家庭で実施できる補充学習活動

7) 学習意欲向上のための具体的な方策
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教師が保護者相談で活用できる説明資料も併せて提供してください」

このような総合的な分析を通じて、教師は生徒一人ひとりに本当に必要な助けが何であるかを正確

に把握することができます。上記の例を見ると、この生徒は基本的な計算能力は優れていますが、

抽象的な思考や実生活との結びつきにおいて困難を感じていることがわかります。これは、単によ

り多くの問題を解かせるのではなく、概念的な理解を助ける別のアプローチが必要であることを示

唆しています。

学習の困難の早期発見と介入

AI学習分析の最大の利点の一つは、学習の困難を早期に発見できるという点です。伝統的には、中

間テストや期末テストを通じて初めて生徒の困難を把握できましたが、AI分析を通じては、日常的

な学習過程で現れる微細なシグナルを捉えることができます。

例えば、ある生徒が突然宿題の提出が遅れたり、オンライン学習への参加度が低下したりすれば、

それは学習内容の難しさや個人的な問題を示す初期シグナルである可能性があります。このような

パターンをAIが感知すれば、教師は即座に該当生徒に関心を向け、適切な助けを提供することがで

きます。

ある中学校では、AI学習分析システムを導入した後、学習が遅れている生徒を早期に発見して個別

指導を実施できるようになりました。数学で苦労していたある生徒の場合、AI分析を通じて分数計

算における根本的な理解不足が発見され、個別の補充指導を受けることができました。結果として、

この生徒は学期末までに大幅な学習の向上を見せました。

d. 出欠確認からスケジュール管理まで自動化

教師の業務再構築の必要性

教師の本質的な役割は、生徒を教え導くことです。しかし、現実的には多くの教師が出欠の確認、

成績管理、各種公文書の処理、行事の準備など、行政業務に相当な時間を割かなければならない状

況です。これらの業務がすべて重要ではないというわけではありません。しかし、これらの業務が

過度に多くなると、教師が本来重要な教育活動に集中するための時間とエネルギーが不足してしま

う可能性があります。

AIを活用した行政業務の自動化は、このような問題を解決する効果的な方法になり得ます。反復的

で定型化された業務をAIが処理するようになれば、教師は生徒の個別相談、創造的な授業設計、保

護者とのコミュニケーションなど、人間にしかできない固有の教育活動により多くの時間を投入で

きるようになります。

出欠管理と生徒の生活指導

出欠管理は単純に見えますが、実際には非常に重要な教育活動です。生徒の出欠パターンは、学習

状態、家庭の状況、友人関係など、多様な情報を含んでいるためです。AIはこのような出欠データ

を分析して、教師が見落としがちな重要なシグナルを見つけ出すことができます。

プロンプト例 5：総合的な学級運営計画
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「中学校2年生の担任教師として、効率的な学級運営のための月間計画を立ててください。

クラスの状況：

- 生徒数：28名（男14名、女14名）

- 特別に配慮が必要な生徒：3名（学習の遅れ 2名、情緒的サポートが必要 1名）

- 主要な学校行事：中間テスト、体育大会、保護者相談週間

- 季節：秋学期（9月）

月間計画の構成要素：

1) 週別の重点指導事項と目標

2) 個別生徒相談のスケジュール（優先順位と相談ポイントを含む）

3) 保護者とのコミュニケーション計画（電話、メール、対面相談の体系的な活用） 4) 学級の雰囲

気改善とコミュニティ意識強化活動

5) 必須の行政業務の処理日程と効率化案

6) 突発的な状況に対応するための余裕時間の確保戦略

実用的な考慮事項：

- 各計画の優先順位と時間配分

- 業務の効率を高める具体的な方法

- 教師個人のワークライフバランス維持策

- 同僚教師や学校の行政チームとの協力ポイント」

このような体系的な計画を通じて、教師は学級運営をより効率的に行うことができるようになりま

す。重要なのは、すべての業務を教師一人で処理しようとせず、AIツールや同僚との協力を通じて

業務負担を適切に分散させることです。保護者とのコミュニケーションの効率化

保護者とのコミュニケーションは生徒の教育において非常に重要な部分ですが、同時に多くの時間

とエネルギーを必要とする領域でもあります。AIは、このようなコミュニケーションプロセスをよ

り効率的かつ体系的にするのを助けてくれます。

ある中学校では、AIを活用した出欠管理システムを導入しました。生徒の出欠パターンを分析して

無断欠席のリスクが高い生徒を事前に把握し、それらの生徒に適切な関心とサポートを提供するこ

とができました。また、保護者に自動で出欠状況を送信することで、家庭との連携も強化すること

ができました。
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データ駆動型の学級運営

AIのもう一つの利点は、学級運営に必要な多様なデータを総合的に分析できる点です。生徒の学習

データ、生活指導の記録、相談内容、保護者との面談結果などを統合して分析すれば、クラス全体

の状況をより正確に把握することができます。

プロンプト例 6：クラスの雰囲気の総合分析

「最近、私たちのクラスで観察される次の状況を総合的に分析し、改善案を提示してください。

観察された現象：

- グループ活動で特定の生徒だけが参加する傾向の増加

- 休み時間に一人でいる生徒の数の増加

- 授業中の全体的な集中力の低下

- 友人同士の些細な葛藤の頻発

- 学級委員の選出や団体活動への消極的な参加

分析の依頼事項：

1) 各現象の考えられる原因の分析（個人的、環境的、発達的要因）

2) 現象間の相互関連性と悪循環の構造

3) クラス全体の雰囲気に与える影響の評価

4) 段階別の改善戦略（即時実行、短期、中長期）

5) 各戦略の具体的な実行方法と予想される効果

6) 改善効果を測定できる具体的な指標

7) 教師一人で行うのが難しい部分の協力策

中学生の発達特性と現在の社会環境（デジタルネイティブ、コロナ後の状況など）を考慮した、現

実的で実行可能な案を提示してください」

このような総合的な分析を通じて、教師はクラス内で起きている多様な現象をより深く理解し、根

本的な解決策を講じることができるようになります。個別の出来事を別々に見るのではなく、全体

的な文脈で理解することが重要です。

AI活用の限界と注意点

AIを活用した教師の業務効率化は、確かに多くの利点を持っていますが、同時に注意すべき点もあ

ります。何よりAIはツールに過ぎず、教育の本質的な価値と人間的な関係は依然として教師固有の
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領域であるということを忘れてはなりません。

また、生徒の個人情報保護とデータセキュリティに格別の注意を払わなければなりません。AIシス

テムが収集・分析するデータには、生徒の敏感な個人情報が含まれる可能性があるため、これを安

全に保護し、倫理的に活用することが非常に重要です。

最後に、AIに過度に依存しないよう注意する必要があります。AIはパターンを見つけ、データを分

析することには優れていますが、教育的な判断と人間的な直感は依然として教師だけが持つ固有の

能力です。AIの分析結果を参考にしつつ、最終的な教育的決定は教師の専門性と経験に基づいて下

すべきです。

AI時代の新しい評価方式

AI時代に突入した以上、生徒が授業や課題にAIを活用することは、決して禁止できない現実です。

重要なのは、これを無条件に防ごうとするよりも、正しい活用方法を教え、適切な評価方式を導入

することです。次のような方法で教育と評価を補完することができます。

思考プロセスの透明化

生徒にAIを活用した成果物を提出させる際は、必ずそのプロセスを併せて説明させるようにします。

どのようなプロンプトを使用したか、どのような作業指示を出したか、AIの回答をどのように修正・

補完したかなどの全過程を詳細に記録させます。これにより、生徒の実際の思考能力とAI活用能力

を同時に評価することができます。

その場での説明による評価

生徒がAIの助けを借りて完成させた課題やプロジェクトについて、本人が何の資料も使わずに直接

口頭で説明させるべきだという趣旨です。この時はAIや他の資料を参照することはできず、ただ本

人の理解と記憶だけに頼らなければなりません。このプロセスを通じて、生徒が実際に内容をどれ

だけ理解したかを確認することができます。

リアルタイムの討論および録音による評価

上記のような方式で、複数の生徒に討論を行わせ、その討論の過程を録音します。AI時代には音声

をテキストに変換することは難しくないため、録音された討論内容をテキスト化した後、それに基

づいて生徒の思考力、論理力、コミュニケーション能力を総合的に評価します。このようなリアル

タイムの相互作用能力は、AIが代替できない人間固有の能力であるため、より重要な評価要素とな

ります。

このような方式の評価は、AIの活用を禁止するのではなく、AIと共に成長する能力を養うことに焦

点を当てたものです。生徒はAIをツールとして活用しつつ、自分自身の思考と判断能力を失わない

ようバランスを維持できるようになります。

教師の業務効率化のためのAI活用は、結局のところ、教師が本来の教育活動により集中できるよう

にすることが目標です。反復的で定型化された業務はAIに処理させ、教師は生徒との人間的な相互

作用、創造的な教育活動の設計、個々の生徒の成長支援などにより多くの時間とエネルギーを投入



107

できるようになるのです。このような変化が成功裏に行われれば、教師はより意味がありやりがい

のある教育活動ができるようになるでしょうし、生徒もまた、より良い教育体験ができるようにな

るでしょう。第4部 高校生とAIの真剣な出会い ― 未来の人材へと成長するために

高校は、生徒が成人へと歩み出し、将来の進路を具体的に準備する決定的な時期です。この段階に

おいて人工知能は、単なる学習ツールを超え、生徒が複雑な問題を解決し、深みのある研究を遂行

し、未来社会が求める核心的な能力を養えるよう助ける強力なパートナーとしての役割を果たしま

す。現在、世界的に教育界はAI時代にふわさしい新しい学習方法と評価体系を模索しており、高等

教育の段階ではこのような変化が最もダイナミックに現れています。

← 前の章

全章を見る

次の章 →

1. 大学生顔負けの高度な研究活動 ア. AI研究アシスタントと行う専門資料調査
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1. 大学生顔負けの高度な研究活動 ア. AI研究アシスタントと行う専門
資料調査

1. 大学生顔負けの高度な研究活動 ア. AI研究アシスタントと行う専門資料調査

← 前の章

全章を見る

次の章 →

2. 自分だけの学習の旅をデザインして専門性を磨く ア. 個人に最適化された学習科学で効率的な勉

強法を見つける

1. 大学生顔負けの高度な研究活動 ア. AI研究アシスタントと行う専門資料調査

現代の研究環境において、情報の量は飛躍的に増加しています。高校生が深化研究プロジェクトや

卒業論文を作成する際、膨大な学術資料の中から核心となる情報を見つけ出すのは非常に困難な課

題です。そんな時、AIベースの研究アシスタントサービスが強力なツールとなります。

Elicitの活用戦略

Elicitは、学術論文の検索と分析に特化したAIツールです。高校生がこれを効果的に活用するために

は、まず明確なリサーチクエスチョンを設定する必要があります。例えば、「気候変動が韓国の農

業に与える影響」というテーマで研究する場合、次のようなプロンプトを使用できます。

Climate change impacts on South Korean agriculture in the last 10 years, focusing on crop

yield changes and adaptation strategies

Elicitはこの問いに対して関連論文を探し出し、各論文の要旨をまとめてくれます。学生はこれを通

じて研究の動向を把握し、自身の研究の方向性を具体化することができます。

ClaudeやChatGPTを活用した基礎文献調査

専門ツールを使用する前に、一般的なAIチャットボットでも効果的な文献調査が可能です。Claude

に次のように依頼してみてください。

「気候変動が韓国の農業に与える影響についての研究を始めようとしています。このテーマに関連

する主要な研究分野、キーワード、そして参考になる学術誌や研究機関を提案してください。また、

高校生レベルでアプローチ可能な研究手法も併せて教えてください。」

AIは研究テーマの全体的な文脈を提供し、詳細な研究の問いを導き出すのに役立ちます。その後、

具体的な文献検索のために、次のようなプロンプトを使用することができます。

「上記のテーマについて、最近5年間に発表された主要な研究成果を要約してください。韓国の主要

な作物（米、白菜、リンゴなど）に対する具体的な影響事例があれば詳しく説明してください。」
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Research Rabbit AIを通じた研究ネットワークの探索

Research Rabbit AIは、論文間の関連性を可視化して表示するツールです。学生が一つの論文を見

つけたとき、それに関連する他の論文を簡単に見つけられるようサポートしてくれます。これは研

究の全体的な文脈を理解し、見落としがちな重要な研究を見つけ出すのに非常に有用です。

イ. 複雑なデータも手際よく分析・可視化する

現代社会の多くの問題は、複雑なデータ分析を通じて初めて正しく理解できます。高校生も実際の

データを扱い、意味のあるインサイトを導き出す経験が必要です。

Claudeを活用したデータ分析入門

データ分析の専門ツールを使用する前に、ClaudeやChatGPTのような汎用AIを活用してデータ分析

の基礎を学ぶことができます。例えば、学校給食の満足度調査データがある場合、次のように依頼

できます。

「次の給食満足度データを分析してください：[データ添付]。平均、標準偏差、そして学年別の違

いを計算し、この結果が何を意味するのかを高校生が理解できるように説明してください。また、

このデータを効果的に可視化する方法も提案してください。」

AIは統計的な分析だけでなく、その結果の意味を解釈し、適切な可視化方法を提案してくれるでしょ

う。

PythonとAIの協業による高度な分析

より複雑な分析が必要な場合、ClaudeにPythonコードの作成を依頼することができます。

「気候データ（気温、降水量）と作物の収穫量データの相関関係を分析するPythonコードを書いて

ください。pandasとmatplotlibを使用してデータを読み込み、相関関係を計算し、散布図で可視化

する全工程を含めてください。各ステップにコメントを付けて、初心者でも理解できるようにして

ください。」

AIは完全な分析スクリプトを提供し、各ステップの意味を説明してくれます。学生はこれを通じて

実際のデータサイエンスのプロセスを体験することができます。

ウ. 論文執筆の最初から最後までAIの助けを借りる

学術的なライティングは、高校生にとって最も挑戦的な課題の一つです。AIツールはこの過程で強

力な助っ人の役割を果たしてくれます。

体系的な論文構成を作る

論文執筆の第一段階は、明確な構成を立てることです。Claudeに次のように依頼してみてください。

「『ソーシャルメディアが青少年のメンタルヘルスに与える影響』というテーマで、高校生レベル

の研究論文を書こうとしています。論文の全体構成を提案し、各セクションで扱うべき核心的な内
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容を具体的に提示してください。また、各セクションのおおよその分量も教えてください。」

AIは、序論、文献レビュー、研究方法、結果、考察、結論という標準的な構造を提示し、各部分で

どのような内容をどう扱うべきか詳細に案内してくれます。

論証構造を強化する

論文の核心は論理的な論証です。学生が作成した草稿に対して、次のようにフィードバックを求め

ることができます。

「次は私が執筆した論文の序論部分です：[テキスト添付]。論理の流れが自然か、主張と根拠が明

確に結びついているか検討してください。改善が必要な部分があれば、具体的な修正案を提示して

ください。」

Grammarly AIとQuillBotを活用した文体の改善

専門の校正ツールを使用する前に、一般的なAIでもかなりのレベルの校正が可能です。Claudeに次

のように依頼してみてください。

「次の段落を学術的なライティングスタイルに合わせて修正してください：[テキスト添付]。文法

ミスを校正し、より正確で明確な表現に変えてください。また、口調がインフォーマルすぎる場合

は、アカデミックなトーンに調整してください。」

Grammarly AIは、これよりもさらに精巧な文法チェックとスタイルの提案を提供します。英語で論

文を書く際に非常に役立ちます。QuillBotは文章を様々な方法で書き換えてくれるため、表現の多様

性を高めるのに役立ちます。

← 前の章

全章を見る

次の章 →

2. 自分だけの学習の旅をデザインして専門性を磨く ア. 個人に最適化された学習科学で効率的な勉

強法を見つける
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2. 自分だけの学習の旅をデザインして専門性を磨く ア. 個人に最適化
された学習科学で効率的な勉強法を見つける

2. 自分だけの学習の旅をデザインして専門性を磨く ア. 個人に最適化された学習科学で効率的な勉

強法を見つける

← 前の章

1. 大学生顔負けの高度な研究活動 ア. AI研究アシスタントと行う専門資料調査

全章を見る

次の章 →

2. 自分だけの学習の旅をデザインして専門性を磨く ア. 個人に最適化された学習科学で効率的な勉

強法を見つける

高等教育における最も重要な変化の一つは、学習が個別化されている点です。過去の一律的な教育

方式から脱却し、各学習者の能力や関心、学習速度に合わせたパーソナライズされた教育が現実の

ものとなっています。人工知能はこのような個別化教育の核心的な原動力となり、学習者一人ひと

りが自分だけの学習の旅をデザインし、専門性を深く発展させられるようサポートしています。

世界的に教育格差が深刻化している状況において、AIベースのパーソナライズ学習は、単なる技術

革新を超えて社会的公正を実現するツールとして注目されています。フィンランドやエストニアの

ような教育先進国では、すでにAIベースの適応型学習システムを国家レベルで導入しており、アメ

リカの多くの主要大学でもAIチュータリングシステムを通じて学生の学習成果を大幅に向上させて

います。

LearnLMを活用した学習科学ベースのパーソナライズされた学習体験

学習科学（Learning Science）は、人間がどのように学習するかを研究する学問分野であり、認知

科学、教育心理学、神経科学などの研究成果を総合して効果的な学習方法を提示します。Googleの

LearnLMは、このような学習科学の原理をAIシステムに具現化した代表的な事例です。

LearnLMは単なるAIモデルではありません。これはGeminiをベースに構築された学習特化型のAIモ

デルファミリーであり、学習科学と教育学的原理を深く反映して設計されています。ChatGPTや他

の汎用AIモデルとは異なり、LearnLMは教育のコンテクストにおける効果を最大化するために特別

にトレーニングされています。このモデルは単に情報を提供するだけでなく、実際に学習者が知識

を構成し、理解を深められるよう助ける真の意味での「デジタルチューター」の役割を遂行します。

LearnLMの最も注目すべき特徴は、能動的学習を促進する点です。伝統的なAIモデルが質問に対す

る回答を提供する受動的なアプローチを取るのに対し、LearnLMは相互作用的な練習の機会を創出

し、リアルタイムでフィードバックを提供することで、学習者が積極的に学習プロセスに参加する

よう誘導します。これは、構成主義学習理論の核心的な原理をAIシステムに具現化したもので、学

習者が自ら知識を構成していくプロセスを支援します。
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また、LearnLMは認知負荷の管理に特別な注意を払っています。認知負荷理論によれば、学習者の

ワーキングメモリには限りがあるため、情報を効果的に処理して保存するためには適切な認知負荷

の管理が必要です。LearnLMはこの原理を適用し、明確かつ構造化されたマルチモーダル形式で情

報を提示することで、学習者が集中力と記憶力を最適に維持できるよう助けます。

学習者の個別化という側面では、LearnLMは各学習者の年齢、スキルレベル、学習スタイル、そし

て特定のニーズに応じて、トーン、コンテンツ、学習資料を動的に調整します。これは個別化学習

理論の現実的な具現化であり、すべての学習者が自分のペースと方法に合わせて最適な学習体験を

得られるようにします。

LearnLMのもう一つの重要な特徴は、好奇心を刺激する能力です。内発的動機付け理論に基づき、

このモデルは多様な動機付け戦略を用いて学習者の参加を促し、学習資料に対する真の関心を引き

起こします。これは単なる外発的な報酬ではなく、学習そのものから得られる楽しさや満足感を通

じて、持続的な学習動機を維持できるよう助けます。

メタ認知の発達支援は、LearnLMの最も革新的な機能の一つです。メタ認知とは「考えることにつ

いての考え」であり、自身の学習プロセスを認識し調節する能力を意味します。LearnLMは、学習

者が自身の学習進行状況を計画、モニタリング、省察できるように体系的に案内することで、生涯

学習時代に不可欠な自己主導学習能力を養えるよう助けます。

LearnLMへのアクセス方法と実際の活用

実際にLearnLMにアクセスする方法はいくつかあります。最も直接的な方法はGoogle AI Studioを

通じたものです。Google AI Studioはウェブブラウザを通じて無料でアクセスできる統合開発環境

であり、生成AIモデルのプロトタイピングや実験ができるプラットフォームです。ユーザーは

Googleアカウントでaistudio.google.comにアクセスし、新しいプロンプトを作成して、モデルの

ドロップダウンメニューから「LearnLM 1.5 Pro Experimental」を選択することで、この革新的な

教育用AIを体験できます。

現在、LearnLMは32,000個の入力トークンに制限されており、他のGeminiバージョンの200万トー

クンと比較するとかなりの制約がありますが、ほとんどの教育的な相互作用には十分な容量を提供

しています。この制限は今後改善されることが予想されており、GoogleはすでにLearnLMを

Gemini 2.5に直接統合し、世界最高の学習用モデルへと発展させていると発表しました。

LearnLMはまた、YouTube、Google検索、Google Classroom、かこって検索（Circle to Search）

など、既存のGoogle製品にすでに統合されており、ユーザーが日常的に使用するプラットフォーム

で自然に向上した学習体験の提供を受けることができます。Google Classroomでのパイロットプロ

グラムを通じて、教育者は授業計画の策定、パーソナライズされた学習資料の作成、個々の学生の

ニーズに合わせたコンテンツの差別化などの業務において、LearnLMの支援を受けることができま

す。

価格の面で、LearnLMは非常にアクセシブルなツールです。Google AI Studioを通じた基本的なア

クセスは完全に無料であり、18歳以上の学生は2026年の期末試験までGoogle AI Proプランを無料

で使用できる特別な特典が提供されます。この学生用無料プランには、Gemini 2.5 Proへのアクセ

ス、Deep Research機能、NotebookLMの向上した機能、そして2TBのストレージ容量が含まれて
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おり、学業に必要なほとんどのAI機能を無料で活用できます。

汎用AIを活用した学習科学の原理の適用

しかし、LearnLMのような専門システムにアクセスしにくい状況でも、ClaudeやChatGPT、Gemini

といった一般的なAIシステムを活用して、学習科学の原理を適用したパーソナライズされた学習を

体験することができます。これらの汎用AIツールを教育的に活用する場合、適切なプロンプト設計

と相互作用戦略を通じて、LearnLMと同様の学習効果を得ることができ、これはより多くの学習者

がAIベースのパーソナライズ学習の恩恵を受けられる現実的な方策を提示しています。

効果的なパーソナライズ学習の第一歩は、自分の学習スタイルと好みを把握することです。そのた

めに、AIとの対話を通じて体系的な自己分析を行うことができます。Claudeに次のように依頼して

みてください。

「私の学習スタイルを分析し、自分に合った学習戦略を立てたいです。次の情報をもとに、私にとっ

て最も効果的な学習方法を提案してください。

・私は視覚的な資料（グラフ、図表、画像）を見ると理解が早いです

・新しい概念を学ぶとき、具体的な例示があると理解できます

・一人で勉強するよりも、誰かと討論しながら学ぶほうがよく記憶に残ります

・数学と理科の科目は好きですが、暗記中心の学習は苦手です

・集中力が30～40分ほど持続し、その後は休憩が必要です

このような特性を持つ私に、物理学を効果的に学習できる具体的な戦略を提示してください。一日

の学習計画表も一緒に作成してください。」

AIはこれらの情報を総合して、視覚的な学習者の特性に合った学習戦略を提示するでしょう。例え

ば、物理の概念を視覚化できるツールの推奨、討論型学習のためのオンラインコミュニティ活用法、

そして集中力のパターンに合わせた学習スケジュールなどを含む総合的な計画を受け取ることがで

きます。

学習科学の核心的な原理の一つに「適応型学習（Adaptive Learning）」があります。これは、学習

者の理解度や進度に応じて学習内容と難易度をリアルタイムで調整する方式です。一般的なAIシス

テムを活用しても、このような適応型学習を体験することができます。

「私は微積分を学んでいますが、極限の概念はよく理解できたものの、連続性と微分可能性の関係

で行き詰まっています。

私が理解した内容を確認し、不足している部分を補えるように段階的に学習を案内してください。

まず、私が極限について知っている内容を説明します。

その次に、連続性に対する私の理解を点検してください。
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最後に、微分可能性までつなげて理解できるように助けてください。

各段階で私が確実に理解しているかを確認する質問も投げかけてください。必要であれば、より簡

単な例や別の説明方式を提示してください。」

このようにAIと対話すれば、学習者の現在の理解レベルを正確に把握し、次のステップへと自然に

つなげることができます。AIは学習者が苦労している部分を感知すると、自動的にさらに簡単な説

明や追加の例を提供して、学習のギャップを埋めてくれます。

メタ認知能力の開発を通じた自己主導学習

学習科学で強調されるもう一つの重要な概念は「メタ認知（Metacognition）」です。これは自身

の学習プロセスを認識し調節する能力であり、生涯学習時代に不可欠な能力です。AIは、学習者が

自身の学習プロセスを客観的に省察できるよう助けてくれます。

「私の学習プロセスを分析し、改善点を見つけたいです。先週の化学の勉強パターンを説明します。

月曜日：2時間連続で有機化学の理論を学習、疲れにより集中力が低下

火曜日：30分ずつ3回に分けて問題を解答、理解度が高かった

水曜日：友達と1時間、難しい概念について討論、多くの気づきを得た

木曜日：オンライン講義を1時間視聴してすぐに就寝、あまり記憶に残っていない

金曜日：前の単元を復習しながら概念を整理、全体的なつながりが理解できた

このパターンを分析して、

1. どの学習方式が私に最も効果的か見つけてください

2. 非効率的な部分はどのように改善できるか提案してください

3. 来週の学習計画をより効果的に立てる方法を教えてください」

AIはこのような学習パターンを分析して、個々の学習者に最適化された学習戦略を導き出してくれ

ます。例えば、分散学習の効果、社会的学習の重要性、そして想起練習の必要性といった学習科学

の原理を具体的な状況に適用して説明してくれるでしょう。

現在、LearnLMにはいくつかの制限事項があります。時として十分に励ますようなトーンでコミュ

ニケーションが取れないことがあったり、学生の回答の正確性を識別するのに苦労したりすること

があります。また、他の生成AIモデルと同様に、ハルシネーション（もっともらしい嘘）、つまり

誤った情報を生成する可能性もあります。しかし、このような限界にもかかわらず、LearnLMは教

育分野におけるAIの活用可能性を示す革新的なツールであり、今後さらに発展してパーソナライズ

された学習体験の新しいスタンダードを提示することが期待されます。

イ. 24時間いつでも助けてくれるAI家庭教師システム
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AIチュータリングシステムの最大の利点は、時間と場所の制約なくパーソナライズされた学習支援

を受けられる点です。ジョージア工科大学のJill Watson、Khan AcademyのKhanmigo、Duolingo

のAIチューターなどは、すでに数百万人もの学習者に効果的な学習体験を提供しています。しかし、

このような専門システムにアクセスしにくい状況でも、一般的なAIを活用して同レベルのパーソナ

ライズされたチュータリングを受けることができます。

ソクラテス式対話を通じた深みのある学習

AIチューターの最も強力な機能の一つは、ソクラテス式対話法を通じて学習者自らが答えを発見で

きるよう助けることです。これは単に正解を提供するよりも、はるかに深みのある理解を可能にし

ます。ソクラテス式メソッドは、古代ギリシャの哲学者ソクラテスが用いた教育方法で、直接的な

回答の代わりに体系的な質問を通じて、学習者が自ら真理を発見できるよう導く技法です。

「私は経済学で『機会費用』の概念を学んでいますが、理論的には理解できても実際の状況に適用

するのが難しいです。

直接答えを教えずに、ソクラテス式の質問を通じて私が自らこの概念を完全に理解できるように助

けてください。

次のシチュエーションから始めてください。『高校生である私が、週末にアルバイトをするか、

SAT対策の塾に行くか悩んでいます。』

この状況において、機会費用の概念を私が自ら発見できるように、適切な質問を段階的に投げかけ

てください。」

AIはこのようなリクエストに対して、「その二つの選択肢のうち一つを選んだら、何を諦めること

になりますか？」といった誘導質問から始め、学習者が自ら機会費用の本質に気づけるように体系

的に対話をリードしていくでしょう。このようなアプローチは学習者の思考力を養い、概念に対す

る深い理解を促進します。

リアルタイムフィードバックと誤概念の矯正

AIチューターのもう一つの重要な役割は、学習者の誤概念を即座に発見して矯正することです。こ

れは伝統的な教室環境では容易ではありませんが、AIとの一対一の相互作用では非常に効果的に具

現化できます。誤概念とは学習プロセスの中で自然に形成される誤った理解のことで、これを早期

に発見して矯正しなければ、その後の学習において深刻な障害となる可能性があります。

「物理の問題を解いているのですが、私の解答プロセスを検討してください。

問題：摩擦のない傾斜面で質量5kgの物体が10m/sの速度で上昇し、停止しました。傾斜面の高さ

は？

私の解答：

運動エネルギー = (1/2)mv² = (1/2) × 5 × 10² = 250J

位置エネルギー = mgh = 5 × 10 × h = 50h
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エネルギー保存：250 = 50h

したがって、h = 5m

私の解答は合っていますか？間違っているならどこでミスをしたのか、そして正しいアプローチは

何なのか説明してください。」

AIはこのような問題において、解答プロセスの各ステップを検討し、正確な部分は励まし、誤りの

ある部分は具体的に指摘して矯正できるよう助けてくれるでしょう。この例では解答が正しいため、

学習者の理解を確認し、関連する発展的な概念を追加で説明することができます。

パーソナライズされた問題作成と難易度の調整

AIチューターには、学習者のレベルに合わせた問題を無限に生成できるという利点があります。こ

れは十分な練習の機会を提供しながらも、退屈さを防ぐことができる効果的な方法です。適応型問

題生成は、学習者の現在の能力と学習進度をリアルタイムで分析し、最適な挑戦レベルを提供する

高度な教育技法です。

「私は二次関数を勉強しています。現在のレベルは以下の通りです。

・一般形 ax² + bx + c のグラフ作成：可能

・頂点形 a(x-h)² + k への変換：可能

・判別式を用いた実数解の判定：苦手

・二次関数の最大値・最小値を求める：普通

私のレベルに合った練習問題を5つ作ってください。簡単すぎず難しすぎず、現在理解している内容

を活用しながら、新しい概念も自然に身につけられるような問題をお願いします。

各問題を解き終わるごとに次の問題を出してください。もし私が間違えたらヒントを出し、再度挑

戦できるようにしてください。」

このようにAIと対話すれば、個々の学習者のペースと理解度に合わせて段階的に学習の難易度を上

げながら、効果的に実力を向上させることができます。AIは学習者の達成度を継続的にモニタリン

グし、適切なタイミングで新しい概念を導入したり復習を提案したりします。

学習意欲の維持と達成感の提供

長期的な学習プロセスにおいてモチベーションを維持することは非常に重要な課題です。AIチュー

ターは学習者の進捗状況を追跡し、適切な励ましとフィードバックを提供することで、学習動機を

継続的に維持できるよう助けます。動機付けの維持は認知的な側面だけでなく、情緒的な側面にお

いても学習効果に大きな影響を及ぼす重要な要素です。

「私は先月からプログラミングを独学しています。これまでの学習進捗を共有するので分析してい

ただき、今後の学習計画とモチベーション維持のための方策を提案してください。
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学習進捗：

1週目：Pythonの基礎文法（変数、データ型、条件分岐）

2週目：繰り返し処理と関数（for、while、def）

3週目：リストと辞書の活用

4週目：ファイルの入出力と例外処理

難しかった点：

・関数の引数と戻り値の概念が混乱した

・辞書の活用が思ったより複雑だった

・エラーメッセージを読んで解決するのが難しかった

達成感を感じた点：

・簡単な計算機プログラムを作ったとき

・ファイルからデータを読み込んで処理したとき

次の学習目標：ウェブスクレイピングでデータ収集を行う」

AIはこのような情報をもとに学習者の成果を客観的に評価し、難しかった部分に対する追加の学習

プランを提示し、今後の学習計画を具体的に立てるのを助けてくれるでしょう。また、学習プロセ

スで感じた達成感をもとに、持続的な動機付けの戦略もあわせて提案することができます。

ウ. 未来の職業のためのスキルロードマップを描く

21世紀の職業の世界は急速に変化しており、新しい技術や職務が次々と登場しています。このよう

な環境において学習者は、単に現在の知識を習得するだけでなく、未来の変化に対応できる能力を

養い、戦略的にキャリアを設計する必要があります。AIベースのスキルスタックプラットフォーム

は、このような長期的な学習の旅とキャリア開発を体系的に支援します。

パーソナライズされたキャリアパスの探索

現代の高校生は、以前の世代よりもはるかに多様で複雑な進路の選択肢を持っています。AIとデジ

タル技術の発展により新しい職業が生まれ続けており、伝統的な進路相談だけでは不十分です。AI

は膨大な職業情報と市場動向を分析し、パーソナライズされたキャリアアドバイスを提供できます。

このような分析は、労働統計、技術トレンド、教育要件、そして個人の適性や関心を総合的に考慮

して行われます。

「私は数学とコンピュータが好きな高校2年生です。具体的な関心事と現在の状況を伝えますので、

私に合った進路を探索してください。
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関心分野：

・データを分析してパターンを見つけるのが好き

・複雑な数学の問題を解くことに興味を感じるが、純粋数学よりは実用的な適用を好む

・社会問題（環境、不平等など）に関心が強い

・人とのコミュニケーションも好きだが、一人で集中して作業するのも苦にならない

現在の能力：

・Pythonの基礎プログラミングが可能

・統計学の基礎を理解

・英語力：中級レベル

・数学の成績：上位10%以内

このような私に適した職業を提示し、各職業別に以下を詳細に教えてください。

1. 具体的な業務内容と一日のスケジュール

2. 必要な学位とスキルスタック

3. 現在から大学卒業までの準備計画

4. 10年後のこの分野の展望と変化の予想」

AIはこのような個人情報を総合して、データサイエンティスト、ソーシャルインパクトアナリスト、

環境データ専門家、政策アナリストといった具体的な職業を提示し、それぞれに対する現実的で実

行可能な計画を提供するでしょう。この分析には、該当する職業の成長見通し、平均年収、必要な

教育パス、そして業界の主要企業に関する情報も含まれます。

スキルスタックロードマップの設計

現代の多くの職業は、複数のスキルの組み合わせを要求します。技術分野では絶えず新しいツール

や手法が登場するため、体系的なスキル学習計画が不可欠です。AIは目標とする職業に必要なスキ

ルを分析し、学習者の現在のレベルから始めて段階的に能力を積み上げていけるロードマップを提

示します。このようなロードマップは、スキル間の依存関係、学習の難易度、そして市場での需要

を考慮して最適化されます。

「私はUX/UIデザイナーになりたいです。現在の状況と目標を伝えますので、具体的なスキル学習ロー

ドマップを作成してください。

現在の状況：
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・Adobe Photoshopの基礎的な使用が可能

・HTML/CSSの基礎知識がある

・デザイン理論はほとんど知らない

・ユーザーエクスペリエンス（UX）に対する理解が不足している

・ポートフォリオがない

目標：

・2年後に大学の関連学科に進学

・3年後にインターンシップに応募可能なレベル

・5年後にジュニアデザイナーとして就職

次の事項を含めてロードマップを作成してください。

・段階的な学習順序と各段階の目標

・各スキルを習得するのに必要な予想時間

・おすすめの学習資料と実習プロジェクト

ポートフォリオ構成戦略

途中で実力をチェックできる方法

各段階で参加できるコミュニティや大会」

AIはこのようなリクエストに対し、色彩学やタイポグラフィといった基礎デザイン理論から始め、

FigmaやSketchといった専門ツールの使い方、ユーザーリサーチの手法、プロトタイピング技術ま

で、体系的な学習順序を提示するでしょう。また、各ステップで具体的なプロジェクトを提案し、

実務経験を積めるよう助けてくれます。

市場動向分析と未来予測

AIはリアルタイムで変化する市場動向と技術トレンドを分析し、学習者が未来の変化に備えられる

よう助けます。これは、急速に変化する技術分野において非常に重要な価値を提供します。市場分

析には、求人情報の分析、企業の投資動向、技術の発展パターン、そして教育機関のカリキュラム

の変化など、多様なデータソースが活用されます。

「私は現在、サイバーセキュリティ分野に関心を持って勉強しています。この分野の現在の動向と

未来の展望を分析し、私の学習計画を調整する助けとなる情報をください。

現在学習中の分野：
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・ネットワークセキュリティの基礎

・暗号学の理論

・Linuxシステム管理

質問事項：

1. サイバーセキュリティ分野で現在最も需要の高い専門領域は？

2. AIと機械学習がサイバーセキュリティにどのような影響を与えているか？

3. 5年後にはどのような新しいセキュリティの脅威と技術が重要になるか？

4. 現在私が学習している分野は、未来でも依然として重要か？

5. 追加で学習すべき新しい技術や分野はあるか？

これらの分析をもとに、私の学習計画をどのように修正すべきか具体的なアドバイスをお願いしま

す。」

AIはこのような質問に対し、クラウドセキュリティ、IoTセキュリティ、AIセキュリティといった新

しい専門分野の台頭、ゼロトラストアーキテクチャの拡散、量子コンピュータが暗号学に及ぼす影

響など、総合的な分析を提供するでしょう。また、現在学習中の基礎分野の継続的な重要性を確認

しつつ、同時に新しく浮上している分野への学習計画もあわせて提示します。

ネットワーキングとメンタリングの機会創出

成功的なキャリア開発のためには、技術的な能力だけでなく、人的ネットワークとメンタリングも

重要です。AIは学習者の関心事や目標に基づき、適切なコミュニティ、イベント、メンターを見つ

けるのを助けることができます。ネットワーキングは単なる人脈作りではなく、業界の実際の動向

を把握し、キャリアの機会を発見し、専門的な成長のためのアドバイスを得る重要な活動です。

「私は環境工学を専攻しようとしている高校生です。この分野の専門家たちとネットワーキングし、

実務経験を積みたいのですが、具体的な方法を提案してください。

目標：

・環境工学分野の現職の専門家たちと対話する

・大学生レベルのプロジェクトや研究に参加してみる

・関連企業や研究所の見学機会を探す

・同じ関心を持つ仲間とスタディグループを作る

現在の状況：
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・学校で環境クラブ活動中

・基礎的な化学、生物の知識を保有

・英語で簡単な意思疎通が可能

・ソウル在住

次のような情報を提供してください。

1. オンラインで参加できる環境工学のコミュニティやフォーラム

2. 高校生でも参加可能な環境関連の大会やプロジェクト

3. 専門家のメンターを探せるプラットフォームやプログラム

4. 関連企業の見学やインターンシップの機会

5. 大学の研究室とつながる方法」

AIはこのようなリクエストに対し、具体的かつ実行可能な方策を提示するでしょう。例えば、

LinkedInで環境工学の専門家をフォローする方法、環境部や韓国環境公団が運営する青少年向けプ

ログラムの情報、大学の高校生対象の研究体験プログラムなどを紹介することができます。

このように、AIベースのパーソナライズ学習システムは、単に知識を伝達することを超えて、各学

習者が自分だけのユニークな学習の旅をデザインし、未来のキャリアを体系的に準備できるよう総

合的な支援を提供します。これは教育の個別化と民主化を同時に実現する強力なツールであり、す

べての学習者が自身の潜在能力を最大限に発揮できる機会を提供します。

← 前の章

1. 大学生顔負けの高度な研究活動 ア. AI研究アシスタントと行う専門資料調査

全章を見る

次の章 →

弁護士 · 元国会議員 · AI政策研究者

kimkj.com

© 2026 金京鎮. All rights reserved.



122

3. 未来の社会人になるための実践的な力を育てる

← 前の章

2. 自分だけの学習の旅をデザインして専門性を磨く ア. 個人に最適化された学習科学で効率的な勉

強法を見つける

全章を見る

次の章 →

現在、私たちが生きている時代は、技術の急速な発展とともに職業の世界が根本的に変化している

転換点にあります。世界経済フォーラムの最新のレポートによると、2030年までに現在存在しない

新しい職業が全雇用の65%を占めると予測されています。このような環境において、高校生が未来

の社会で成功を収めるためには、単なる知識の習得を超え、複雑な問題を解決し、創造的なアイデ

アを具現化し、実際のビジネスシーンで効果的に意思決定を下せる総合的な能力を養うことが不可

欠です。

起業家精神は、もはや起業を夢見る一部の学生だけの専有物ではありません。今日の起業家精神は、

問題を発見して解決策を見出す創造的な思考力、不確実な状況でも果敢な決定を下せる意思決定能

力、そして多様なステークホルダーと協力して価値を創出する協業能力を包括する概念へと拡張さ

れました。これらの能力は、伝統的な大企業で働く会社員、公的機関の公務員、さらには芸術家や

研究者にとっても必須の要素となっています。

人工知能は、このような未来型の能力を開発する過程において、強力な学習ツールであり実習環境

を提供します。AIを活用すれば、現実では試みることが難しい多様なシナリオを安全に実験し、複

雑なビジネス状況をシミュレーションし、創造的なアイデアを具体的な実行計画へと発展させるこ

とができます。さらに、世界中の成功事例や失敗事例を分析して検証済みの手法を学び、個人の特

性や目標に合わせたパーソナライズされた学習体験を受けることができます。

a. AIと共に創造的な問題解決者になる

創造的な問題解決能力は21世紀の中核的な能力として認められており、これは単に新しいアイデア

を思い浮かべることにとどまらず、複雑で曖昧な問題状況を体系的に分析し、実現可能な解決策を

導き出す総合的な思考プロセスを意味します。AIは、このような創造的思考プロセスの各段階で強

力なサポートを提供し、アイデア発想の段階では無限の可能性を探索できるブレインストーミング

のパートナーとしての役割を、検証段階では客観的かつ多角的な分析を提供する助言者としての役

割を果たします。

体系的な問題定義と分析

効果的な問題解決の第一歩は、問題を明確に定義し、その本質を把握することです。AIは、学習者

が複雑な状況の中で核心的な問題を特定し、構造化できるよう、体系的なアプローチ方法を提示し

ます。例えば、学校で発生する食品ロス（食べ残し）問題を解決したい学生がいる場合、Claudeに

次のように相談することができます。
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「私たちの学校で食品ロスが多く発生している問題を解決したいです。この問題を体系的に分析し、

根本原因を把握して、実現可能な解決策を見つけられるように手伝ってください。まず、この問題

が発生している多様な原因を多角的に分析し、各原因の重要度と解決の可能性を評価してください。

」

AIは、このようなリクエストに対して問題を多次元で分析するよう案内してくれるでしょう。給食

システムの構造的な問題、学生の食習慣と好み、給食の計画と調理プロセスの効率性、残飯処理シ

ステムの懸念点などを体系的に検討し、各要因が互いにどのように結びついているかをシステム的

な観点から理解できるよう助けてくれます。

デザイン思考手法の実際への適用

デザイン思考は、人間中心のアプローチを通じて革新的な解決策を導き出す検証済みの手法で、共

感、問題定義、アイデア発想、プロトタイプ制作、テストの5段階で構成されています。AIは各段階

で具体的なツールと方法を提示し、学習者が実際にこの手法を体験できるようサポートします。

「デザイン思考の手法を使って、食品ロス問題を解決するプロセスをステップごとに案内してくだ

さい。各ステップで具体的にどのような活動をすべきか、どのような問いを投げかけるべきか、そ

してどのようなツールを使用できるかを詳しく教えてください。高校生が実際に実行できる現実的

な方法で構成してください。」

AIは「共感」ステップでは、多様な利害関係者（給食担当者、調理員、学生、教師、保護者）の視

点を理解するためのインタビュー質問案を作成し、観察チェックリストを作って給食時間の実際の

状況を記録する方法を提示してくれるでしょう。「問題定義」ステップでは、収集された情報に基

づいて核心的な問題を明確に表現する問題定義文を作成する方法を、「アイデア発想」ステップで

は、ブレインストーミング技法とともに創造的思考を刺激する多様なツールを紹介してくれます。

創造的なアイデアの発想と発展

創造性は、無から有を創造する神秘的な能力ではなく、既存のアイデアを新しい方法で組み合わせ、

発展させる体系的な思考プロセスです。AIは、このような創造的思考プロセスを促進する強力なツー

ルとして活用できます。

「PM2.5（微小粒子状物質）の問題を解決できる革新的なアイデアをブレインストーミングしたい

です。従来の一般的な解決策を超えて、高校生の視点で実現可能かつ創造的なアイデアを一緒に考

えたいです。私が提示する初期のアイデアを基にさらに発展させ、新しい視点からアプローチでき

る方向性を提案してください。」

AIは、このようなリクエストに対して多様な創造的思考技法を活用し、アイデアを拡張していきま

す。例えば、既存の空気清浄機やマスク着用といった個人的な解決策から出発し、植物を活用した

自然な解決策、技術を活用した革新的な解決策、社会的参加を通じた集団的な解決策などへと思考

の範囲を広げることができます。また、各アイデアの長所と短所を分析し、実現可能性を評価し、

より良い結果のために複数のアイデアを組み合わせる方法も提示してくれます。

アイデアの検証と改善
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創造的なアイデアが実際の価値を創出するためには、徹底した検証と持続的な改善プロセスを経る

必要があります。AIは、このような検証プロセスにおいて客観的かつ多面的な分析を提供すること

ができます。

「先ほど議論したPM2.5解決のアイデアの中で、最も有望な3つを選定し、それぞれについて深掘り

して分析してください。技術的実現可能性、経済的妥当性、社会的受容性、環境への影響、そして

高校生が実際に推進できる現実性を基準に評価し、各アイデアをさらに発展させられる具体的な方

向性を提示してください。」

AIは、このような多面的な分析を通じて各アイデアの強みと弱みを明確にし、弱点を補完したり強

みを最大化したりできる具体的な改善案を提示してくれるでしょう。また、類似のアイデアを実際

に具現化した事例を紹介し、実際の適用過程で予想される課題と機会をあらかじめ把握できるよう

助けてくれます。

b. 実務経験の積み上げと賢明な意思決定の練習

実務経験は、理論的な知識を実際の状況に適用する能力を養うために不可欠ですが、高校生が実際

のビジネス環境で有意義な経験を積むのは容易ではありません。AIベースのシミュレーションは、

このような限界を克服し、安全な環境で多様なビジネス状況を体験できる革新的な学習機会を提供

します。シミュレーションを通じた学習は、実際の状況の複雑さと不確実性を再現しながらも、失

敗による負担なく試行錯誤を通じて学べるという大きなメリットがあります。

仮想ビジネス運営の体験

実際の企業を運営するかのような、複合的な意思決定の経験をAIと共にシミュレーションできます。

このようなシミュレーションは単なるゲームではなく、実際のビジネスの複雑さと相互関連性を反

映した体験的な学習環境です。

「環境に配慮した製品を販売するスタートアップを創業したと仮定して、多様なビジネス状況にお

ける意思決定プロセスをシミュレーションしたいです。製品開発、マーケティング戦略、資金調達、

人事など、さまざまな状況をシミュレーションとして作成し、私が下した決定に対して現実的な結

果とフィードバックを提供してください。各決定が他の領域に及ぼす影響も併せて分析してくださ

い。」

AIは、このようなリクエストに対して実際のスタートアップが直面する多様なシナリオを提示して

くれるでしょう。例えば、「製品発売から6ヶ月後、競合他社が類似製品をより低価格で発売しまし

た。当社の製品の販売量が30%減少し、投資家が懸念を表明しています。この状況でどのような戦

略を選択しますか？」といった現実的なジレンマを提示し、学習者の選択による多様な結果をシミュ

レーションすることで、意思決定の波及効果を体験できるよう助けてくれます。

危機状況への対応とリーダーシップの開発

ビジネスの世界では、予期せぬ危機状況が頻繁に発生し、そのような状況での対応能力が成功と失

敗を分ける重要な要素となります。AIシミュレーションを通じて、多様な危機状況を安全に経験し、

対応戦略を学ぶことができます。
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「私が運営する架空のオンライン教育プラットフォームが、突然のシステムエラーにより1週間サー

ビスを中断しなければならない状況が発生しました。すでに受講料を支払った学生が返金を求めて

おり、メディアでもこの問題が取り上げられ始めています。従業員は不安を感じており、投資家は

緊急会議を求めています。このような複合的な危機状況において、CEOとしてどのような順番で、

どのような方法で問題を解決すべきか、ステップごとにシミュレーションしてください。」

AIは、このような危機状況において優先順位を決める方法、利害関係者別のコミュニケーション戦

略、短期的な損失を最小限に抑えながら長期的な信頼を回復する方法などを体系的に案内してくれ

るでしょう。また、各決定がもたらし得る多様なシナリオを提示し、複雑な状況での戦略的思考力

を養えるよう助けてくれます。

交渉およびコミュニケーションスキルの開発

ビジネス成功の核心的な要素の一つは、多様な利害関係者と効果的にコミュニケーションを取り、

交渉する能力です。AIは、多様な性格や立場を持つ相手の役割を演じ、現実的な交渉の練習機会を

提供できます。

「私が開発したモバイルアプリを大手流通業者に提案する状況をシミュレーションしたいです。相

手は経験豊富な購買担当者で、コスト削減に敏感であり、新技術に対しては保守的な傾向があると

設定してください。私は技術の革新性と長期的な利益を強調しようと考えています。実際のビジネ

ス交渉のように現実的な会話を進め、私の交渉戦略やコミュニケーション方法について具体的なフィ

ードバックを提供してください。」

AIは、このようなロールプレイングを通じて実際のビジネス交渉のダイナミズムを再現し、学習者

が相手の立場を理解してWin-Winの解決策を見出していくプロセスを練習できるよう助けてくれま

す。また、交渉過程で使用した言葉の有効性、論理的根拠の説得力、感情的なアピールの適切さな

どについて、きめ細かな分析と改善案を提供してくれます。

c. 事業計画からマーケティングまで、起業シミュレーション

ビジネス計画の策定は、アイデアを実際の事業として具現化するための具体的なロードマップを作

成するプロセスであり、市場分析、競合分析、財務計画、マーケティング戦略など、多様な要素を

総合的に考慮しなければならない複雑な作業です。AIは、このような複雑な計画策定のプロセスに

おいて、データ分析、戦略立案、そして実行計画の具体化など、各段階で専門的なサポートを提供

できます。

総合的な事業計画書の作成

事業計画書は、単にアイデアを文書化するものではなく、事業の妥当性を検証し、実行戦略を具体

化する戦略的な文書です。AIは、各セクションごとに体系的な分析と計画策定を支援できます。

「高校生を対象としたオンラインメンタリングプラットフォーム事業を計画しています。先輩大学

生が後輩の高校生に、進路相談や学習指導を提供するサービスです。このアイデアを基に、完全な

事業計画書を作成するプロセスをステップごとに手伝ってください。市場分析から始まり、競合他

社分析、サービスモデルの設計、収益構造、マーケティング戦略、運営計画、財務予測までを含め
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た全体的な事業計画を体系的に策定したいです。」

AIは、このようなリクエストに対して、まず市場分析のための体系的なアプローチ方法を提示して

くれるでしょう。教育市場の規模やトレンド、オンライン教育プラットフォームの成長率、ターゲッ

ト顧客である高校生のニーズと消費パターンなどを分析する方法を案内し、各種統計資料やアンケー

ト調査方法を活用して定量的な根拠を確保する方法を提示してくれます。競合他社分析では、既存

のオンライン教育プラットフォームとの差別化ポイントを導き出し、市場でのポジショニング戦略

を策定できるよう助けてくれます。

デジタルマーケティング戦略の設計と実行

現代のビジネス環境において、デジタルマーケティングは選択ではなく必須となっており、若い世

代をターゲットとするサービスの場合、デジタルチャネルを通じたマーケティングが成功の鍵とな

ります。AIは、ターゲット顧客の分析からコンテンツ戦略、広告の配信、成果の測定まで、デジタ

ルマーケティングの全プロセスを体系的にサポートできます。

「オンラインメンタリングプラットフォームのデジタルマーケティング戦略を策定したいです。ター

ゲット顧客である高校生が主に使用するデジタルプラットフォームと、彼らのオンライン行動パター

ンを分析し、各チャネルに適したマーケティング戦略を提示してください。また、限られた予算で

最大限の効果を得るための優先順位と実行計画も併せて教えてください。」

AIは、高校生たちのデジタルメディア利用パターンを分析し、Instagram、TikTok、YouTube、

Discordなど主要プラットフォーム別の特性とマーケティングアプローチを提示してくれるでしょう。

各プラットフォームで効果的なコンテンツの種類、最適な投稿時間、ハッシュタグ戦略、インフル

エンサーの活用方法などを具体的に案内し、ROI（投資利益率）を考慮した予算配分戦略も併せて提

供してくれます。

ActiveCampaignやMojoのような専門的なマーケティングツールを活用する前に、一般的なAIツー

ルを通じて基本的なマーケティング戦略の枠組みを完成させることができます。「当社のメンタリ

ングプラットフォームのターゲット顧客に、最も魅力的に感じてもらえるブランドストーリーとメッ

セージを開発してください。高校生が共感できる言葉とトーン＆マナーで、多様なマーケティング

コピーやコンテンツのアイデアを提案してください」といったリクエストを通じて、ブランディン

グの基礎を固めることができます。

データに基づく意思決定と成果の最適化

成功的なビジネス運営のためには、直感や推測ではなく、データに基づく意思決定が不可欠です。

AIは、多様なビジネスデータを分析して解釈し、実行可能なインサイトを導き出すための強力なツー

ルとなります。

「メンタリングプラットフォームを6ヶ月間運営した結果、次のようなデータが蓄積されました。月

間訪問者数15,000人、会員登録率3%、有料転換率8%、月間解約率15%、顧客満足度4.2/5点、

主な流入経路はソーシャルメディア40%、検索エンジン30%、紹介20%、その他10%です。この

データを総合的に分析して現状を診断し、成果を改善できる具体的な戦略を提示してください。」
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AIは、このようなデータを基に現在のビジネスの強みと弱みを客観的に分析してくれるでしょう。

例えば、相対的に低い会員登録率はランディングページの最適化の必要性を、高い月間解約率はカ

スタマーリテンション（顧客維持）戦略の改善の必要性を示唆していると分析できます。また、各

改善ポイントに対してA/Bテストの設計、顧客フィードバックの収集方法、競合他社のベンチマー

キングなど、具体的な実行プランを提供してくれます。

このようなAI活用を通じた未来型の職業能力開発は、高校生が単に知識を習得することを超え、実

際のビジネス環境で求められる複合的な思考力と実行力を養うことを助けます。問題解決、創造的

思考、戦略的計画の策定、データ分析、コミュニケーションなどの能力は、どの分野で働くにせよ

必須の基本素養となっており、AIとの協業を通じてこれらの能力を効果的に開発することができま

す。重要なのは、AIを単なる情報提供ツールではなく、思考のパートナーであり学習の助演者とし

て活用し、人間固有の創造性と判断力をさらに発展させることです。

← 前の章

2. 自分だけの学習の旅をデザインして専門性を磨く ア. 個人に最適化された学習科学で効率的な勉

強法を見つける

全章を見る

次の章 →

弁護士 · 元国会議員 · AI政策研究者

kimkj.com

© 2026 金京鎮. All rights reserved.
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4. AIを正しく使う倫理意識を育てる

← 前の章

全章を見る

次の章 →

人工知能が私たちの教育現場に深く浸透する中で、まるで強力な道具を初めて手にした時のように、

期待と同時に慎重さが求められる時期に来ています。高校生がAIを活用する際に最も重要なのは、

単に技術の使い方を習得することではなく、その技術がもたらし得る影響と責任を深く理解するこ

とです。これは、運転免許を取得するために車の操作方法だけでなく、交通規則や安全ルールを必

ず学ばなければならないのと同じ理屈です。

現在、世界的にAIの倫理的な使用に対する関心が急激に高まっています。欧州連合（EU）のAI法、

米国のAIガイドライン、そして韓国のAI倫理基準などが相次いで発表されていることは、AI技術の

発展スピードと同じくらい、倫理的な考慮事項が重要になっていることを示しています。教育分野

では、学生の学習の誠実性（アカデミック・インテグリティ）と個人情報の保護が核心的な争点と

なっており、これらの問題を解決するための教育的アプローチが切実に求められています。

高校生にAI倫理教育が重要な理由は、彼らがデジタルネイティブ世代としてAIと最も自然に相互作

用しながらも、同時に批判的思考力が完全に成熟していない発達段階にあるからです。彼らはAIを

道具として活用する能力には長けていますが、その道具が持つ限界や危険性については深く考えて

いない可能性があります。したがって、体系的な倫理教育を通じて、AIと健全で生産的な関係を築

けるよう導くことが必要です。

a. AIの偏見と不公平さを深く見つめる

AIのバイアスを理解することは、あたかも眼鏡の度数を正確に知ってこそ世界を正しく見ることが

できるのと同じです。AIシステムは人間が作成したデータで学習するため、そのデータの中に染み

込んでいる人間社会の偏見や不平等がそのまま反映されてしまいます。これはAIが意図的に差別し

ようとしているのではなく、まるで鏡が目の前にあるものをそのまま映し出すように、社会の姿を

学習データを通じて反映しているからです。

例えば、採用応募書類を評価する AI システムが、過去に男性中心で採用を行っていた企業のデータ

で訓練された場合、自然と男性の応募者をより高く評価するバイアスを示すことがあります。これ

はAIが性差別的な意図を持っているからではなく、過去の採用パターンを「成功した採用」の基準

として学習したためです。同様に、翻訳AIが "The doctor is confident" を翻訳する際に自動的に男

性的な表現を使用したり、 "The nurse is caring" を翻訳する際に女性的な表現を使用したりするの

も、同じ文脈で理解できます。

高校生がこのようなバイアスを認識し、批判的にアプローチできるようにするためには、実際の体

験を通じた学習が効果的です。ClaudeやChatGPTのようなAIシステムに対して、様々な状況で同じ

質問を投げかけながら、バイアスを直接観察してみることができます。
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「次の2つのシナリオについて、それぞれ分析してください。1つ目は『25歳の男性、キム・チョル

スが育児休業を申請しました』、2つ目は『25歳の女性、パク・ヨンヒが育児休業を申請しました』

です。それぞれの状況で同僚が見せる可能性のある反応と、会社で考慮すべき事項を分析してくだ

さい。」

このような質問を通じて、AIが性別によって異なる観点や期待値を提示するかどうかを観察できま

す。もし男性の育児休業については「特別な」状況として、女性の育児休業については「自然な」

状況として扱うといった違いが見られるなら、それはAIが学習したデータに含まれる社会的偏見を

反映している可能性があります。

バイアスを発見した時は、それを単に批判するにとどまらず、より公正なアプローチ方法を模索す

ることが重要です。「先ほどの分析に性別によるバイアスがある場合はそれを指摘し、より公正で

バランスの取れた観点から2つの状況を再分析してください」といった追加の質問を通じて、AIに自

身の回答を再検討させることができます。

また、AIのバイアスは文化的、地域的な違いからも現れることがあります。主に西洋文化圏のデー

タで訓練されたAIは、アジア文化圏の価値観や慣習について不正確だったり偏ったりした情報を提

供することがあります。したがって、学生はAIが提供する情報を盲目的に受け入れるのではなく、

常に「この情報は私たちの文化や状況に適しているか？」「別の観点からはどのように見えるだろ

うか？」といった問いを投げかける習慣を身につけることが必要です。

b. 個人情報とデータセキュリティの完璧ガイド

データプライバシーを理解することは、あたかも自分の家の鍵の管理方法を学ぶようなものです。

デジタル時代において、個人情報は新しい形の資産であり、それをどのように保護し管理するかが、

個人の安全とプライバシーを左右します。AIシステムはユーザーとの対話内容、アップロードされ

たファイル、検索パターンなど、様々な形の個人データを収集し処理するため、これに対する正し

い理解と対応が不可欠です。

高校生がよく犯す間違いの一つは、AIシステムに過度に個人的な情報を共有してしまうことです。

初めて会った人に自宅の住所や電話番号を簡単に教えないのと同じように、AIとのやり取りにおい

ても適切な境界線を維持することが重要です。例えば、「私の名前はキム〇〇で、ソウル〇〇区に

住んでいて、学校でいじめられています」といった個人を特定できる具体的な情報を提供する代わ

りに、「高校生の私が学校で友人関係の問題に悩んでいるのですが」といった匿名化された方法で

質問することが望ましいです。

個人情報保護の原則を具体的に実践するためには、情報の機密性（センシティビティ）に応じた分

類が必要です。公開されても大きな問題がない一般的な情報、慎重に扱うべき機密性の高い情報、

および絶対に共有してはいけない極秘情報に分け、それぞれに合った対応戦略を立てる必要があり

ます。一般的な学習の質問や進路の悩みはある程度具体的に共有しても構いませんが、家族の経済

状況、健康情報、個人的な葛藤などは抽象化して質問するのが安全です。

AIサービスごとにデータの処理方法が異なる点も重要です。あるサービスは対話内容をモデルの訓

練に使用しませんが、別のサービスはユーザーの入力を学習データとして活用することがあります。

したがって、AIサービスを使用する前にそのサービスのプライバシーポリシーを確認し、自分のデー
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タがどのように使用されるかを把握する習慣をつけることが重要です。

「AIサービスを使用する際、個人情報を安全に保護しながら効果的に助けを得る方法を具体的に教

えてください。学習関連の質問をする時、どのような情報は共有してもよく、どのような情報は避

けるべきか、そしてそれぞれの状況でどのように質問を構成すべきか、実際の例とともに説明して

ください」といった質問を通じて、個人情報保護の実践方法を具体的に学習できます。

また、ファイルをアップロードする際にも注意が必要です。個人を特定できる情報が含まれた文書、

他人の個人情報が含まれた資料、著作権のあるコンテンツなどはアップロードしないようにしましょ

う。もし分析が必要な資料に個人情報が含まれている場合は、該当する情報を削除するか、仮名化

処理をした上で使用するのが望ましいです。

c. 正直な学習のためのAI活用原則を立てる

アカデミック・インテグリティ（学問的誠実性）とは、いわばスポーツ競技のフェアプレー精神の

ようなものです。ルールを守り正々堂々と競い合ってこそその結果に意味があるように、学習過程

においても正直で誠実な努力を通じて得られた成果だけが、真の教育的価値を持ち得ます。AI時代

にアカデミック・インテグリティを維持するということは、AIを全く使わないということではなく、

AIを道具として活用しながらも、その過程で学習の本質を損なわないことを意味します。

AIを学習に活用する際に最も重要な原則は、AIに思考を代行させるのではなく、思考を助ける役割

にとどめるべきだということです。例えば、エッセイを作成する時にAIに「気候変動に関するエッ

セイを書いてください」と依頼し、完成した文章をそのまま提出するのは明白な不正行為です。一

方、「気候変動エッセイの構成案を作成するのを手伝ってください」と依頼して骨組みを作った後、

各部分を自分の考えや調査内容で埋めていくのは、適切なAI活用だと言えます。

アカデミック・インテグリティを維持しながらAIを活用する具体的な方法を見てみると、まずブレ

インストーミング段階での活用があります。「環境問題に対する独創的な解決策を考えているので

すが、どのような観点からアプローチできるでしょうか？」といった質問を通じて、アイデアのイ

ンスピレーションを得ることができます。次に、概念理解のための説明依頼です。「量子力学の波

と粒子の二重性を高校生が理解できるように分かりやすく説明してください」といったように、複

雑な概念を理解する手助けを受けることができます。

また、自分が書いた文章に対するフィードバックを求めるのも良い活用方法です。「私が書いた次

の段落を検討し、論理的な流れや表現で改善すべき点があれば教えてください」といった方法で、

AIの助けを借りながらも主体的な学習を維持できます。重要なのは、AIの提案を盲目的に受け入れ

るのではなく、なぜそのような提案がなされたのかを理解し、自分の判断で採用するかどうかを決

定することです。

AI検知ツールに対する理解も重要です。現在市販されているAI検知ツールは完璧ではなく、しばし

ば人間が書いた文章をAIによる作成物だと誤認したり、逆にAIが書いた文章を見逃したりすること

があります。これはあたかもドッペルゲンガーを見分けるように難しいことです。AIと人間が協力

して作成した文章の場合、検知はさらに難しくなります。
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したがって、AI検知ツールだけに頼るのではなく、学習者自身が明確な倫理基準を立ててそれを守

ることが、より根本的な解決策となります。「この課題でAIをどのように、どの程度使用したかを

明示する」「AIの助けを借りた部分と自分で直接書いた部分を区別して表示する」「AIの使用過程

を学習記録に残す」といった方法を通じて、透明性を確保できます。

究極的に、AI時代のアカデミック・インテグリティは、技術的な解決策よりも教育的、倫理的なア

プローチがより重要です。学生がAIを単なる便利な道具ではなく学習のパートナーとして認識し、

その関係の中で自身の成長と発展を追求できるように導くことが、真のAI倫理教育の目標だと言え

ます。これはあたかも良い友人との関係のように、お互いに助け合いながらも、それぞれのアイデ

ンティティと責任を失わないバランスの取れた関係を意味します。

教育分野に人工知能が導入されたことで、私たちは前例のない変化の時代を迎えています。こうし

た変化は単に新しい技術の導入にとどまらず、教育の根本的なパラダイムを再定義しています。活

版印刷術が本の大量生産を可能にし、知識の民主化を導いたように、AIは個別化された学習を通じ

て、教育のパーソナライズ化とアクセシビリティを革新的に向上させています。

世界的にAI教育革新の波は予想よりもはるかに速いスピードで広がっています。2024年のユネスコ

の報告書によると、世界190カ国のうち約60％が教育分野にAI技術を導入するための政策を策定し

たり、試験的なプログラムを運営したりしています。注目すべき点は、こうした革新が教育先進国

だけに限定されず、途上国や教育から疎外された地域でも積極的に活用されていることです。これ

は、AIが教育格差を解消し、良質な教育機会を拡大するための強力な道具として認識されているこ

とを示しています。

しかし、こうした変化の中で私たちが看過してはならないのは、技術そのものが目的ではなく手段

であるという点です。AI導入の真の成功は、技術の精巧さや華やかさにあるのではなく、その技術

がどれだけ学習者の成長と発展に実質的に寄与するかにかかっています。したがって、私たちは成

功したAI教育の事例を通じて、どのようなアプローチが効果的か、どのような原則が重要かを深く

探求しなければなりません。

← 前の章

全章を見る

次の章 →

弁護士 · 元国会議員 · AI政策研究者

kimkj.com
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1. 世界各地で起きているAI教育革新の物語

← 前の章

全章を見る

次の章 →

a. アフガニスタンの少女たちに希望を与えたAI教育

アフガニスタンの教育の現状は、全世界の教育における不平等の極端な事例を示しています。2021

年のタリバン政権復帰以降、女性の教育権が深刻に制限され、数百万人の少女たちが正規教育の機

会を奪われました。このような絶望的な状況の中で、Solar Xというエドテック（教育技術）スター

トアップが開発したAIベースの学習ソリューションは、教育の新たな可能性を提示しています。

Solar Xのアプローチは、従来のオンライン教育とは根本的に異なります。彼らはアフガニスタンの

劣悪なインフラ環境を考慮し、オフラインでも動作するAIチューターを開発しました。このシステ

ムは太陽光パネルで充電されるタブレットに搭載されており、電力網が不安定な地域でも継続的に

使用できます。さらに重要なのは、このAIチューターが現地の言語であるダリー語とパシュトー語

でコミュニケーションをとり、アフガニスタンの文化的背景を理解するように訓練されているとい

う点です。

このプロジェクトの教育学的アプローチは非常に精巧です。AIチューターは単に情報を伝えるだけ

でなく、各学習者の進度と理解度をリアルタイムで分析し、パーソナライズされた学習パスを提供

します。例えば、ある少女が算数の分数の概念に苦戦している場合、AIは彼女の日常生活に関連し

た例を用いて説明を調整します。パンを分ける場面や市場での取引を通じて分数の概念を説明する

といった具合です。このような文化的文脈化は、学習効果を大幅に向上させます。

さらに、Solar Xのシステムは学習者同士の協調学習を促進する機能も備えています。物理的に集ま

ることができない状況でも、仮想学習グループを形成し、AIが仲裁役となって議論をリードします。

これは単なる個別学習を超えて、社会的学習の重要性を認識した設計です。

プロジェクトの初期結果は非常に心強いものです。6ヶ月間の試験運用において、参加した少女たち

の学習達成度は平均40％向上し、数学と科学の分野で顕著な進歩が見られました。しかし、より重

要な変化は定量的指標では測定しにくい部分に現れました。参加した少女たちの自信と学習意欲が

大幅に高まり、未来への希望を取り戻したことです。ある参加者は「AIの先生は私を諦めずに励ま

し続けてくれます。私が間違えても怒らずに、もう一度説明してくれます」と語りました。

この事例が私たちに与える教訓は明確です。AI教育技術の真の価値は、最先端の機能にあるのでは

なく、教育から疎外された層に質の高い学習機会を提供することにあります。また、技術革新と文

化的理解が結びついたとき、初めて意味のある教育の変化が可能になることを示しています。

b. 難民の学生たちの夢を育むAI支援システム

世界には約1億人の難民がおり、その約半数が18歳未満の子供や青少年です。彼らの多くは母国で

の教育が中断されていたり、言語の壁のために正規の教育課程に参加するのが難しい状況に置かれ
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ています。難民学生ネットワーク（TRSN, The Refugee Student Network）は、こうした課題に対

してAI技術で対応する革新的なアプローチを試みています。

TRSNのAIシステムは、多言語サポートに特化しています。単に翻訳サービスを提供するだけでなく、

各学習者の母国語と学習中の言語との間の認知的つながりを作り出します。例えば、アラビア語を

母国語とするシリア難民の学生が英語の理科の教材を学習するとき、AIはアラビア語の科学用語と

英語の用語の間の語源的、概念的な関連性を説明します。これは単なる暗記ではなく、概念的な理

解を促進します。

さらに印象的なのは、AIが各学生の教育背景やトラウマを考慮した、一人ひとりに合わせた学習支

援を提供している点です。戦争や迫害による心理的トラウマは、学習能力に直接的な影響を及ぼし

ます。TRSNのAIシステムは学習者の反応パターンを分析してストレスレベルを感知し、必要に応じ

て学習強度を調整したり、心理的支援資料を提供したりします。これは単なる知識の伝達を超え、

全人教育を追求するアプローチです。

注目すべきは、AIが難民学生同士のメンタリングネットワークを構築する役割を果たしている点で

す。システムは学習進度の速い学生を後輩のメンターとして結びつけ、彼らの交流を促進します。

AIはメンタリングセッションの質をモニタリングし、必要な資料やガイドラインをリアルタイムで

提供します。この方式は、支援を受ける学生だけでなく、支援する側の学生にとっても、リーダー

シップと責任感を養う機会となります。

プロジェクトの成果は、定量的・定性的の両面で肯定的です。参加した学生の言語能力の向上率は

一般的な語学コースより50％高く、学力も著しく改善されました。さらに重要なのは、参加した学

生の社会的統合度が大幅に向上したことです。多くの学生が「初めて自分の話を理解してくれる先

生に出会えた」と表現しており、これはAIが単なる教育ツールを超えて、情緒的な支援者の役割も

果たせることを示しています。

c. 辺境地域の子供たちも質の高い教育を受ける方法

デジタル格差は、21世紀の教育における不平等の主要な原因の一つです。インターネット接続が困

難または不可能な地域の学生は、オンライン教育リソースにアクセスできず、教育の機会から疎外

されています。このようなデジタル格差を解消するため、革新的なオフラインAI学習プラットフォー

ムが開発されています。

こうしたプラットフォームの最大の特徴は、オフライン環境でも完全に動作するAIベースの学習管

理システムであるという点です。低スペックの端末でもスムーズに動作するように最適化されてお

り、タブレット一台に数千個の教育コンテンツとAI学習支援機能を収めることができます。まるで

小さな箱の中に巨大な図書館を入れたかのようです.

オフラインAIシステムは、各学習者の学習パターンを分析し、パーソナライズされた学習パスを提

案します。インターネット接続がなくても、学習者の進度、強み、弱みを把握し、それに合ったコ

ンテンツを推薦します。例えば、ある学生が算数の図形の部分で苦戦している場合、AIは基礎概念

から一歩ずつ学び直せるコンテンツのシーケンスを提供します。その際、学習者の母国語や文化的

背景を考慮した例や説明を優先的に選択します。
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プラットフォームのもう一つの革新的な機能は、教師支援システムです。疎外された地域の多くの

教師は、十分な教育訓練を受けていなかったり、最新の教育メソッドに関する情報が不足していた

りします。AIはこうした教師たちにリアルタイムの教育支援を提供します。授業中に難しい質問が

出たときにAIが適切な説明方法を提案したり、学生の理解度を評価するための問題を生成したりし

ます。これは教師の専門能力を向上させると同時に、学生にもより良い教育を提供することを可能

にします。

ケニアのある農村地域で実施されたケーススタディは、こうしたオフラインAIプラットフォームの

効果をよく示しています。インターネット接続がほとんど不可能なこの地域の小学校にプラットフォ

ームが導入された後、学生の算数の達成度は6ヶ月間で平均35％向上しました。さらに重要だった

のは、学習意欲と参加度の変化でした。以前は受動的に教師の説明を聞くだけだった学生たちが、

積極的に質問し、探究する姿を見せ始めました。ある教師は「AIが子供一人ひとりのレベルに合っ

た問題を提供してくれるので、すべての学生が成功体験を得られるようになりました」と語りまし

た。

d. 一日2時間で完成する革新的な学習モデル（コロンビアのインターナショナルスクールによる驚

くべきAIプロジェクト教育）

伝統的な学校教育の固定概念を打ち破る革新的な試みの一つが、Alpha Schoolsの「2時間学習モデ

ル」です。このモデルは「学習は長時間座って行うもの」という既存の概念に挑戦し、AI技術を活

用して短時間で高度に集中した学習体験を提供します。

Alpha Schoolsの哲学はシンプルです。学習の質は時間の量ではなく、集中度と個別化の程度にかかっ

ているということです。そのためにAIシステムは、各学習者のバイオリズム、集中力のパターン、

学習スタイルを総合的に分析します。例えば、ある学生は午前に数学的思考が最も活発になり、別

の学生は午後に言語的な創造性が最高潮に達するといった個人差を把握します。

こうした分析に基づき、AIは各学習者に最適化された2時間の学習プログラムを毎日生成します。こ

のプログラムは、あたかもパーソナルトレーナーが設計したトレーニングメニューのように精巧で

す。学習者の現在の状態、目標、そしてその日のコンディションまで考慮して、学習の順番、難易

度、休憩時間を調整します。例えば、ある学生が前日の数学の試験でストレスを感じていたなら、

AIは翌日のプログラムで数学の比重を減らし、代わりに好きな科学実験のアクティビティを増やす

といったことが可能です。

Alpha Schoolsのアプローチで興味深い点は、AIが学習過程において「生産的な苦闘（Productive

Struggle）」を意図的に設計していることです。これは学習者が、簡単すぎる問題で退屈したり、

難しすぎる問題で挫折したりしないよう、適切なレベルの挑戦を提供するものです。AIは学習者の

反応をリアルタイムでモニタリングし、問題の難易度を微調整します。学習者が10秒以内に問題を

解けば難易度を上げ、2分以上悩んでいればヒントを提供したり、より基礎的な問題に戻ったりしま

す。

コロンビア・カルタヘナ・インターナショナルスクールのAIベースのプロジェクト教育

Alpha Schoolsモデルの実際の適用事例として、コロンビアのカルタヘナ・インターナショナルスクー

ルのプロジェクトが注目されています。この学校は、多様な国籍の学生が共に学ぶインターナショ
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ナルスクールであり、言語的・文化的多様性が高く、個別化教育の必要性が大きい環境です。

カルタヘナ・インターナショナルスクールのAIシステムは、各学生の言語的背景を深く分析します。

スペイン語を母国語とする学生、英語圏から来た学生、そして第三言語を使用する学生が共に学ぶ

際、AIはそれぞれの言語的な強みを活かした学習戦略を提示します。例えば、スペイン語が母国語

の学生にはラテン語の語源を活用した英語の語彙学習法を、韓国語が母国語の学生には漢字の知識

を活用した学習法を提案します。

プロジェクト型学習（PBL）におけるAIの役割はさらに顕著です。「持続可能な都市設計」という

プロジェクトでは、AIが各学生の関心分野と強みを把握して役割を分担します。数学が好きな学生

は建築構造の計算を、生物学に関心のある学生は都市生態系の設計を、芸術に才能のある学生は視

覚的な表現を担当するといった具合です。このとき、AIは単に役割を分けるだけでなく、各領域間

の接点を提示して統合的な思考を促します。

さらにAIは、プロジェクトの進行過程でリアルタイムにコラボレーションを支援します。チームメ

ンバー間での意見の衝突が発生した際にAIが仲裁案を提示したり、プロジェクトが予想とは異なる

方向に進んでいるときに新しいアプローチを提案したりします。ある学生が「私たちのチームの都

市設計は理想的すぎて現実味がない」と悩みを打ち明けた際、AIは「理想と現実のバランスをどう

取ればよいでしょうか。既存の都市の成功事例と失敗事例を比較分析してみてはどうですか？」と

具体的な方向性を提示しました。

このプロジェクトの成果は非常に印象的です。参加した学生の創造的思考力と問題解決能力が標準

化された評価で平均45％向上し、多文化理解や協調能力において顕著な改善が見られました。ある

学生は「AIの先生は、私たち一人ひとりの長所を見つけて繋いでくれます。一人では思いつかなかっ

たアイデアがチームから生まれるように手助けしてくれます」と語りました。

← 前の章

全章を見る

次の章 →

弁護士 · 元国会議員 · AI政策研究者
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2. 先生の役割はどう変わるの？

← 前の章

全章を見る

次の章 →

2. 先生の役割はどう変わるのでしょうか？

教育にAIが導入される中で、最も頻繁に提起される懸念の一つは「AIが教師に取って代わるのか？」

という問いです。しかし、これまでの経験や研究結果は、それとは異なる方向を指し示しています。

AIは教師の代わりになるのではなく、教師の役割を拡張し、強化するツールとして機能しています。

これは、あたかも計算機が数学の教師に取って代わるのではなく、むしろより高次元の数学的思考

を教えられるよう支援したのと同じ文脈です。

ア. AIは先生を代替するのではなく強化するツール

AIが教育現場に導入されたことで、教師は以前よりもはるかに精緻で個別化された教育を提供でき

るようになりました。伝統的に教師一人が20～30人の生徒を同時に教える状況では、個々の生徒の

学習進度や理解度を正確に把握することは困難でした。しかし、AIはこうした限界を克服できる強

力なツールを提供してくれます。

フィンランドのある小学校で実施された研究事例を見てみると、AI分析ツールを活用した教師たち

が、生徒一人ひとりの学習パターンをはるかに正確に把握できるようになったことがわかります。

AIは生徒たちの問題解決プロセス、誤答パターン、学習速度、集中度の変化などをリアルタイムで

分析し、教師に提供します。例えば、算数の時間に分数の問題を扱う際、AIは「ミンス君は分数の

足し算は得意ですが通分の概念で苦労しており、ヨンヒさんは計算は正確ですが問題の理解に時間

がかかっています」といった具体的な情報を提供します。

こうした情報に基づき、教師は各生徒に合わせた個別指導を行うことができます。ミンス君には通

分の概念を視覚的に説明する資料を追加で提供し、ヨンヒさんには問題を読んで理解するための戦

略を別途指導することができます。これは単に同じ説明を繰り返すのではなく、各生徒の思考プロ

セスに合わせた教育的介入を可能にします。

さらに、AIは教師の授業設計能力も向上させます。授業計画を立てる際、AIがカリキュラム分析、

学習目標の設定、評価方法の選択などにおいて専門的なアドバイスを提供します。例えば、「環境

保護」というテーマで授業を準備する教師に対し、AIは「このテーマは科学的な知識だけでなく、

倫理的な判断力も共に育むことができる機会です。討論活動と実験観察を組み合わせた授業構成を

提案します」といった具体的なガイドラインを提示することができます。

イ. 人間にしかできない大切なこと：共感、関係、メンタリング

AIが情報の伝達や機能的な支援において優れた能力を見せる一方で、教師の人間的な役割はますま

す重要になっています。情緒的な支援、関係構築、そして人格的な成長の指導において、教師の役

割はAIでは代替できない固有の領域として認識されています。
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学習は単に知識を習得する認知的なプロセスだけではありません。学習者が自信を持ち、挑戦を恐

れず、失敗を通じて成長できる心構えを養うことがさらに重要です。こうした情緒的・動機付けの

側面において、教師の役割はかつてないほど重要になっています。

米国カリフォルニア州のある高校の事例を見ると、AIチュータリングシステムが導入された後、生

徒の学力は向上しましたが、同時に教師との人間的な相互作用に対する欲求もさらに強まりました。

ある生徒は「AIは自分が知らないことを正確に教えてくれますが、先生はなぜそれを学ばなければ

ならないのか、そしてそれが自分の人生にとってどんな意味があるのかを教えてくれます」と表現

しています。

こうした変化に伴い、教師の役割も進化しています。知識の伝達者から学習の促進者へ、評価者か

ら成長の支援者へ、規則の執行者からメンターやコーチへと役割が拡大しています。生徒のメタ認

知能力、すなわち自分の学習過程を認識して調節する能力を育む上で、教師の役割が核心となって

います。

例えば、AIが「この問題を間違えました。もう一度やってみましょう」とフィードバックを提供す

るなら、教師は「なぜこの問題が難しかったのかな？ 次はどんな戦略を使ってみようか？ こうした

ミスから何を学べるだろう？」といった省察的な問いかけを通じて、学習者の思考を深く導きます。

ウ. 先生不足問題の解決と新たな能力要件

世界的に教師不足の問題が深刻な社会問題となっています。ユネスコの統計によると、2030年まで

に世界全体で約6,900万人の教師が新たに追加で必要になるとされています。このような状況にお

いて、AIは教師不足の問題を緩和する実質的な代替案を提示しています。

AIが行政業務を自動化し、基礎的な学習支援を担当することで、教師はより多くの時間を核心的な

教育活動に集中できるようになりました。成績処理、出席管理、課題の採点といった反復的な業務

から解放された教師は、生徒との相談、創造的な授業設計、個別指導などにより多くのエネルギー

を投入できます。

また、AIは経験の浅い新任教師にとっても強力な支援ツールになります。熟練した教師のノウハウ

がAIシステムに蓄積され、新任教師が授業中にリアルタイムでアドバイスを受けることができます。

例えば、授業中に生徒たちが集中できていない時、AIが「このような状況では活動の種類を変えて

みてください」や「少し休憩時間を設けるのがよいでしょう」といった即座のアドバイスを提供で

きます。

しかし、こうした変化は同時に、教師に新たな能力を要求しています。デジタルリテラシーはもち

ろんのこと、AIツールを教育的に活用できる能力、データを分析して解釈する能力、そしてAIと協

力してより良い教育体験を設計する能力が必要です。

重要なのは、AIが提供する情報を批判的に検討し、教育的な文脈で適切に活用できる判断力です。

AIは強力なツールですが完璧ではなく、時には偏った情報を提供したり、不適切な推奨事項を提示

したりすることもあります。教師はこうした限界を認識し、AIの提案を教育的な専門性でフィルタ

リングして、生徒たちに最適な学習体験を提供しなければなりません。
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← 前の章

全章を見る

次の章 →
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3. 生徒たちの学習体験が完全に変わる

← 前の章

全章を見る

次の章 →

AIの導入によって最も劇的な変化を経験しているのは、ほかならぬ学習者たちです。個別化された

学習体験、リアルタイムのフィードバック、無限の学習リソースへのアクセスなどは、学習者の学

習スタイルや体験を根本から変えています。こうした変化の中心には、「没頭」という概念があり

ます。

a. 自分だけのためのパーソナライズ学習と達成感の向上

従来の教育では、すべての学習者が同じ速度、同じ方式、同じ内容で学習するのが一般的でした。

しかし、AIベースのパーソナライズ学習では、各学習者が自分だけのユニークな学習の旅路を歩む

ことになります。これは、同じ目的地を目指していても、各自が異なるルートを選ぶ旅行のような

ものです。

シンガポールのある中学校で実施された研究は、こうしたパーソナライズ学習の効果をよく示して

います。AIシステムが各生徒の学習スタイル、好み、長所と短所を分析して最適な学習ルートを提

供した結果、6か月後には生徒たちの学習達成度が平均で30%向上しました。より重要なのは、達

成度の格差が縮まったという点です。以前は学習に困難を感じていた生徒たちの伸びが、より顕著

に表れました。

ある生徒の事例を詳しく見てみると、パーソナライズ学習の威力をより深く理解できます。数学が

苦手だったジミンさん（仮名）は、抽象的な概念よりも具体的で視覚的な説明を好む学習スタイル

を持っていました。既存の授業ではこうした特性が考慮されず、数学の成績は低いままでした。し

かし、AIシステムが彼女の学習パターンを分析した後、数学の概念を日常生活の具体的な状況と結

びつけて説明し、視覚資料や体験活動を中心とした学習プログラムを提供しました。

例えば、一次関数を学ぶ際、AIはジミンさんに「タクシー料金の計算」という状況を提示しました。

基本料金3,000ウォンに距離に応じた追加料金が加算される状況を通じて、y = ax + b の概念を自

然に理解できるようにしたのです。また、グラフを描く代わりに、実際にタクシーに乗って距離に

よる料金の変化を体験するシミュレーション活動も提供しました。こうしたアプローチにより、ジ

ミンさんの数学の成績は6か月で下位20%から上位40%へと向上しました。

パーソナライズ学習のもう一つの利点は、学習速度の調節です。理解の早い生徒はより深く複雑な

内容へと進むことができ、時間が必要な生徒は十分に理解するまで基礎を固めることができます。

これにより、すべての生徒が自分の潜在能力を最大限に発揮できる環境が整えられます。

b. 適度な難易度の挑戦で脳を発達させる

学習科学の研究で注目されている概念の一つに、「生産的な苦闘（Productive Struggle）」があり

ます。これは、学習者が適切なレベルの困難や挑戦に直面したときに、むしろより深い学習が起こ
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るという理論です。簡単すぎる課題は退屈を与え、難しすぎる課題は挫折感を与えますが、適切な

レベルの挑戦は学習者の認知能力を最大限に活性化させます。

AIは、こうした「生産的な苦闘」の最適点を見つけ出すことに長けています。学習者の反応時間、

正答率、試行回数、ヒントの要請頻度などを総合的に分析し、現在のレベルよりも一段階高い適切

な挑戦を提供します。

米国スタンフォード大学の研究チームが開発したAI数学チューターの事例では、システムが学習者

の「苦闘指数」をリアルタイムで計算します。学習者が問題をあまりに早く解いた場合（10秒以内）

は挑戦レベルを引き上げ、長く悩みすぎている場合（3分以上）はヒントを提供したり、より基礎的

な問題に戻したりします。ここで重要なのは、単に問題の難易度を調整するだけでなく、学習者が

自ら解決策を見つけ出せるように適切なガイダンスを提供するという点です。

ある中学生の体験談がこれをよく物語っています。「最初はAIが出す問題が難しすぎてイライラし

ました。でも、諦めずに挑戦し続けていたら、突然『あ！』とひらめく瞬間が来たんです。その時

の気分は最高でした。AIは僕が諦める直前まで待ってくれて、ちょうど必要な瞬間に小さなヒント

をくれました」。こうした経験は、単に正解を知るだけでなく、問題解決のプロセスそのものから

得られる達成感と自信を育むことにつながります。

「生産的な苦闘」を通じた学習は、認知的柔軟性も養います。一つの方法で解決できない問題に直

面したとき、さまざまなアプローチを試して創造的な解決策を見出す能力が向上します。AIはこう

した過程で、「他の方法でも考えてみましょうか？」「以前に学んだ概念を活用してみたらどうで

しょう？」といったメタ認知的な問いかけを通じて、学習者の思考を拡張させます。

c. 人間とAIが共生するデュアル・ブレイン時代

AI時代の学習者たちは、「デュアル・ブレイン」能力を養っています。これは、人間の脳とAIの演

算能力を効果的に組み合わせて活用する能力を意味します。まるで両利きが両手を自在に使うよう

に、学習者たちは自身の認知能力とAIの情報処理能力を、状況に応じて適切に使い分ける方法を学

んでいます。

こうしたデュアル・ブレイン能力の核心は、「いつAIの助けを借りるべきで、いつ自分で考えるべ

きか」を判断するメタ認知能力です。創造的なアイデアが必要な状況ではAIをブレインストーミン

グのパートナーとして活用し、批判的な分析が必要な状況ではAIが提供した情報を検証・評価する

能力が求められます。

韓国のある高校で実施されたプロジェクト学習の事例を見ると、生徒たちがこうしたデュアル・ブ

レイン能力を自然に発達させていることが分かります。「未来都市の設計」プロジェクトにおいて、

生徒たちはAIを活用して多様な都市計画の事例を分析し、人口増加率や環境変化を予測しました。

しかし、こうしたデータを基に実際の都市設計案を作り上げ、その設計案が住民の生活にどのよう

な影響を与えるかを想像することは、純粋に人間の創造性と共感能力に委ねられました。

ある生徒は、「AIは正確なデータと多様な選択肢を提示してくれます。でも、最終的な決定を下す

のは自分です。人々の幸せに関わる部分は、AIには教えられないことだと思います」と語りました。

これは、AIと人間がそれぞれの強みを活かして協力する理想的な姿を示しています。
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デュアル・ブレイン能力を身につけた学習者は、AIの限界や偏向性を認識する批判的思考力も備え

るようになります。AIが提供した情報に対して、「この情報の出所はどこか？」「別の観点はない

か？」「自分の状況に適しているか？」といった問いを投げかける習慣を養います。これは、情報

過多の時代において非常に重要な能力です。

← 前の章

全章を見る

次の章 →

弁護士 · 元国会議員 · AI政策研究者
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4. 試験と評価システムにも大変革が訪れる

← 前の章

全章を見る

次の章 →

AI時代の教育における最大の挑戦の一つは、評価システムの変革です。従来の評価方式がAI活用の

教育にそぐわない部分が露呈し、教育界は根本的な評価哲学の再検討に乗り出しています。

a. リアルタイムフィードバックによる、より効果的な学習

AIの最も強力な教育的メリットの一つは、リアルタイムで学習過程をモニタリングし、即座にフィー

ドバックを提供できる点です。これは、従来の中間試験や期末試験のような総括的評価に依存して

いた教育評価システムに、根本的な変化をもたらしています。

形成評価（Formative Assessment）は、学習の過程で実施される評価であり、学習者の理解度を

確認し、教授・学習プロセスを改善することを目的としています。AIは、こうした形成評価を自動

化し、精緻化するための強力なツールを提供します。

デンマークのある高校で導入されたAIベースの形成評価システムの事例を見ると、生徒がオンライ

ンプラットフォームで問題を解く過程で、AIが多様なデータを収集します。問題解決にかかった時

間、途中で止まった地点、修正した内容、ヒントを求めた回数などを総合的に分析し、学習者の理

解レベルと学習過程の特徴を把握します。

例えば、物理の問題を解く過程で、ある生徒が公式を適用する段階で立ち止まり続けている場合、

AIは「公式の意味を理解するのに苦労しているようです。基本概念からもう一度確認してみますか

？」といったパーソナライズされたフィードバックを即座に提供します。これは、単に正解か否か

だけを伝える従来の評価とは、質的に異なるアプローチです。

さらにAIは、学習者の感情状態まで考慮したフィードバックを提供できます。学習者が連続して問

題を間違えたり、長時間悩んだりするパターンを見せたとき、「少し休んでも大丈夫ですよ。難し

い問題ほど、ゆっくり取り組むのが良いでしょう」といった情緒的なサポートメッセージも併せて

提供します。

こうしたリアルタイムな形成評価の効果は非常に大きいです。学習者は自分の学習過程における問

題点を即座に認識して修正できるため、学習効率が大幅に向上します。また、教師は個々の生徒の

学習状況をリアルタイムで把握し、適切なタイミングで介入することができます。

b. 結果より過程を重視する新しい評価法

AIが普及するにつれ、従来の総括的評価、選択式や短答式の問題を中心とした評価は深刻な挑戦に

直面しています。学習者がAIの助けを借りて簡単に正解を見つけられるようになったことで、既存

の評価方式の有効性に疑問が投げかけられています。
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こうした問題に対応するため、教育界は「過程中心評価」への転換を模索しています。結果よりも

過程を、正解よりも思考プロセスを、知識の量よりも知識の活用能力を評価する方向へとパラダイ

ムが変化しています。

カナダ・オンタリオ州のある教育委員会が導入した新しい評価システムが良い例です。このシステ

ムでは、生徒がプロジェクトや問題解決の過程でAIを自由に活用できますが、評価は次のような要

素に焦点を当てます。すなわち、AIにどのような質問をしたか、AIの回答をどのように検証したか、

AIの提案を自分のアイデアとどのように組み合わせたか、最終的な成果物における自分なりの創造

的要素は何か、といった点です。

ある生徒の歴史プロジェクトの評価事例を見ると、生徒が「第二次世界大戦の原因」についてAIに

質問して得た回答をそのまま提出するのではなく、AIの回答を出発点として追加の資料調査を行い、

多角的な視点から比較分析し、自分なりの解釈を提示したかどうかが評価されました。ここで重要

なのは、AIを使ったかどうかではなく、AIをいかに批判的かつ創造的に活用したかでした。

過程中心評価のもう一つの特徴は、「省察（リフレクション）」を重視する点です。学習者は自ら

の学習過程を振り返り、どのような戦略が効果的で、どの部分で困難を感じたのかを分析すること

が求められます。AIは、この省察の過程でも有用なツールとなります。「今回のプロジェクトで最

も難しかった点は何でしたか？ その困難をどのように克服しましたか？」といった質問を通じて、

メタ認知的な思考を促します。c. ウェアラブルAI時代の評価システムの再設計

将来的には、AIがスマートフォンやコンピュータだけでなく、メガネ、時計、さらにはコンタクト

レンズにまで内蔵されることが予想されます。こうしたウェアラブルAI技術が一般化すれば、現在

の評価システムはさらに根本的な再検討が必要になるでしょう。

ウェアラブルAIが普及した状況を想像してみると、学習者はいつでもどこでもあらゆる情報に即座

にアクセスし、複雑な計算を行い、多様な言語でコミュニケーションできるようになります。その

際、「暗記できる知識」や「計算できる能力」を評価することに意味はなくなります。

米国MITの教育研究所が実施した未来教育シナリオの研究によると、ウェアラブルAI時代の評価は次

のような方向に発展すると予測されています。第一に、情報活用能力の評価です。膨大な情報の中

から必要なものを精査し、信頼できる情報を区別し、複数の情報を総合して新しいインサイトを導

き出す能力が核心となるでしょう。

第二に、創造的な問題解決能力の評価です。AIが提示する解決策をそのまま受け入れるのではなく、

独創的で革新的なアプローチを見つけ出す能力が重要になります。これは標準化された評価では測

定が難しい領域であり、ポートフォリオ評価やプロジェクトベースの評価がより重要になるでしょ

う。

第三に、倫理的判断能力の評価です。AIが提案する解決策が倫理的に適切か、社会的に望ましいか

を判断する能力が不可欠になります。これは単なる知識や技能ではなく、価値観や哲学の領域であ

り、評価手法の根本的な変化が必要です。

一部の教育専門家は、ウェアラブルAI時代には「コンパニオン評価（Companion Assessment）」

という新しい評価方式が登場すると予測しています。これは、AIと人間が協力して問題を解決する
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過程そのものを評価する方式で、AIの役割と人間の役割を明確に区別し、それぞれの寄与度を評価

する方法です。

こうした未来志向の評価システムを準備するためには、現在から漸進的な変化が必要です。正解を

暗記して再現する能力よりも、問いを立てて探究する能力を、個人の達成よりも協働的な成果を、

一回限りの試験よりも持続的な成長を重視する評価文化への転換が求められます。

純粋な人間力の評価の必要性

こうした変化の流れの中でも、人間固有の能力を純粋に評価する方法の重要性がさらに浮き彫りに

なっています。AIとの協働能力も重要ですが、AIなしでも独立して思考し、表現できる能力は依然

として教育の核心的な目標の一つです。そのため、以下のような評価方式が新たに注目されていま

す。

ツールなしの口頭評価（Unplugged Oral Assessment）

生徒たちに、いかなる外部資料やAIの助けも借りずに、立ち上がって自分の考えを直接説明させる

評価方式です。これは、古代ギリシャのソクラテス式対話や中世の大学の口頭試験を現代的に再解

釈したものと言えます。生徒は自らの知識、経験、そして思考力のみを活用して、与えられたテー

マについて論理的かつ説得力をもって説明しなければなりません。

例えば、「気候変動が地域の農業に与える影響」というテーマについて、生徒は5分間の事前準備時

間を持ち、その後10分間、何の資料も持たずに聴衆の前で発表します。この際の評価基準は、内容

の正確さだけでなく、論理的な構成、創造的な視点、自分なりの経験と観察の統合、そして明確な

コミュニケーション能力です。この方式は、生徒がいかに深くテーマを理解し内面化したか、そし

て予期せぬ状況にも柔軟に対応できるかを評価することができます。

フィンランドのある高校で実施された事例を見ると、生徒たちは最初「Googleもなしにどうやって

説明しろというのか」と戸惑いましたが、次第に自分の内的な知識と思考力に頼る方法を学ぶよう

になりました。ある生徒は「最初は怖かったけれど、自分自身がどれほど多くのことを知っている

かに気づきました。AIに頼らなくても、十分に深い思考ができるという自信を得ました」と感想を

述べています。

自然な討論ベースの評価（Natural Debate Assessment）

生徒たちにいかなる事前資料の準備や技術的ツールもなしに、即座に討論に参加させ、その過程で

見せる思考力、論証能力、傾聴能力を評価する方式です。これは、実際の民主主義社会で市民とし

て必要な資質を直接評価する方法でもあります。

討論のテーマは生徒たちにその場で提示され、「学校でのスマートフォンの使用を完全に禁止すべ

きか？」「人工知能が人間の仕事を代替することを法的に規制すべきか？」といった、賛否が分か

れる現実的な問題で構成されます。生徒たちはテーマを聞いて即座に自分の立場を決め、相手の主

張を聞いて反論し、自らの論理を修正したり強化したりしなければなりません。

こうした評価で重要なのは、正解を当てることではなく、いかに論理的に思考し表現するか、相手

の意見を尊重しながらも自分の見解を明確に伝えるか、そして新しい情報や視点に対してオープン
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な心で反応するかです。カナダ・オンタリオ州のある高校では、このような討論評価を定期的に実

施し、生徒の批判的思考力と民主的なコミュニケーション能力を養っています。

ある教師は「AIが発達するほど、人間にしかできない真のコミュニケーションと共感、そして価値

判断の能力がより重要になります。資料のない討論は、生徒たちが自らの内面にある価値観と思考

力を発見させてくれます」と説明しています。

即興的創造性評価（Spontaneous Creativity Assessment）

芸術、文学、科学など様々な分野で、生徒の即興的な創造性を評価する方法です。事前準備や外部

情報なしに、与えられた材料や状況から創造的な成果物を作り出す能力を測定します。例えば、美

術の時間には「日用品3つを与え、15分以内に新しい用途の作品を作る」、文学の時間には「提示

された3つの単語を含む詩を即興で創作する」、科学の時間には「限られた材料で特定の課題を解決

する実験を設計する」といった課題を提示します。

これらの評価方式の共通点は、生徒がAIや外部資料に依存せず、自分の純粋な能力を発揮させると

いう点にあります。これは単にAIの使用を制限しようとする目的ではなく、人間固有の創造性、直

感、感性、そして即興的な思考力を養い評価するためです。同時に、こうした経験を通じて生徒は

自らの内面的な能力に対する自信を持つようになり、AIと協働する際にもより主体的で能動的な役

割を果たせるようになります。

結論として、AI時代の教育現場は、技術の導入を超えて、教育の本質に対する根本的な再考を求め

ています。成功したAI教育の事例に共通しているのは、技術そのものに埋没せず、学習者の成長と

発展を最優先に考慮したという点です。教師の役割は変化していますが、その重要性はむしろ増し

ており、学習者はAIと協力することで、以前よりもはるかに深くパーソナライズされた学習体験を

享受しています。

こうした変化の流れの中で、私たちが忘れてはならないのは、教育の究極の目標です。知識の伝達

やスキルの習得を超えて、学習者が自らのポテンシャルを最大限に発揮し、幸せで意味のある人生

を送れるよう支援することこそが、教育の本質です。AIはこうした目標を達成するための強力なツー

ルになり得ますが、そのツールをどのように使うかは、最終的に私たちの選択と知恵にかかってい

ます。第6部 終わりに：AIと共に創り上げる教育の明るい未来

私たちは今、教育の歴史上、前例のない変化の瞬間を迎えています。人工知能技術が教室の内外で

急速に拡散する中、世界中の教育者や政策立案者は、この巨大な潮流を前にしてチャンスと課題の

両方に直面しています。2024年のChatGPTの爆発的な成長以来、生成AIは単なる技術的ツールを

超え、教育パラダイムそのものを再定義する触媒の役割を果たしています。

世界的に教育格差が深刻化している状況において、AIは諸刃の剣のような存在です。一方で、パー

ソナライズされた学習体験を通じて、すべての生徒にカスタマイズされた教育の機会を提供できる

革新的なツールとして評価されています。実際に、アフガニスタンの少女たちが教育の制約を受け

る中で、AIベースのプラットフォームを通じて学習を続けており、難民の学生たちが言語の壁を越

えて高等教育にアクセスできるようになっています。他方で、デジタルデバイドをさらに広げる危

険性も内包しています。
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こうした複雑な現実の中で、私たちが進むべき方向は明確です。AIを教育に統合しつつも、人間の

尊厳と教育の本質的価値を失わない、バランスの取れたアプローチが必要です。そのためには、AI

リテラシー教育、人間中心の教育哲学の再確立、倫理的なガバナンスの構築、そして教育システム

の構造的な変化が調和を保ちながら行われるべきです。

← 前の章

全章を見る

次の章 →

弁護士 · 元国会議員 · AI政策研究者

kimkj.com
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1. AI時代の必須能力：リテラシーと批判的思考

← 前の章

全章を見る

次の章 →

a. AIを適切に活用し、情報を見極める眼を養う

AI時代の教育において最も重要な能力の一つは、AIを正しく理解し活用できる「リテラシー」です。

現在、多くの学生がAIツールを使用していますが、その作動原理や限界を正しく理解しないまま、

無批判に依存するケースが増えています。

効果的なAIリテラシー教育のためには、段階的かつ体系的なアプローチが必要です。小学校の段階

では、AIとは何か、どのような原理で動くのかという基本的な理解から始めるべきです。教師は

Claude、ChatGPT、Geminiといった対話型AIを活用し、学生が直接体験できる機会を提供すること

ができます。

具体的なプロンプトの例を見てみると、小学生には「AIさん、恐竜について教えて。でも、教えて

くれた内容が本当に正しいか、どうすれば確認できるかな？」といった質問を通じて、情報の検証

の重要性を自然に学べるよう促すことができます。中学生の段階では、「AIが生成したこれらの歴

史的事実の中から間違いを探し、なぜAIがこのようなミスをするのか説明してみましょう」といっ

た、より深まった批判的思考の課題を提示することができます。

情報評価能力を養うためには、「ファクトチェックの習慣」を身につけることが核心となります。

学生は、AIが提供した情報を複数の信頼できる情報源と比較検証する過程を体系的に学ぶ必要があ

ります。そのために教師は、「AIが提示した統計資料の出所を確認し、最新性と信頼性を評価して

みましょう」といった具体的な課題を提供できます。また、「このテーマについて、AIの回答と専

門家の意見を比較分析し、差異が生じる理由を分析してみましょう」といったプロンプトを通じて、

批判的思考力を養うことができます。

実際の教育現場では、PerplexityやClaudeといったAIツールを活用して、情報の検索と検証プロセ

スを実習できます。例えば、「気候変動に関する最新の研究結果を調べ、各情報の出所と発表機関

を確認した上で、信頼度を評価してみましょう」といった課題を通じて、学生が能動的に情報を評

価する能力を養うことができます。

b. 結果よりも過程を重視する学習文化の構築

AI時代の教育では、結果よりも過程を重視するパラダイムシフトが不可欠です。AIが迅速かつ正確

な答えを提供できる状況において、教育の価値は、学習者が自ら考え、問題を解決していく過程で

見出されます。

過程中心の学習を効果的に促すためには、AIを「思考のパートナー」として活用する戦略が必要で

す。単に答えを求めるのではなく、学生がAIと対話しながら自らの思考を点検し、発展させていけ

るようサポートすべきです。例えば、数学の問題を解く際に「この問題を解決するために、どのよ
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うなアプローチがあるかな？ 各方法のメリットとデメリットを分析してみよう」といったプロンプ

トを使用し、学生が多様な解決戦略を模索するよう促すことができます。

思考過程の評価のためには、「メタ認知活動」を強化する必要があります。学生が自らの学習過程

を省察し、改善できるように、「この問題を解決する間に、どのような思考過程を経たか段階別に

説明してみましょう」といった内省的な質問を提供できます。AIは、このようなメタ認知活動を支

援するコーチの役割を果たすことができます。「あなたの問題解決過程で最も難しかった部分はど

こですか？ その困難をどのように克服しましたか？」といった質問を通じて、学習者の思考過程を

深く探求することができます。

具体的な評価方法としては、「思考過程ポートフォリオ」を活用できます。学生はプロジェクトや

課題を遂行する過程で、自らの思考プロセスを段階ごとに記録し、AIとのやり取りの内容もあわせ

て文書化します。教師はこれを通じて学生の思考の発展過程を追跡し、個別化されたフィードバッ

クを提供することができます。

また、「相互評価」と「AIフィードバック」を組み合わせた多面的な評価システムを構築すること

もできます。学生は自らの思考過程を仲間と共有し、AIからも客観的な分析を受けることができま

す。「友人の問題解決過程から学べる点は何ですか？ AIはどのような追加の視点を提示しています

か？」といった質問を通じて、多様な視点から学ぶことができます。

← 前の章

全章を見る

次の章 →

弁護士 · 元国会議員 · AI政策研究者

kimkj.com

© 2026 金京鎮. All rights reserved.
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2. 人間らしさを失わない教育の核心的価値

← 前の章

全章を見る

次の章 →

A. 教師の新しい役割と人間的な心の通い合いの重要性

AI技術の急速な発展の中で、多くの教師が自分の役割について不安を感じています。しかし、AI時

代こそ教師の人間的な役割がさらに重要になる時期です。AIは情報伝達や個別化された学習支援に

おいて卓越した性能を発揮しますが、人間の感情や動機、価値観の形成には依然として限界があり

ます。

教師の新しい役割は、「学習の促進者」であり「人間性のメンター」として再定義されるべきです。

AIが情報を提供し、基礎的な質問に答えることができるのであれば、教師は学生がその情報をどの

ように解釈し、自らの人生と結びつけ、有意義な学習体験へと転換できるかを助けなければなりま

せん。

実際の教育現場で教師はAIを活用して行政業務を効率化し、より多くの時間を学生との直接的な相

互作用に投資することができます。例えば、MagicSchool.aiやCuripodのようなツールを使用して授

業計画を自動生成した後、その時間に学生との個別相談や小グループでの討論に集中できます。「

今日AIと一緒に学習した内容の中で、最も興味深かった部分は何ですか？ それは皆さんの日常生活

とどのような関連があるでしょうか？」といった質問を通じて、学習の意味を深めることができま

す。

人間的な相互作用の重要性は、情緒的支援の領域で際立ちます。AIは学習者の感情状態をある程度

認識できますが、真の共感や慰めを提供することは困難です。教師は学生が学習過程で経験する挫

折、興味、達成感などの感情をきめ細かく把握し、適切な励ましと支持を提供することができます。

また、教師はAIの活用過程で発生しうる倫理的ジレンマを学生と一緒に考える役割を担う必要があ

ります。「AIが提示したこの回答をそのまま提出することが学習の助けになるでしょうか？ 私たち

はどのような基準でAIの助けを借りるのか、一緒に決めてみましょう」といった対話を通じて、責

任あるAI使用の文化を醸成することができます。

B. 心も共に育つ社会情動的学習と生涯教育

AI時代の教育では、認知的能力と同じくらい社会情動的能力が重要です。協調、コミュニケーショ

ン、感情調節、自己認識といった社会情動的学習（Social Emotional Learning, SEL）の領域は、AI

が代替できない人間固有の領域です。

社会情動的学習を効果的に統合するためには、AIツールを活用した協力プロジェクトを設計するこ

とができます。学生がAIと一緒に作業しながらも、お互いのコミュニケーションと協力が不可欠な

課題を提示するのです。例えば、「チームメンバーと一緒にAIを活用して、私たちの地域の環境問

題に対する解決策を提案してみてください。各自がAIから異なる情報を収集した後、それを総合し
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て一つの創造的なアイデアを作り出さなければなりません」といった課題を通じて、協調性を養う

ことができます。

感情認識と調節能力は、AIとの相互作用の過程でも重要な能力です。学生はAIの回答に対して失望

したり、過度に依存したりする傾向を見せることがありますが、その際に自分の感情を認識し、適

切に調節できなければなりません。教師は「AIと一緒に作業したとき、どのような感情を抱きまし

たか？ もどかしさを感じたとしたら、その理由は何でしょうか？ このような状況でどのように対処

するのが良いでしょうか？」といった内省を促す質問を投げかけることができます。

自己認識能力の開発のためには、AIを活用した「自己探究」活動を設計することができます。学生

はAIとの対話を通じて、自分の学習スタイル、関心事、強みと弱みを把握することができます。「

私が最も興味を感じる学習テーマは何ですか？ AIと一緒にその理由を探究し、自分の学習動機と目

標を明確にしてみましょう」といったプロンプトを活用できます。

生涯学習の基盤を固めるためには、「学習する方法を学習する」メタ学習能力が鍵となります。AI

ツールを活用して自分なりの学習戦略を開発し、継続的に改善していく能力を養うことができます。

学生は「私が新しいテーマを学習する際、最も効果的な方法は何でしょうか？ AIの助けをどの程度

まで、どのような方法で受けるのが良いでしょうか？」といった質問を通じて、自分なりの学習戦

略を立てることができます。

C. 教室の外の現実世界とつながる協調学習

AI技術が発達するほど、現実世界とのつながりがさらに重要になります。仮想環境での学習が増え

る分、学生が現実世界の問題を解決し、直接体験できる機会を提供しなければなりません。

現実世界と連携した学習のためには、「PBL（課題解決型学習）」とAIツールを組み合わせたアプ

ローチが効果的です。学生は地域社会の実際の問題を発見し、AIの助けを借りて関連情報を収集し

た後、直接現場を調査して解決策を提案することができます。例えば、「私たちの街の交通渋滞問

題を解決するために、AIから他の都市の成功事例を調査し、実際に現場調査を行って独自の解決策

を提案してみてください」といったプロジェクトを設計できます。

協調学習の新しいモデルとしては、「人間とAIの協力チーム」を構成する方法があります。学生は

個別にAIと作業しますが、定期的に集まって各自の進捗状況を共有し、お互いのアイデアを発展さ

せていきます。「各自がAIと一緒に研究した内容に基づいて、チームプレゼンテーションを準備し

ましょう。AIが提供した情報をどのように総合して、私たちだけの独創的な視点を作り出すことが

できるでしょうか？」といった課題を通じて、協調的思考力を養うことができます。

現場体験とAI学習をつなげる方法としては、「拡張現実（AR）ベースの学習」を活用できます。学

生は博物館や科学館でAIガイドの助けを借りて、より豊かな学習体験をすることができます。また、

現場で収集したデータをAIで分析し、その結果に基づいて新しい仮説を立てる探究学習を進めるこ

とができます。

← 前の章

全章を見る
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次の章 →
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3. すべての人のための良いAI開発と正しい活用文化

← 前の章

全章を見る

次の章 →

ア．利益のみを追求しない価値中心のAI企業づくり

教育分野でAI技術を開発・提供する企業は、単なる利潤追求を超えて、社会的価値の創出を優先す

べきです。ベネフィット・コーポレーション（Benefit Corporation）モデルは、企業が株主の利益

だけでなく、社会全体の利益を考慮して運営される新しい企業形態です。

教育AI企業がベネフィット・コーポレーション・モデルを採用する際、次のような原則を遵守する

必要があります。第一に、教育格差の解消に寄与しなければなりません。AI技術が特定の階層だけ

に恩恵を与えるのではなく、疎外された地域や経済的に困難な状況にある学生たちもアクセスでき

るようにすべきです。実際に、Learning EqualityのKolibriプラットフォームのように、オフライン

環境でも動作するAI教育ソリューションを開発することは良い例です。

第二に、透明性と説明責任を保証しなければなりません。教育AIシステムがどのようなデータに基

づき、どのようなアルゴリズムを通じて決定を下すのかを、教師、学生、保護者が理解できる必要

があります。学習評価や進路の推薦といった重要な決定にAIが関与する際は、その過程が明確に公

開されるべきです。

第三に、データの所有権とプライバシーを徹底的に保護しなければなりません。学生の学習データ

は非常に敏感な個人情報であるため、その収集と処理の過程で最高水準のセキュリティと倫理基準

を適用する必要があります。また、学習者や保護者がいつでも自分のデータへのアクセス、修正、

削除の権限を行使できるようにすべきです。

これらの原則を実現するためには、教育AI企業が多様なステークホルダーと継続的に対話する必要

があります。教師、学生、保護者、教育政策の専門家、倫理学者が参加する諮問委員会を構成し、

製品開発やサービス運営に対するフィードバックを受けるべきです。

イ．学生データを安全に守る強力な規制

AI技術が教育現場に急速に導入されるにつれ、適切な規制と標準の必要性がさらに高まっています。

学生データの保護は、最も優先的に扱われるべき領域です。

学生データ保護のための核心的な原則を見ると、まず「最小収集の原則」があります。AI教育シス

テムは教育目的に必要な最小限のデータのみを収集すべきであり、不必要な個人情報は収集しては

なりません。例えば、数学学習AIは学生の数学の習熟度に関連するデータのみを収集し、家族の背

景やその他の個人的な情報は収集すべきではありません。

「目的制限の原則」も重要です。収集されたデータは、明示された教育目的のみに使用されるべき

であり、商業的な目的や他の用途に転用されてはなりません。また、「保存期間制限」の原則に従
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い、教育目的が達成されたら直ちにデータを削除するか、匿名化する必要があります。

国家レベルでは、教育AIに関する専門的な規制機関を設立し、定期的な監査と認証システムを構築

する必要があります。米国ではFERPA（家族教育権利とプライバシー法）、欧州ではGDPR（一般デー

タ保護規則）のような既存の法律を、教育AI環境に合わせて補完する作業が進められています。

教育現場では「AI倫理委員会」を構成し、AIツールの導入前に事前検討を実施すべきです。この委

員会は、教師、保護者、技術専門家、倫理の専門家で構成され、AIツールの安全性と適切性を評価

します。また、学生と保護者に対しては、AIの使用に関する明確な同意手続きを設け、いつでも撤

回できる権利を保証すべきです。

ウ．多様性を認め、透明に運営されるAI

AIシステムが多様な文化的・社会的価値を反映できるようにする「多元的アライメント」は、教育

AIにおいて重要な概念です。世界中で使用される教育AIは、西洋の価値観のみを反映するのではな

く、多様な文化圏の教育哲学や価値を考慮しなければなりません。

多元的アライメントを実現するためには、AIモデルの開発段階から多様な文化圏の教育者と学習者

が参加する必要があります。例えば、歴史教育AIを開発する際には、多様な国家や文化の歴史的観

点がバランスよく反映されなければなりません。「朝鮮戦争（韓国戦争）について説明してくださ

い」という質問に対し、米国、中国、北朝鮮、韓国の異なる観点をすべて提示し、学習者がそれを

比較分析できるように手助けすべきです。

文化的感受性を考慮したAI設計も重要です。宗教的な価値観、家族構造、教育方法に対する認識は

文化ごとに異なるため、AIはこれらの違いを尊重し、適切に対応できる必要があります。イスラム

文化圏では宗教的な義務を考慮した学習スケジュールを提案し、集団主義的な文化圏では個人的な

達成よりもコミュニティへの貢献を強調するフィードバックを提供することができます。

透明性の確保のためには、「AI意思決定過程の公開」システムを構築する必要があります。学生が

特定のレベルで評価されたり、特定の学習経路を推薦されたりした際、その根拠が何であるかを明

確に説明できなければなりません。「なぜAIは私にこの問題を推薦したのですか？私の学習パター

ンからどのような特徴を見つけましたか？」といった質問に対し、具体的で理解しやすい回答を提

供すべきです。

また、「AIバイアスモニタリングシステム」を運用し、性別、人種、社会経済的背景による差別が

発生していないか継続的に点検する必要があります。定期的な監査を通じてバイアスが発見された

場合は直ちにアルゴリズムを修正し、その過程を透明に公開すべきです。

← 前の章

全章を見る

次の章 →
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4. 教育システム全体がともに変わる

← 前の章

全章を見る

4. 教育システム全体が共に変化すること

a. 柔軟で融合的な新しい教育システムの構築

AI時代の教育は、従来の硬直したシステムを脱し、柔軟で適応的な構造へと転換されるべきです。

これは単なる技術的な変化を超え、教育哲学と運営方式の根本的な革新を意味します。

柔軟な教育システムの核心は「個別化された学習経路」です。すべての生徒が同一の進度で同じ内

容を学習する画一的なモデルから脱却し、それぞれの学習速度や関心、能力に合わせたカスタマイ

ズされた教育課程を提供しなければなりません。AIは、このような個別化を可能にする核心的なツー

ルです。ClaudeやKhanmigoのようなAIチューターを活用して生徒個別の学習データを分析し、「

あなたの数学の学習パターンを見ると、代数の概念はよく理解していますが、幾何学的な思考で苦

労しているようですね。視覚的な資料をもっと活用した学習方法を試してみましょうか？」といっ

たパーソナライズされた提案を行うことができます。

学際的な協力の強化は、複雑な現実問題を解決できる融合的な思考力を養うために不可欠です。伝

統的な科目区分を超えて、現実世界の問題を中心とした統合的な教育課程を設計する必要がありま

す。例えば、気候変動問題を扱うときは、科学（気候システムの理解）、数学（データ分析）、社

会（政策的な代替案）、国語（説得力のある文章作成）、芸術（視覚化および表現）などがすべて

統合的に扱われるべきです。

AIは、このような学際的なつながりを促進する役割を果たすことができます。「気候変動が私たち

の地域の農業に与える影響を、科学的データ、経済的分析、社会的影響の側面から総合的に分析し

てみてください」といった複合的な課題を提示し、各領域ごとの専門知識を提供しながらも、それ

らの間の関連性を把握できるようサポートすることができます。

時間と空間の制約を超えた「つながった学習環境」も重要です。学校、家庭、地域社会、オンライ

ン空間がすべてつながった統合的な学習エコシステムを構築する必要があります。AIは、このよう

な多様な学習環境において一貫したパーソナライズされたサービスを提供し、学習者の全体的な成

長を支援することができます。

b. 科学的根拠に基づいた政策とオフライン優先AI

教育政策の樹立においては、経験や直感に頼るのではなく、データや研究結果に基づいた科学的な

アプローチが必要です。AIは、大規模な教育データを分析して政策の効果を予測し、最適な代替案

を提示できる強力なツールです。

データに基づいた政策樹立のためには、まず教育現場で発生する多様なデータを体系的に収集・分

析できるシステムが必要です。学習達成度、参加度、満足度だけでなく、教師の業務負担、保護者

の認識、地域別の教育格差など、多面的なデータを総合的に分析しなければなりません。AIは、こ
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のような複雑なデータ間のパターンや相関関係を発見し、政策決定者たちに有用なインサイトを提

供することができます。

政策シミュレーションも重要な活用領域です。新しい教育政策を全面的に導入する前に、AIモデル

を通じて多様なシナリオをシミュレーションし、予想される効果や副作用をあらかじめ分析するこ

とができます。「AIベースの個別化学習を全国の小学校に導入した場合、学習格差はどのように変

化するか？」といった問いに対して、データに基づいた予測を提供できます。

「オフライン優先」のAIソリューション開発は、教育の不平等を解消するための核心的な戦略です。

世界的にインターネット接続が困難な地域の生徒たちも、AI教育の恩恵を受けられるようにしなけ

ればなりません。そのためには、ローカルデバイスで動作する軽量化されたAIモデルを開発し、必

要な時だけオンラインでアップデートされるハイブリッドシステムを構築する必要があります。

Learning EqualityのKolibriのように、オフライン環境でも動作する教育プラットフォームは良い事

例です。このようなシステムは、基本的なAI機能をローカルで提供しながらも、インターネット接

続が可能なときは、より高度な機能や最新のコンテンツにアクセスできるように設計されています。

タブレットやスマートフォンのような低コストのデバイスでも効果的に動作するAI教育アプリの開

発も重要です。複雑なハードウェアや高速インターネットがなくても、基本的なAIチュータリング、

言語学習、数学の練習などのサービスを利用できなければなりません。

c. 人間とAIが助け合い共に成長する未来

未来の教育の究極の目標は、人間とAIがそれぞれの強みを発揮しながら補完し合う「共生的な知能」

を開発することです。これは単にAIをツールとして使うことを超え、人間の創造性とAIの情報処理

能力がシナジーを創出する新しい形態の知能を意味します。

共生的な知能を開発するためには、まず「相互補完的な役割分担」を明確にする必要があります。

人間は創造的な思考、倫理的な判断、感情的な共感、文脈的な理解などの領域で主導的な役割を果

たし、AIは情報検索、パターン分析、計算、反復作業などで支援的な役割を担います。生徒たちは

このような役割分担を理解し、それぞれの状況で人間とAIのどちらがより適した役割を果たせるか

を判断できなければなりません。

「協力的な問題解決能力」も核心的なスキルです。複雑な問題を解決する際、AIの分析結果に基づ

いて人間が創造的なアイデアを生成し、再びAIがそのアイデアの実現可能性を分析するという循環

的な協力プロセスを学習しなければなりません。「この社会問題に対するAIのデータ分析結果を見

て、私たちが提案できる創造的な解決策は何でしょうか？そのアイデアをAIと一緒に具体化してみ

ましょう」といった協力的な課題を通じて、このような能力を養うことができます。

「メタ認知的な調整能力」も重要です。学習者は、いつAIの助けを借りるか、いつ自分で解決する

かを判断できなければなりません。また、AIの提案や分析結果について批判的に検討し、必要に応

じて修正したり補完したりできなければなりません。これは単なる技術の使い方を超え、高次な思

考能力を要求します。
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未来の教室では、生徒たちがAIと共にプロジェクトを遂行しながらも、人間固有の価値と能力を発

展させていくでしょう。AIが提供する豊富な情報と分析に基づいて、より創造的で意味のある学習

体験を作り上げることができるはずです。しかし、この過程で人間の主体性と尊厳が決して損なわ

れてはなりません。

教育の本質は依然として人間の成長と発展にあり、AIはそのプロセスをより豊かで効果的なものに

してくれる強力なパートナーに過ぎません。私たちが進むべき方向は、技術に支配される教育では

なく、技術を賢明に活用してすべての学習者が自分の潜在能力を最大限に発揮できる教育です。

AI時代の教育は、単により多くの情報を伝えたり、より速い学習を追求したりすることではありま

せん。それよりも、学習者が複雑で不確実な未来社会で主体的に生きていける能力を養うことが目

標です。批判的思考力、創造性、協力能力、倫理的判断力、および継続的な学習能力などがその核

心です。

このようなビジョンを実現するためには、教育現場のすべての構成員が共に努力しなければなりま

せん。教師は新しい役割と能力を開発しなければならず、生徒たちは能動的で責任感のある学習者

へと成長しなければなりません。保護者と地域社会は変化する教育環境を理解し、支援する必要が

あり、政策決定者たちは長期的な観点から教育システムの革新を後押ししなければなりません。

何よりも重要なのは、AI技術の発展速度に流されることなく、教育の根本的な目的と価値を失わな

いことです。技術は手段であり、目的ではありません。私たちの目的は、依然としてすべての学習

者が幸せで意味のある人生を送れるように助けることです。AIはその目的を達成するのに役立つ強

力なツールですが、結局のところ、教育の成否は人間の知恵と愛にかかっています。

これからの道のりは容易ではないでしょう。予期せぬ挑戦が次々と現れ、技術と社会の変化の速度

はさらに加速するでしょう。しかし、私たちが正しい原則と価値に基づいて共に努力すれば、AI時

代の教育は人類史上最も豊かで意味のある学習体験をすべての人に提供できるはずです。

これこそが、私たちが共に作り上げていくべきAI時代の教育の未来です。

← 前の章

全章を見る
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